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案内図・配置図

Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体
一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文
一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

A - 002

真北

案内図

計画敷地

住居表示：〒965-0021 福島県会津若松市山見町40-２
用途地域：第一種住居地域
防火地域・高度地区：なし
既存確認済証番号：第H31確認建築BHC会支0002号 （平成31年4月1日）
既存検査済証番号：第R01確済建築BHC会支0195号 （令和元年8月23日）

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
距
離

備考：
・既存部の法チェックは検査済証により省略
　また増築部による既存への法的な影響がないことを確認
・開発許可に関わる切土・盛土はなし
・新設の塀・土留はなし

●平均地盤面算定：
建物周囲で一番地盤面が低いGL-1050を平均地盤面高さとする

●道路斜線検討
道路幅員＋セットバック＝6.0+3.8＝9.8
9.8×1.25=12.25(m)

●隣地斜線検討
20.0+1.25×3.8=24.75(m)

最高高さは5974mm（GL+4924）
不利側の道路中心高さGL-1280からの建物最高高さは約6.2Mであるため
上記より斜線制限を明らかに適合する
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・採光、換気、排煙の無窓居室がないことを所定の計算を行い確認
・内装制限：適用外
・火気使用室なし（調理室はIHコンロを使用）
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●道路中心線からの延焼の恐れのある範囲について
周囲の道路幅員がすべて6m以上のため
延焼の恐れのある範囲は道路境界上にある。

●小屋裏界壁(施行令第114条3項)：
桁行間隔12m以内ごとに小屋裏に準耐火構造の隔壁を設ける
木下地のうえGB-R t15（両面張り）（建告1358）
区画貫通処理は国土交通大臣認定PS060WL-9370(壁)による



①

③
②-1

②-2

④ ⑤ ⑥

⑦-2⑧ ⑦-1

3080 14703640

3640 2730 1820 1820 1820

2730

910

27
30

27
30 36

40

91
0

①

②

③

④

⑤

a

b

c

10010 1820 3640 2730

54
60

40
95

13
65

600

600 600

60
0

60
0

60
0

60
0

40
0

60
0

91
0

60
0

91
0

13
65

d

27
30

15470

60
0

40
0 e

f

1137513651820 22
75

45
5

16
2

⑥⑦

● 敷地求積図　1/500

● 建築面積・延床面積　1/200

13
20
0

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

9076

18
18
0

9076

1000012500

● 居室面積　1/200

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
1/200

2022/09/01

埼玉県新座市東北2-34-12-703　TEL 080-2013-1806

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＴＩＴＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

ＮＯ．

ＤＲＯＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ

求積図

Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体
一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文
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A - 003

法35条より令116条の２（排煙上の無窓居室の確認）

室名 室面積 
S1(㎡)

排煙面積の算定
建具 
番号

サッシ寸法 窓の形 
式によ 
る倍数

数量
有効 
面積 
WxH

必要面積 
S/50(㎡) 判定 備考建具

W(m)
建具 
H(m)

保育室１ 7.453㎡ AW1 1.62 0.653 0.5 1 0.53m² 0.364㎡ ok 令116条の
２、2項：
随時開放に
よる2室1室

保育室２ 10.765㎡

合計 18.218㎡ 合計 0.53m²

保育室3 9.937㎡ AW1 1.62 0.653 0.5 1 0.53m² 0.199㎡ ok
受入室 6.625㎡ AW3 0.57 0.775 1 1 0.44m² 0.133㎡ ok
事務室 6.625㎡ AW3 0.57 0.775 1 1 0.44m² 0.133㎡ ok
隔離室 6.625㎡ AW3 0.57 0.775 1 1 0.44m² 0.133㎡ ok
職員休憩室 11.084㎡ AW3 0.57 0.775 1 1 0.44m² 0.222㎡ ok
調理室 9.937㎡ AW4 1.62 0.475 1 1 0.77m² 0.199㎡ ok

No 室名 横 (mm) 縦 (mm) 係数 面積 (㎡)
1 保育室１ 2730 × 2730 × 1 = 7.453
2-1 保育室２ 3640 × 2730 × 1 = 9.937
2-2 910 × 910 × 1 = 0.828

合計 10.765
3 保育室３ 2730 × 3640 × 1 = 9.937
4 受入室 1820 × 3640 × 1 = 6.625
5 事務室 1820 × 3640 × 1 = 6.625
6 隔離室 1820 × 3640 × 1 = 6.625
7-1 職員休憩室 1470 × 1820 × 1 = 2.675
7-2 3080 × 2730 × 1 = 8.408

合計 11.084
8 調理室 3640 × 2730 × 1 = 9.937

延床面積
横 (mm) 縦 (mm) 係数 面積 (㎡)

1 11375 × 2730 × 1 = 31.054
2 10010 × 5460 × 1 = 54.655
3 1820 × 4095 × 1 = 7.453
4 3640 × 5460 × 1 = 19.874
5 2730 × 1365 × 1 = 3.726
6 1365 × 2275 × 1 = 3.105
7 1820 × 2730 × 1 = 4.969

合計 124.83

建築面積
横 (mm) 縦 (mm) 係数 面積 (㎡)

a 1365 × 455 × 1 = 0.621
b 14560 × 910 × 1 = 13.250
c 1820 × 1365 × 1 = 2.484
d 15470 × 910 × 1 = 14.078
e 2730 × 400 × 1 = 1.092
f 2730 × 600 × 1 = 1.638

合計 33.16

建築面積 = 延床面積 + a ~  f 面積 (㎡)
124.83 + 33.16 = 157.99

敷地面積
6-11街区面積 3898.32 ㎡

除外面積 165.00 ㎡
横 (mm) 縦 (mm) 係数 面積 (㎡)

1 18180 × 9076 × 0.5 = 82.501
2 18180 × 9076 × 0.5 = 82.501

合計 165.00

敷地面積 = 3898.32 - 165.00 = 3733.32

法28条、法35条の２、法35条の３（採光・換気上の無窓居室の確認）

3
0
1
5
4

室名 室面積 
S1(㎡)

採光面積の算定 換気面積の算定
建具 
番号

サッシ寸法 数
量

窓面積 
S2 
WxH

補正 
係数A

水平 
距離 
d

垂直 
距離 
h

有効 
面積 
WxHxA

必要 
面積 
S/5

判
定

建具 
番号

サッシ寸法 窓形 
式倍数

数
量

有効 
面積 
WxH

必要 
面積 
S/20

判
定 備考建具

W(m
建具 
H(m)

建具
W(m)

建具 
H(m)

保育室１ 7.453㎡ AW1 1.62 2.0 1 3.24m² 3 18.896 1.210 9.72m²

3.64m² ok

AW1 1.62 2.0 0.5 1 1.62m²

0.911㎡ ok
令111条2項：随
時開放による2室
1室

保育室２ 10.765㎡

合計 18.218㎡

保育室3 9.937㎡ AW1 1.62 2.0 1 3.24m² 3 18.896 1.210 9.72m² 1.99m² ok AW1 1.62 2.0 0.5 1 1.62m² 0.497㎡ ok

受入室 6.625㎡ AW3 0.57 0.9 1 0.51m² 3 18.896 0.827 1.54m² 1.33m² ok AW3 0.57 0.9 1 0.51m² 0.331㎡ ok

事務室 6.625㎡ AW3 0.57 0.9 1 0.51m² 3 18.896 0.458 1.54m² 0.33m² ok AW3 0.57 0.9 1 1 0.51m² 0.331㎡ ok 保育用途ではな
いため採光1/20

隔離室 6.625㎡ AW3 0.57 0.9 1 0.51m² 3 18.896 0.458 1.54m² 1.33m² ok AW3 0.57 0.9 1 0.51m² 0.331㎡ ok

調理室 9.937㎡ AW4 1.62 0.5 1 0.81m² 3 3.853 0.386 2.43m² 1.99m² ok AW4 1.62 0.5 1 0.81m² 0.497㎡ ok

職員休憩室 11.084㎡ AW3 0.57 0.9 1 0.51m² 3 3.855 0.586 1.54m² 0.55m² ok AW3 0.57 0.9 2 1.03m² 0.554㎡ ok 保育用途ではな
いため採光1/20

＊[住居系]　採光補正係数 = A｜　A=(d/h)x6-1.4



ＧＢ－Ｆ 強化石膏ボード　　

ＧＢ－Ｄ 化粧石膏ボード（不燃／準不燃）

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

石膏ボード（不燃）

シージング石膏ボード（不燃）

ＱＭ－９８２８ｔ９．５ｍｍ

ｔ１２ｍｍ，９ｍｍ ＮＭ－９９７２ロックウール吸音板（岩綿吸音板）

ＮＭ－８６１９ｔ１２．５ｍｍ，１５ｍｍ，２１ｍｍ

水性ステインＷＳ
オイルステインＯＳ

ＰＣ プレキャストコンクリート

ＳＯＰ

ＲＷ 吹付けロックウール

ウレタン樹脂ワニス
クリアクラッカー

ＵＣ
ＣＬ

合成樹脂調合ペイント

合成樹脂エマルジョンペイント

耐候性塗料（フッ素）

アスファルト防水

ＤＰ

防水 ＡＳ防水
塗料 ＥＰ

床
壁

ＲＣ型
ＲＣ化

天井 ＲＣ直
ＭＫ
ＣＢ

ＣＴＳ
ＣＴ

ＮＣ

ＦＫ

コンクリート型枠外しのまま
コンクリート化粧打放し（Ａ種）
コンクリート金ゴテ押さえ
モルタル金ゴテ押さえ
軽量コンクリートブロック
コンポジションビニル床タイル（半硬質）

ビニル床シート
コンポジションビニル床タイル（軟質）

ケイ酸カルシウム板

仕　上　凡　例 本表は本工事に用いる内外装仕上げを一括して表す。
凡例・共通事項・材料表に記載の事項は本表以外の設計図にも適用する。

普通硬質石膏ボード（不燃）　　ＧＢ－Ｒ－Ｈ

ＥＰ－Ｇ つや有合成樹脂エマルジョンペイント

木材保護塗装ＷＰ

グラスウールＧＷ
グラスウールボード　ガラスクロス額貼ＧＷ－Ｂ

品質・規格・寸法など 認定番号

ｔ９．５ｍｍ，１２．５ｍｍ，１５ｍｍ ＮＭ－９６４５（個別認定）

ｔ１２．５ｍｍ，１５ｍｍ，２１ｍｍ ＮＭ－８６１５

石膏ボード（準不燃）

シージング石膏ボード（準不燃） ＱＭ－９８２６ｔ９．５ｍｍ，１２．５ｍｍ，１５ｍｍ
ｔ１２．５ｍｍ ＮＭ－９６３９（個別認定）

化粧石膏ボード　　トラバーチン模様ＧＢ－Ｔ
ｔ９．５ｍｍ ＮＭ－０８７９/ＱＭ－９８２４
ｔ９．５ｍｍ

ＧＢ－Ｐ 化粧吸音石膏ボード ｔ９．５ｍｍ ＮＭ－０８７９/ＮＭ－９８２２ スクエアトーン/ランダム穴あき
ＤＲ

ｔ５ｍｍ～１５ｍｍ ＮＭ－２７７３

内装
ビニルクロス（準不燃）
ビニルクロス（不燃） ＮＭ－１０９６

ＱＭ－９４０１不燃下地/準不燃下地
不燃下地

名　　称記　号 備　考

ＱＭ－９８１６（準不燃下地）
ＮＭ－８５８５（不燃下地）

ＲＭ－９３６４（難燃下地）

【断熱性能】

【塗装工事】
■　天井の塗装はローラー仕上げとする。
■　階段室内の塗装は、不燃基材同等品とする。
■　内部木部は特記なき限りＵＣとする。
■　外部木部は特記なき限りＷＰ２回塗りとする。

■　壁面の塗装はローラー仕上げとする。

■　内部の見え掛かりとなる鉄部で特記なき場合はＳＯＰ塗りとする。

【内装工事】
■　ビニルシート等は樹脂ワックス仕上げを行う。
■　ボード張り、石膏プラスターのコーナー部はコーナービートを使用する。
■　天井岩綿吸音板の下張りは石膏ボードｔ９．５とする。

　　又、屋根・スラブ・梁との接合部はメーカー指定による防火処理を行う。
■　防火上主要な間仕切壁・遮音壁の石膏ボード二重張りの範囲は、屋根・スラブ・梁下端まで立上げとする。
■　特記無き限り異種材取合い部は、目透かし処理をすること。

■　天井廻り縁は特記なき場合は塩ビ目透かしタイプとする。

開口部 引違い窓(熱貫流率 U=2.05[W/m2･K]同等品)
その他窓(熱貫流率 U=1.92[W/m2･K]同等品)

隙間補充 現場発泡硬質ウレタンフォームA種1相当 (熱伝導率 λ=0.026[W/m･K]同等品)（ノンフロン）

外壁 高性能グラスウール16K t120　(熱伝導率 λ=0.038[W/m･K]同等品)
屋根・天井 高性能グラスウール24K t210　(熱伝導率 λ=0.035[W/m･K]同等品)

■気密工事の考え方について（参考）
床の気密
・合板目地部
　剛床（ネダレス）工法では床合板が気密層になるため継目処理に注意をする
　特に継目下部に下地がない場合は気密テープを貼ること
・外壁下端部
　柱廻りで床下から壁断熱層に向かう隙間が生じないよう注意する
・床合板と柱廻り
　床合板は柱廻りで合板敷込みのクリアランスが取る場合後から塞ぐこと
　壁内に床下の冷気が流れ込み、内壁の表面温度の低下や内部結露の原因になるため。
　隙間を塞ぐ例）ブチルコーキングの充填や気密テープ（気密柱バリアー/日本住環境）など
・設備配管の床貫通部
　気密テープやEPDMゴムシートなどで隙間が出来ないよう注意をする
・床の防湿施工
　防湿層は設けない。床に水が浸み込んだ際に蒸発しにくく合板が腐朽する原因となるため。
　床断熱材の下面は床下に開放させる。（グラスウールの受材は透湿性のあるものを使用する）

外壁の気密
・ダクトなど貫通孔は気密テープ（ドームパッキン/日本住環境）などで隙間を塞ぐ
・コンセント開口部
　穴が上下に２箇所あると気流が生じてしまうため、内壁内に気流留めを設け電線が貫通する箇所にシールをうち気密を取る

天井
・防湿気密シートは木下地の上で100mm程度重ねて継ぐ
・壁との取合い部は、野縁と石膏ボードの間に先張りシートを挟みつけるなどして気密化を図る
・気密シートは野縁の方向と同じ方向に貼り、シートの継目が全長に渡って野縁の上にくるようにする

基礎断熱部 A種押出法ポリスチレンフォーム保温板t50 (熱伝導率 λ=0.028[W/m･K]同等品)

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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仕上げ凡例・共通事項・断熱性能

Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体
一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文
一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

A - 004

共　通　事　項 下記事項は共通とし指示がなくとも適用する。
但し異なる指示のある場合を除く。

【鉄筋コンクリート工事】
■　外断熱を行う場合：鋼製型枠を使用する際は立上り高さに注意のこと。（基礎一体打ちを推奨）
■　型枠緊結金物はコーン付のものとし、コーン跡は既成セメント系充填用コーンを樹脂ノロにて充填する。
　　不良箇所はすみやかに、ケレン及びモルタル補修を行う。
■　地下外壁の内側コンクリート面の型枠緊結金物は凹部にハツリ込み防水モルタル詰めとする。
■　外壁内断熱の内部仕上げは石膏ボード１２．５ジョイント工法（ＧＬ工法）とする。
■　機械基礎は建築工事に含み、仕上げは打放し補修仕上げとする。（位置・形状・寸法は別図参照）
■　コンクリート化粧打放し
　　型枠緊結金物の処理は前記に従う。
　　ウレタン樹脂塗装型枠（新品）ｔ１２を使用し、施工計画割付け図作成し、監理者の承認を得ること。
■　コンクリート打放し面の補修
　　不陸２．０ｍｍ／Ｍ以内とする。化粧打放し面の補修は、監理者の指示による。
■　コンクリート化粧打放し面には化粧（伸縮）目地を設けること。＠３，６００程度
■　コンクリート増打ち寸法（mm）は以下による。

【鉄骨工事】
■　外部に使用する部材は溶融亜鉛メッキを施すこと。

【防水工事】
■　室内防水押え等のコンクリートには溶接金網（６．０φ　１００□）を打ち込む。
■　外壁に取り付ける金物雨掛かり部周囲は、シール材（特記無き限りＳＲ－２）を充填する。
■　外壁を貫通する樋はツバ付貫通とし、外側の周囲はシール材を充填する。
■　地下外壁の打ち継ぎ箇所には打継ぎ止水剤（早川ゴム、スパンシール程度）を打込みの上、シール材を充填のこと。

【金属工事】
■　内外部に使用するステンレスは、特記無き限りＳＵＳ３０４とする。
■　ステンレス金物はヘアーライン仕上を原則とし、鏡面仕上げの場合８００＃程度とする。
■　床の仕上材の異なる部分には、特記無き限りステンレスＦＢ－６×３２を使用する。
■　特記無き限り外部鉄部は亜鉛メッキを行うこと。
■　ＰＣ壁及びＬＧＳ下地ボード貼部分をダクト及びパイプ等が貫通する場合は開口部補強及びシーリング等を行うこと。
■　天井点検口はアルミ（ＦＢ）枠とし、表面仕上げは天井と同材とする。
■　外部スチール手摺にＥＸＰＪを設けること。

■　コンクリート直押えはコンクリート打設時に特記無き限り金ゴテ押えとする。
　　但し仕上げ厚さは仕上げ及びコンクリートの増打ちで合計１０ｍｍとする。

【左官工事】

外部

内部

仕上 Ａ種（化粧打放） Ｂ種（モルタル補修） Ｃ種（ＧＬ工法） Ｃ種

２５

２５ ２５

２５

０ １０

２５―

■屋根断熱部
・登梁を＠1820以下とし、小梁を@910とすることで構造合板t24を四周釘打ちできるように計画（水平構面の確保）
・梁間に断熱材充填、必要に応じて断熱材の受材を設置。



・仕上表中に色番や品番の指定がある場合であっても，発注前に必ず監理者の確認・承認を受けること．
・外部に面する内壁、及び天井は気密フィルム張りとすること（共通）
・使用建材（下地合板、接着剤、塗料等含む）・内装材・家具類等について、Ｆ☆☆☆☆のものを使うこと。
・天井裏等についても、Ｆ☆☆☆☆のものを使うこと。
・建材・内装材・家具類等について、クロルピリホスを添加した建材を使用しないこと。

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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内部仕上表

Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体
一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文
一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

A - 005

室 
番 室名 天井 

高さ 床 巾木 壁 天井 天井 
見切

居
室 告示 備考

1 風除室 コンクリート下地、磁器質タイルt10張り 
構造合板t24下地、無垢フローリングt15

SUS、スプルス 
H=40 
チリ5mm

GB-R t12.5 ビニルクロス張り ヒノキ小幅板風羽目板t12,巾100,３本溝 
/野地木材 同等品

目透かし 
6mm 
天井底目

2 事務室 2225 構造合板t24下地、無垢フローリングt15(ナラ(W120)/ユニ、オ
イル仕上/共栄木材 同等品)

スプルス H=40 
チリ5mm 同上 化粧吸音石膏ボード t9.5 (タイガースクエアトー

ンDプラス/吉野石膏 同等品）
cp-910(ｸﾛｽ) 
創建 同等 ◯

3 隔離室 2225 同上 スプルス H=40 
チリ5mm GB-R t12.5 エコフリースE75/ナガイ 同等品 同上 同上 ◯

4 職員休憩室 2225 同上 スプルス H=40 
チリ5mm GB-R t12.5 ビニルクロス張り 同上 同上 ◯

5 職員WC 2225 構造合板t24下地+捨て合板t12 
長尺シート仕上げt2(PG-20272/サンゲツ 同等品)

スプルス H=40 
チリ5mm 同上 GB-R t9.5 ビニルクロス張り 同上

6 誰でもトイレ 2225 同上 スプルス H=40 
チリ5mm 同上 同上 同上

7 調理室 2225 同上
長尺シート巻上げ
H40,アルミ立上げ見
切. 54078/創建 同等

GB-R t12.5 ビニルクロス張り 
一部、キッチンパネル 同上 同上 ◯ IHコンロのため火気使用室な

し

8 検収室 2225 同上
長尺シート巻上げ
H40,アルミ立上げ見
切. 54078/創建 同等

GB-R t12.5 ビニルクロス張り 同上 同上

9 調理更衣室 2225 構造合板t24下地、捨て合板t5.5 
タイルカーペットt9仕上げ

スプルス H=40 
チリ5mm 同上

化粧吸音石膏ボード t9.5 (タイガースクエアトー
ンDプラス/吉野石膏 同等品） 
ビニルクロス張り

同上

10 調理WC 2225 構造合板t24下地+捨て合板t12 
長尺シート仕上げt2(PG-20272/サンゲツ 同等品)

スプルス H=40 
チリ5mm 同上 GB-R t9.5 ビニルクロス張り 同上

11 保育室１ 構造合板t24下地、床暖房対応複合フローリングt15(オーク
EG(W125)/ユニ、自然オイル仕上/東京工営 同等品)

スプルス H=40 
チリ5mm GB-R t12.5 エコフリースE75/ナガイ 同等品 ヒノキ小幅板風羽目板t12,巾100,３本溝 

/野地木材 同等品

目透かし 
6mm 
天井底目

◯ 床暖房

12 保育室２ 同上 同上 同上 同上 同上 ◯ 床暖房

13 保育室3 同上 同上 同上 同上 同上 ◯ 床暖房

14 保育WC 2225 構造合板t24下地+捨て合板t12 
長尺塩ビシートt3 (ココフロアPG-20306/サンゲツ 同等品)

スプルス H=40 
チリ5mm GB-R t12.5 ビニルクロス張り GB-R t9.5 ビニルクロス張り cp-910(ｸﾛｽ) 

創建 同等

15 受入室 2225 同上 スプルス H=40 
チリ5mm 同上 同上 同上 ◯

16 廊下１ 構造合板t24下地、床暖房対応複合フローリングt15(オーク
EG(W125)/ユニ、自然オイル仕上/東京工営 同等品)

スプルス H=40 
チリ5mm 同上 ヒノキ小幅板風羽目板t12,巾100,３本溝 

/野地木材 同等品

目透かし 
6mm 
天井底目

床暖房

17 廊下２ 構造合板t24下地、無垢フローリングt15(ナラ(W120)/ユニ、オ
イル仕上/共栄木材 同等品)

スプルス H=40 
チリ5mm 同上 同上 同上

18 渡廊下 2565 同上 スプルス H=40 
チリ5mm 同上 GB-R t9.5 ビニルクロス張り cp-910(ｸﾛｽ) 

創建 同等
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平面図
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※火気使用室はなし

消火器までの歩行距離
防火上主要な間仕切壁(施行令第114条2項)：
木下地のうえGB-R t15（両面張り）（建告1358）
建築物の防火避難規定の解説より
児童福祉施設にあっては
保育室と避難経路を区画する壁を準耐火構造とする
又、調理室はIHコンロ使用のため火気使用室ではない

既存建物
診療所（無床）、木造平屋
建築面積364.25㎡、延床面積322.19㎡
最高高さ6.066m、最高軒高3.486m

※基礎断熱のため床下換気口を適宜設ける
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気密フィルム張り（室内側のみ）/ 高性能GW16kg t120/ 構造用合板t9
/ 透湿防水シートt0.2(タイベック同等品可)/ 通気胴縁t18x45@455
外壁下地：構造用合板t9/非透湿防水シート(アスファルトフェルト430同等以上) 
仕上げ：窯業系平形スレートt5.5(SolidoTypeM-Lap/ケイミュー同等品)
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番号 部位 仕上げ 備考

6

ステップ モルタル金ゴテ仕上げ（立上りとも） 防塵塗装

7

8

番号 部位 仕上げ 備考

1 外壁（窯業系平形スレート） 窯業系平形スレート・色：仮・セメント
土台水切りスリムタイプ50 同等品
スターター補助部材
出隅は突付け納まりとし、入隅はスマート入隅とする
NM-4601(1)：窯業系平形スレートt5.5

2

金属屋根 高性能GW24kg t210 (t105×2)/合板継手105×105@910/ 構造用合板t24
/ 垂木45×135@303(通気を兼ねる)/ 野地板 t12(本実)
/ アスファルトルーフィング940
/ ガルバリウム鋼板 t0.35以上 (立平ロック32型@454,切り欠き仕様 同等品

ガルバリウム鋼板色：仮・既存クリニック近似色
太陽光パネル設置付属金物一式

NM-8697：ガルバリウム鋼板

3

外壁（木張り） 気密フィルム張り（室内側のみ）/ 高性能GW16kg t120/ 構造用合板t9
/ 透湿防水シートt0.2(タイベック同等品可)/ 通気胴縁t18×45@303
仕上げ：レッドシダー本実パネリング80×t11 縦張り（ラフ面を表・仮）
キシラデコール塗装

スロープ

デッキテラス

モルタル金ゴテ仕上げ（立上りとも） 防塵塗装

レッドシダーデッキ90×t40目透かし張り（目透かし3mm）
大引き 90×90（防腐処理）幕板 20×141(1×6材) 　キシラデコール塗装 キシラデコール塗装色：未定

5

軒裏天井 高圧岩綿複層板t12 （ダイライト軒天羽目板/ダイケン　同等品）
木製下地 30×30@303

4 基礎立上り モルタル金ゴテ仕上げ

レッドシダー本実パネリング：TG-1180 W80×t11 /東京工営 同等品
キシラデコール塗装色：仮・チーク

4 4

44

21 1

3

3
3

1 1

41 1

1

2

5

6

6

7

8

NM-4133：高圧岩綿複層板
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※剛床工法
床下地は構造合板t24とする。
基礎断熱工法と併用するため、
床面に通気孔を適宜設け床下の通気をよくする。

CC断面図

3848

GL-1280：道路中心高さ(不利側)

夏至

冬至

12 10
6

72

【屋根断熱部】
ガルバリウム鋼板 t0.35以上 (立平ロック32型@454,切り欠き仕様 同等品
アスファルトルーフィング940
野地板 t12(本実)
垂木45×135@455(通気を兼ねる)
構造用合板t24（水平構面）（桁梁を切欠きしないこと）
合板継手105×105@910
高性能GW24kg t210 (t105×2)
断熱受け：合板t12

【天井断熱部】
ガルバリウム鋼板 t0.35以上 
アスファルトルーフィング940

野地板 t12(本実)
垂木45×135@455(通気を兼ねる)

※吊り木に当たるところの断熱材に切れ目を入れ、断熱材を隙
間なく平らに敷き詰めること、外壁内と天井断熱材の間に空気
の行き来が生じないように、天井下地を組む前に外壁の断熱材
充塡、内装仕上げ材の張付けまでを先に施工すること

気流留め

高圧岩綿複層板t12 （ダイライト軒天羽目板/ダイケン　同等品）
木製下地 30×30@303

高圧岩綿複層板t12 
木製下地 30×30@303
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断面詳細図２
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小屋裏界壁(施行令第114条3項)：
桁行間隔12m以内ごとに小屋裏に準耐火構造の隔壁を設ける
木下地のうえGB-R t15（両面張り）（建告1358）

防火上主要な間仕切り(施行令第114条2項)：
小屋裏まで準耐火構造の界壁を設ける
木下地のうえGB-R t15（両面張り）（建告1358）

防火上主要な間仕切り
(施行令第114条2項)
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AW　アルミサッシ
AD アルミドア
SD スチールドア
SSD ステンレスドア
WD 木製ドア
WW 木製ウインドウ
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Ｃ（小枠１） Ｄ（小枠２）Ｂ（大枠２）Ａ（大枠１）
※特記なき限り（　）寸法を原則とする。ロ　扉枠（特記なき限り、大枠はA、小枠はCとする。）

　　作成の上、監督員の承諾を得ること。

ロ　ドアチェックの表示のない場合でも（ヒンジ・クローサーなど）将来取付け可能な補強を行う。

　　○ 　特記なき限り、戸当りは床付タイプとする。戸当り部分は硬質ゴム、支柱部はＳＵＳ　ＨＬ。

　　○ 　戸受けについて、開閉衝撃音緩和の為に、開き戸の３方枠、召し合せ部分、引き戸の縦枠には

　　○ 　特記なき限り、外部はシリンダー箱錠とする。ただし、外部自動扉（引戸）は引戸用本締錠とする。

　　○ 　特記なき限り、PS、EPS、DSの点検扉の錠等は、ケースハンドル・シリンダー本締り錠とする。

ロ　排煙窓のクレセント及び操作レバー等の位置は床面から1500ｍｍ以下とする。

　　○ 　吊元は建具重量に十分耐え得るものとする。

ロ　特記なき限り、沓摺の種別は下記による。
　　○ 　床仕上が異なる場合：建築工事標準詳細図〈４−３１−２〉
　　○ 　内部気密扉：建築工事標準詳細図〈４−４５−２〉
　　○ 　外部廻り出入口及び内部水掛部出入口：建築工事標準詳細図〈４−４１−２〉

ロ　外気と面するフラッシュ戸はＧＷ等断熱材充填とする
ロ　特記無き限り、木製建具はＵＣ仕上げとする
ロ　ＳＤ額付建具のガラスは建具上部からの落し込みとする。

　　○ 　ドアチェックは常閉式防火設備以外は全てストップ式とする。

　　○ 　特記なき限り、内部一般扉の錠は本締付きモノロックとする。
　　○ 　特記なき限り、押板・押し棒の場合はシリンダー本締り錠とする。

　　○ 　便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板・押し棒の場合は錠不要とする。
　　○ 　鋼製気密建具はグレモン締り、シリンダー本締り錠とする。

ピンチブロック、ゴムビード等を取付ける。

ロ　特記なき限り特定防火設備のスチール扉は重量ドアとする。
ロ　特記なき限り沓摺はステンレス製　　　型とし、建具製造所の付属品とする。
ロ　特記なき限り、建具枠は大枠を原則とする。
ロ　特記なき限り、木製建具で仕上が銘木練付の枠は大枠・銘木練付枠とする。

ロ　特記なき限り、外壁同一面納まりの場合、フラッシング機構を設ける。
ロ　マスターキーシステムは２系統とし、グランドマスターキーを組み込む。
ロ　金物関係

ロ　感知器連動の防火設備はレリースまでとする。
ロ　特記なき限り各扉に付くガラリは扉と同仕様とする。

２．共通特記事項
ロ　特記以外の金物は付属金物一式とする。

ロ　ペアガラスは強化ガラスを室内側に設置すること。

本体・自動開閉装置

本体・駆動装置

本体・駆動装置・制御装置・検出装置

本体（自動閉鎖装置の切り込み・補強共）

本体・制御盤・手動開閉装置・ヒューズ装置

防煙たれ壁

自　動　扉

電　気　錠 本体

上部電動式シャッター

ロ　設備工事との区分は以下のようにする。

防　火　戸

排　煙　窓

項　　目 工　事　範　囲

自動閉鎖装置・感知器

手許電源スイッチ

扉までの配管配線

別　途　工　事

自動閉鎖装置・感知器

自動閉鎖装置・感知器

自動閉鎖装置・連動制御装置・感知器ロ　特記なき限り、ドアクローザーの取付け位置は室内側を原則とする。
ロ　特記なき限り、開き戸の把手はレバーハンドルとする。

ロ　扉の握り玉、レバーハンドル、把手、クレセント、引違戸錠、引戸錠の取付高さについては施工図

ロ　ドアガラリ寸法・開口率に関しては機械設備工事業者と再確認すること。

ロ　寸法

DH

DW

ロ　特記なき限り、スチール・ステンレス・アルミ・木の各扉は扉・幕板とも両面フラッシュとする。
ロ　特記なき限り、外壁同一面納まりのサッシはＦＩＸ部、障子、扉部とも枠外同一納まりとする。

　　○ 　常閉式防火設備で両開き又は親子開きのものはドアチェック２個、順位調整装置付きとする。

ロ　ダクト接続のガラリには四方枠　　（PL-2.3加工、見こみ180mm、見付30mm、SOP仕上）を付ける。

ロ　ガラリの補強材は適宜設ける。

14
SD3

特
特定防火設備

防火設備

SD2
13

GB ガラスブロック

木材保護塗装WP

つや有合成樹脂エマルジョンペイントEP-G

アルミ製カーテンウォールACW

本特記に記載なき事項は、国土交通省大臣官房庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書（最新版）又は係員との協議による。
１．符号

一般事項

符号 材　種

SSD ステンレス製戸
SD 鋼製戸

LSD
PD

鋼製軽量戸
鉛戸

SS
GS

WD
AD

鋼製シャッター
グリルシャッター

木製戸
アルミ製戸

横引きシャッターHS

F

FL フロートガラス

型板ガラス

ガラス記号

WK 網入型板ガラス

材　種符号

SSW ステンレス製窓

SCW 鋼製カーテンウォール

SW 鋼製窓

AW

SWG

アルミ製窓

鋼製枠ガラスブロック

AG

AWP
AWG

アルミ製ガラリ

アルミ製排煙パネル窓
アルミ製枠ガラスブロック窓

AWT

SG

アルミ製トップライト

鋼製ガラリ

WW 木製窓

鋼製排煙パネル窓SWP

G スリ板ガラス

PW 網入磨き板ガラス

SF スチール三方枠

PG プロフィリットガラス

ファイアライト

SK スクールテンパーガラス
T

FT 型板強化ガラス
H 熱線吸収

符号 材　種

WP
AP

木製パーティション
アルミ製パーティション

TB

GP

トイレブース

ガラスパーティション

フスマ
障子

AL アルミ製ルーバー

SP 鋼製パーティション

F
S

SL 鋼製ルーバー

符号 材　種
EP 合成樹脂エマルジョンペイント

SOP 合成樹脂調合ペイント
DP 耐候成塗料（フッ素）
CL クリアクラッカー

ウレタン樹脂ワニスUC
OS
WS

オイルステン
水性ステイン

FRL
強化ガラス

（耐熱ガラス）
+A+ 複層ガラスの空気層
R 熱線反射

AP アルミ断熱パネル

SLW 可動間仕切
ACD アコーディオンドア

12
SD1

材質/開閉方式

整理番号

ロ　吊り戸の機構はソフトクローズとすること。

□　防火設備：なし

□　防火設備：断熱性能
　　引違い窓（レールカバー）AW2：2.05 W/㎡･K
　　プロジェクト窓 AW1,3,4,5：1.92 W/㎡･K

AW5
16

AW5
17

AW5
18

AW4
19

AW5
20

AW5
21

※建具・建具枠の角部の面取り
衝突時の衝撃を軽減するため原則5R以上の面取りとする
子供が衝突する可能性のない部分は3Rとしてよい
※指挟み加工
引戸はソフトクローズ（2WAY）の上、場合によっては20mm程度の切欠き加工
開扉は吊元での指挟み防止のため、吊元側にフィンガーアラートなどを設置
※内鍵の高さ
子供の手の届きにくい高さに取付ける（H1500以上）
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建具表１

Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体
一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文
一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

A - 012

【 特記仕様 】
　　姿図は内観図を示す
　　建具金物など変更の可能性あり。発注前に要確認のこと。
　　図中W,Hは枠内寸法とする。製作上のW,H寸法ではないので注意。
　　網入り型板ガラスは室内側とすること。

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

570570

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）

※内観姿図

部位

引手金物・施錠方式
吊金物
硝子

材質　仕上
開閉方式　種類

備考

AW2
4

付属金物一式
付属金物一式

1

固定式網戸（サラン・黒）

4 ＊

横すべり出し窓（グレモン）
保育室1 WC

三方枠 25×115.5

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

20001620

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）

※内観姿図

部位

引手金物・施錠方式
吊金物
硝子

材質　仕上
開閉方式　種類

備考

AW1
1

付属金物一式
付属金物一式

3

FL3+Ar16+LowE3 （断熱/クリア色）

専用引き違い網戸（サラン・黒）中桟なし
フラットアタッチメント

1-3 ＊

サーモスL/ リクシル　程度
引き違い窓
保育室2,3

三方枠 25×115.5

3

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

5001620

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）

※内観姿図

部位

引手金物・施錠方式
吊金物
硝子

材質　仕上
開閉方式　種類

備考

AW4
14

14,15：チェーン式オペレーター、19：電動式、付属金物一式
付属金物一式

2

FL3+A16+LowE3 （断熱/クリア色）

固定式網戸（サラン・黒）

14-15 ＊

サーモスL/ リクシル　程度
高所横すべり出し窓
調理室、誰でもトイレ

三方枠 25×115.5

15,19

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

900570

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）

※内観姿図

部位

引手金物・施錠方式
吊金物
硝子

材質　仕上
開閉方式　種類

備考

AW3
5

付属金物一式
付属金物一式

9

FL3+A16+LowE3 （断熱/クリア色）

固定式網戸（サラン・黒）、スリムハンドル

5-13 ＊

サーモスL/ リクシル　程度
縦すべり出し窓（オペレーター）
調理更衣室、職員休憩室、渡廊下、隔離室、事務室、受入室

三方枠 25×115.5

13

W

H

W

H

FL3+Ar16+LowE3 （断熱/クリア色）
サーモスL/ リクシル　程度

W

H W

H

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

7001620

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）

※内観姿図

部位

引手金物・施錠方式
吊金物
硝子

材質　仕上
開閉方式　種類

備考

AW5
16

付属金物一式
付属金物一式

3

FL3+Ar16+LowE3 （断熱/クリア色）

-

16-18 ＊

サーモスL/ リクシル　程度
FIX窓（外押縁）
吹抜け

三方枠 25×115.5

21

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

2200897

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）

※内観姿図

部位

引手金物・施錠方式
吊金物
硝子

材質　仕上
開閉方式　種類

備考

AD1
1

シリンダー錠、付属金物一式
付属金物一式

1

-

-

1 ＊

アルミ形材(グランデル2/ リクシル) (熱貫流率1.28/KW/m)程度
片開きドア
検修室

三方枠 25×124.5

ＦＩＸ

W

H

700710 220-21 ＊

※有効開口幅800mm

W

H

＊は、メーカー仕様による。

90
0

15
0

50

H
25

51

10
0

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ1
仕上

寸法
Ｗ2

2015930

WD1
1

11 39

外部枠：ピーラー　キシラデコール塗装
内部枠：スプルス無塗装

外観姿図

合せガラス（FL3+FL3）　　ガラス支持方式：シリコン系シール

風除室

ピーラー縁甲板フラッシュ（W103・20枚分） 
キシラデコール塗装　（色：未定）
SUS丁番 3箇所

片開きフラッシュ戸

SUS沓摺 ]-20x40 t2.0
ドアガード　RH-002 サチライト/リョービ 
ドアクローザ　リョービ20シリーズ(シルバー)ストップ付
戸当たり UT-2F-HLN/ユニオン
ピンチブロック(三方戸当り取付)#7-TS/ピンチブロック
ピンチブロック（下カマチ用） No.558-2LW/ベスト

開閉方式　種類

引手金物　ロック方式

材質　仕上

部位

備考

雑金物

※屋外シリ / 屋内サム

内部外部

25
H

15

縦断面

85

平断面S=1/5

50 30

85

45
40

5

20

沓摺

5

12
9.

5

25

15

吊金物
LBR-SH-S錠 (BS-51)、補助錠1311D/堀商店

外部

15Fix

W1W2

365
内部三方枠：25×129.5 チリ10mm
外部三方枠：30×85

内部

外部

玄関側
外部

外部上枠
内部上枠

内部壁

アプローチFL
1FL-15

アプローチ
タイル

タイル

押縁：ピーラーt25×3

ガラス部断面 S=1/5

ピーラー

スプルスSF

ピーラー

2530
H

20
00

20
15

10

3
72

75

80

25
35

15

129.5
214.5

47

85

7001620 119 ＊

※19：
・住宅サッシ規格外となる場合はビル用サッシ
　（Presea-H：突出し窓排煙オペレーター隠蔽F（フラット）枠同等品とする）
・開閉方式は電動ユニットとする

※指はさみ防止
※二重ロック：児童が屋外にでないよう対策

※指はさみ防止：ドアクローザーを使用することでゆっくりしまるよう配慮
※有効開口幅900mm（人にやさしいまちづくり条例）

※開閉方向は現場にて最終確認すること

36
20

29

30

21
4.

5

47

129.5

テーパー

15

※沓摺段差を10mm以内に検討（人にやさしいまちづくり条例）



（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
1/50

2022/09/01

埼玉県新座市東北2-34-12-703　TEL 080-2013-1806

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＴＩＴＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

ＮＯ．

ＤＲＯＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ

建具表２

Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体
一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文
一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

A - 013

【 特記仕様 】
　　姿図は内観図を示す
　　建具金物など変更の可能性あり。発注前に要確認のこと。
　　図中W,Hは枠内寸法とする。製作上のW,H寸法ではないので注意。
　　網入り型板ガラスは室内側とすること。

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

2225995.5

ナラOF

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD2
2

ナラ引手25×38 ルーター平溝（D=6 ウラオモテ）

吊レール：AFD-1300H（上枠に埋込・シルバー）
※将来の戸外し対応のため吊レール戸先側150程度をカットし脱着可能とすること（以下共通）
吊車：FCX-2900-K+AFD-2900-K（2WAYソフトクローズ・色：茶・仮）
トリガー：FC-312 /以上、すべてアトム

1

合せガラス（FL3+FL3）　　ガラス支持方式：シリコン系シール

扉大手：ナラt4
※指はさみ防止：ソフトクローズを使用することでゆっくりしまるよう配慮（引戸共通）

2 36

ナラ柾練付フラッシュSF（引手：ナラOF）
フラッシュ引込み戸
風除室

戸当たり枠：35×102
※その他枠なし

W

H

ナラ引手

雑金物 下部ガイドピース：FG=010 /アトム同等品

25

2200800

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD3
3

ナラ引手25×38 ルーター平溝（D=6 ウラオモテ）

吊レール：AFD-1500H（シルバー）※将来の戸外し対応のため吊レール
戸先側150程度をカットし脱着可能とすること（以下共通）
吊車：FC-2900-K-H（ソフトクローズ・色：茶）
トリガー：FC-310 /以上、すべてアトム

3

6,7,12~16：タペストリt5　落とし込み、シリコン系シール（硝子支持）

扉大手：スプルスt4

3-5 36

シナベニヤフラッシュSF（引手：ナラ）
フラッシュ引込み戸
受入室、事務室、隔離室、職員休憩室、調理室、調理更衣室、保育室

三方枠 25×165　チリ10mm

16

2200700 56-8,10-12 36

2000650 213,14 36

W

H
ナラ引手

雑金物 下部ガイドピース：FG=010 /アトム同等品

2200900

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）
117 36

三方枠 25×209　チリ10mm

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD4
17

取手：No.380ライトオーク(L600)/ベスト
ラウンド鎌錠BS50#N0.265T表示錠（サテンニッケル）/ベスト

吊レール：AFD-1500H（シルバー）
吊車：FC-2900-K-H（ソフトクローズ・色：茶）
トリガー：FC-310 /以上、すべてアトム

タペストリt5　落とし込み、シリコン系シール（硝子支持）

扉大手：スプルスt4　額小口：スプルスt3

シナベニヤフラッシュSF（引手：ナラ）
額入りフラッシュ引込み戸
誰でもトイレ

雑金物 下部ガイドピース：FG=010 /アトム同等品

W

H

25

ナラ

11
00

60
0

50
鎌錠

50
45

0

100(引残し)
1/2 1/2

50
50

25

19
00

50

廊下2側表示錠、WC側サムターン

Fix Fix

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

6.5 12 6.5

6

25

36

30
30

チ
リ

1
チ
リ

1
38

ルーター溝加工
(平溝とする)

ナラ

<ナラ引き手詳細 S=1/5>

40

54

H

ガラス溝
AL-［ 15×10×t1.0

W35294

60

10

15

吊りレール

合せガラス（FL3+FL3）GB-R t9.5
クロス張り

フローリングt15

(6
)

巾木ライン
戸当たり枠

戸尻枠

合せガラス
（FL3+FL3）

建具
GB-R t12.5
クロス張り

<ガラス部・平断面図 S=1/10>

<ガラス部・縦断面図 S=1/10>

6

56

下枠：ナラ無垢材
56×H60 OF

10

15

(10)

ガラス溝
AL-［ 12×10×t1.0

60

40
15

21

25

押縁

ガラス溝
AL-［ 15×10×t1.0

ガラス溝
AL-［ 15×10×t1.0

35 294

10
2

15 巾木ライン

6

56 60

54

※玄関側姿図

(6
)

(6
)

1/2 1/2

17
00

50

H

50
50

25

7,12~16：額入
WC側サム
廊下・保育室側表示錠

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD6
20

吊レール：AFD-1500H（シルバー）
吊車：FC-2900-K-H（ソフトクローズ・色：茶）
トリガー：FC-310 /以上、すべてアトム

合わせガラスFL3+FL3　落し込み

-

スプルースSF

上吊り木製３枚引き戸
保育室1,2,3

雑金物 下部ガイドピース：FG=010 /アトム同等品

22

20002535

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）
320~22 36

三方枠 25×165　チリ10mm

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD7
23

ナラ引手25×38 ルーター平溝（D=6 ウラオモテ）

吊レール：AFD-1500H（シルバー）
吊車：FC-2900-K-H（ソフトクローズ・色：茶）
トリガー：FC-310 /以上、すべてアトム

-

扉大手：スプルスt4

シナベニヤフラッシュSF（引手：ナラ）
フラッシュ引違い戸
検収室、保育室3

雑金物 下部ガイドピース：FG=010 /アトム同等品

24

22001170

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）
123 36

三方枠 25×82　チリ10mm

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

2000680

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）
125 36

三方枠 25×82　チリ10mm

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD8
25

引手：レバーハンドルV1・クローム,BS51 /カワジュン

隠し蝶番　３ヶ所
HES3D-120DC(シルバー) /スガツネ

-

扉大手：スプルスt4

シナベニヤフラッシュSF

フラッシュ片開き戸
保育室2

雑金物 レバーストッパー（埋込型）：No.1504(ヘアライン) /ベスト

※WIC側：姿図

W

H
90

0

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD5
18

吊レール：AFD-1500H（シルバー）
吊車：FC-2900-K-H（ソフトクローズ・色：茶）
トリガー：FC-310 /以上、すべてアトム

合わせガラスFL3+FL3　落し込み

-

スプルースSF

上吊り木製引違い戸
廊下1/2、廊下1/保育室1

雑金物 下部ガイドピース：FG=010 /アトム同等品

19

22001663

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）
118 36

三方枠 25×165　チリ10mm

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

80
0

12
00

６歳児115cm

３歳児95cm

１０歳児140cm

H

ルーター平溝（D=6,L=300 ウラオモテ）

H

80
0

12
00

W

74360

90
0

34
0

30

※有効開口幅800mm以上

60

743 6060 765 6060

60

11
40

11
40

7656076560

W

90
0

34
0

30

ルーター平溝（D=6,L=300 ウラオモテ）
FBストライク、引戸用フランス落しNo.150（3箇所）
セーフティーストッパー（２箇所）/アトム同等品

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

25 25

DW

H

W

ナラ引手 ナラ引手 ナラ引手

20001622.5 124 36

25

W

H

25

6：額縁

200

10
0

300

80
0

200

20001663 119 36

2000800 39,15,16 36

【 特記仕様 】
　　姿図は内観図を示す
　　建具金物など変更の可能性あり。発注前に要確認のこと。
　　図中W,Hは枠内寸法とする。製作上のW,H寸法ではないので注意。
　　網入り型板ガラスは室内側とすること。
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建具表３

Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体
一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文
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A - 014

【 特記仕様 】
　　姿図は内観図を示す
　　建具金物など変更の可能性あり。発注前に要確認のこと。
　　図中W,Hは枠内寸法とする。製作上のW,H寸法ではないので注意。
　　網入り型板ガラスは室内側とすること。

【 特記仕様 】
　　姿図は内観図を示す
　　建具金物など変更の可能性あり。発注前に要確認のこと。
　　図中W,Hは枠内寸法とする。製作上のW,H寸法ではないので注意。
　　網入り型板ガラスは室内側とすること。

30

20001035

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）
226,27 30

三方枠 25×82　チリ10mm

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD9
26

引手：west-3rd warm /62p,色・クローム /ウエスト

隠し蝶番　３ヶ所
HES3D-120DC(シルバー) /スガツネ

-

扉大手：スプルスt4

シナベニヤフラッシュSF（引手：ナラOF）
フラッシュ両開き戸
保育室1,2

雑金物 マグネットキャッチ

27

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD10
28

ルーター平溝（D=6 ウラオモテ）

-
合せガラス（FL3+FL3） 落とし込み、シリコン系シール（硝子支持）

扉大手：スプルスt4　

スプルス無垢 SF

木製格子片引き戸
事務室

雑金物 障子溝底：竹スベリ　/株式会社 粉河　程度

810870

スプルース ＳＦ、上下枠のみナラOF

128 36

下枠：30×365,(一部、55)
上枠・側枠：30×165　チリ10mm

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

部位

引手金物・施錠方式

吊金物

硝子
材質　仕上
開閉方式　種類

備考

WD11
29

取手：プッシュプルハンドル943,BS50
ロックケース：Q75,シリンダー錠、ストライク：19J
色・シルバーヘアライン/ウエスト

隠し蝶番　３ヶ所
HES3D-120DC(シルバー) /スガツネ

タペストリt5　落とし込み、シリコン系シール（硝子支持）

扉大手：スプルスt4　額小口：スプルスt3

シナベニヤフラッシュSF

額入りフラッシュ親子扉
渡廊下

雑金物 フランス落とし（子扉）

22001170

スプルース ＳＦ（ソープフィニッシュ）
129 36

三方枠 25×82　チリ10mm

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

H

90
0

枠

材

Ｄ 個数Ｈ番号 Ｗ
仕上

寸法

W

マグネットキャッチ（上部）

51 51

H
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0

120120
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0

15
0

W
W1W2

W2W1

320850

※クリニック側：姿図

隠し丁番
三点吊り
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縦桟：
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全体立面図
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平面詳細図
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展開図
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Fix Fix
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ヒノキ小幅板風羽目板t12
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無垢フローリングt15
一部,磁器質タイルt10張り

[造作共通事項]
・原則として、扉で隠れる内部可動棚は
　棚柱AP-DMシルバー/棚受AP-FB20
　（スガツネ・直付け）を使用する 
・シナランバー小口は、原則として
　スプルスt4張りとする。小口テープは
　原則として使わない。
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工事概要書No．1

工　事　概　要　書

1．工事名称その他
工事名称 （仮称）やまみ病児保育所　増築工事 建　築　主 医療法人 清信会   

理事長 澁川 靖子 
建　設　地 福島県会津若松市山見町40-2 主要用途 病児保育所 工事種別　 　増築　

(発注者) 地名地番

2．敷  地  状  況  敷地面積  都市計画区域  用途地域  防火地域  道路種別幅員  都市計画道路  規制地域の指定 その他の許可届出等（根拠法令等・届出・許可番号・年月日）

〇「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省エネ法）」（平成27年法
律第53号）：説明義務（非住宅300㎡未満） 
〇人にやさしいまちづくり条例：１項-(9)児童福祉施設

◯内　　◯市街化区域 ◯有  　・防　火   ・前面　市道　一箕3-506号線　6.0m　　   ◯無・計画決定・事業決定   ・騒音規制

        ・市街化調整区域  （第一種住居地域） 　・右側面　市道　一箕3-400号線　11.65m　

 　・準防火   ・背面　　市道　一箕3-515号線　6.0m　 　   ・名称幅員   ・振動規制

　・左側面　市道　幹Ⅱ3-8号線　6.0m

 　◯無   ・処置   ・その他

3．構造・規模面積
計　　画　　部　　分 計画以外の部分 合　　　　計 棟　　　　別　　　　名 構　　　　　造 基礎工法 階　数 建築面積

床　　　　　　　　　面　　　　　　　　　積

階 階 階 階 階 合計

建　　築　　面　　積
158.00㎡ 364.25㎡ 522.25㎡ 既存クリニック 木造 直接基礎 平屋 364.25㎡ ㎡

延　べ　床　面　積
124.84㎡ 322.19㎡ 447.03㎡ 増築保育所 木造 直接基礎 平屋 158.00㎡ ㎡

 増築予定   その他（ピロティ・バルコニー・ドライエリア・屋外階段・ぬれえん・吹抜等）

㎡ ㎡

㎡ ㎡

   ・有

㎡ ㎡

 ◯無

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

4．法 規 制 概 要
項　　　　　目 計画実施概要 規制概要

備考
項　　　　　　　目 計画実施概要 規制概要

備　　　　　　考
項　　　　　目 計画実施概要 規制概要

備　　　　　　考

（参照図面等） （参照図面等） （参照図面等）

一　
般　
事　
項

建ぺい率 60%

防
火
規
制

屋　　　　　根 不燃材料 不燃材料 仕上表

消
防
規
制

消火器 あり 機械設備図

容 積 率 200% 延焼の　　　　
おそれの　　
ある部分

外壁
該当なし 防火構造

延焼の恐れのある範囲内に該当
せず 誘導灯 あり 電気設備図

(軒裏)

斜線制限

道路 1.25H 立面図による 開口部 該当なし 防火設備

隣地 20+1.25H 立面図による

防火区画

位置 なし 耐火区画の該当なし

北　　側
なし 高さ10m以上で日影制限 構造 なし

(日影規制)

最 高 の 高 さ 立面図による
区画部の 
外　　 壁 なし

そ　　
の　　
他

最高の軒の高さ 立面図による 貫通部の処理 耐火シール 防火処理

床               高 地盤面+560mm
床下をコンクリートにする場

合には制限なし
開口部に設けられる防火

設備（開口部設備） なし

地域・規模等による構造
その他建築物 なし

開口部設備
とその位置 なし

(耐火・準耐火) 感知器

内装制限 なし なし 調理室：IHコンロ

一
般
構
造
及
び
設
備
規
制

階　　段

幅員
なし 階段なし

避
難
規
制

廊　下　の　幅　員 なし
（踊場）

蹴上・踏面 なし 階段の数及び種類 なし 階段なし

手摺高 なし 階段までの歩行距離 なし 階段なし

屋上広場等の手摺高
なし 屋上・バルコニーなし 排　　　　　　　煙 なし 延床500㎡以上

延床500㎡未満のため排煙設備
不要(バルコニー含)

有効採光面積
保育：1/5 

その他：1/20 求積図による 非 常 用 照 明 あり 避難経路 電気図による

居 室 の 換 気 1/20 求積図による 非常用の進入口 なし ３階以上

避　　 雷 　　針 なし H20m以上 敷地内避難通路 1.5m以上 配置図による

便所 ・ 浄化槽 下水道 水洗
非常出口の解錠方法 
及　び　表　示 なし 該当なし

福 島 県
 設計者  工事名称  図面名称 図面番号

桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体 （仮称）やまみ病児保育所　増築工事 工事概要書　Nｏ．１
No．

設計年月 2022年6月



工事概要書No．2

5.工事範囲
種　　　　　　　　　　別

有
無 備　　　考

6.建築	・	電気 工　
事	
項　
目

適	

用

                                   　　 　                    工事区分 

   工事内容                    

建	

築

空	

調

衛	

生

電	

気

昇	
降	
機

備　　　　　考
工		
事		
項		
目

適	

用

                                    　　　　                    工事区分 

   工事内容                    

建	

築

空	

調

衛	

生

電	

気

昇	
降	
機

備　　　　　考含む 別途 　機械各工事の

(
○印をつけた

)

電　　　気

　電灯・コンセント ◯ 　分担区分表
ものが該当する。 　非常照明・誘導灯 ◯

(
	※適用欄○印

)

各　　

工　　

事　　

共　　

通　　

事　　

項

・ 		機械搬入口の設置（ＥＬＶ用含む） ○ 	開口部補強及び搬入後閉鎖含む

空	

調	

設	

備

・ 　地震感知器の配管配線 ○ 	感知器は空調
　動　　　　　力 ◯ 			が該当する。

　受　　変　　電 ◯
・ 		機械搬入用吊り下げビーム又はフック ○ 	位置、ｔ数 ・ 　ばい煙濃度計の指示計までの配管配線 ○

　蓄　　電　　池 ◯

		発　　　　　電 ◯ 太陽光
・
　ボイラー用、発電機用煙突工事	
　（接続フランジ、耐火被覆の穴あけを含む）

○ 	煙突までの煙導及び接続は各設備工事 ・ 　ばい煙濃度計の指示計以降の配管配線 ○
		構内情報通信網 ◯ LAN

		構内交換・電話 ◯
◯ 　梁の貫通スリーブの補強 ○ 	スリーブ及び周辺モルタル充填は設備工事 ・

　天井吊形ファンコイルユニットと操作スイッチ間の	
　渡り配管配線

○
		情　報　表　示 ◯

		映　像・音　響 ◯
◯ 　床・壁の貫通穴及び貫通スリーブ ○ ○ ○ 	周辺補強は建築工事 ・

　防煙ダンパと連動制御部までの配管配線及び	
　連動制御器から煙感知器までの配管

○
　拡　　　　　声 ◯

		誘　導　支　援 ◯ インターホン
◯ 　各壁面ガラリ、フード並びに遮風板 ○ ○ 	機械換気用については設備工事（フードは衛生工事とする） ・ 　換気扇、全熱交換機及びガス器具排気連動装置の配管配線 ○

		呼　　出　　し ◯

		住　宅　情　報 ◯
・
　パイプシャフト、ダクトスペース及び	
　シャフト内デッキ

○ 	パイプユニット取付用金物は設備工事 ・ 　自動制御設備、制御用の配管配線 ○
		テレビ・ＦＭ共同受信 ◯ テレビ

		テレビ電波障害防除 ◯
◯ 　天井・壁・床の改め口（点検操作用） ○ ・

◯ 　天井・壁・床・貫通パイプ箇所の穴埋め ○ ○ ○

衛	

生	

設	

備

・ 　地下各種水槽及びピットの躯体 ○ 	マンホール・タラップ清掃を含む

・ 　屋内外トレンチ及び便所ピットの築造 ○ ・ 　地上受水槽基礎、フェンス築造 ○

給　排　水	
衛　　　生

　衛　生　器　具 ◯

　給　　　　　水 ◯
◯ 　外装関連貫通パイプ等周辺のコーキング ○ ・ 　高架水槽、貯湯槽ポンプ等の床補強及び機器基礎 ○ 	機器アンカー及び仕上工事は衛生

　排　水・通　気 ◯

　給　　　　　湯 ◯
・ 　鉄骨貫通鋼管スリーブ ○ ・ 　機械室厨房等の排水溝および蓋工事 ○

	ガソリントラップ・	
	グリストラップを含む　厨　房　機　器 ◯

　消　火　設　備 ◯
◯ 　開口部の型枠・補強 ○ ◯ 　天井・床・壁の点検口 ○ 	点検用梯子・保守台を含む

　消　　火　　器 ◯

　浄　		化　		槽 ◯
◯ 　貫通スリーブ・開口部の墨出し ○ ○ ○ ○ ○ ◯ 　造り付流し、ガス台（配管の特殊な穴あけを含む） ○ 	台内配管の周辺ふさぎは衛生

　ガ　　　　　ス ◯

◯ 　貫通スリーブ・開口部の穴埋め ○ ○ ○ ○ ○ ◯ 　便器取付開口部 ○ 	切込み・補強共（墨出し・枠は衛生）

◯ 　予備スリーブの穴埋め ○ ○ ○ ○ ○ ・ 　雨樋 ○ 	縦樋受以降の横引配管は衛生

◯ 　ボード類の切り込み ◯ ◯ ・ 　フロートスイッチ、フロートレススイッチ取付 ○

空	気	調	和

　空　気　調　和 ◯

　暖　　　　　房 ◯
◯ 　下地材の切込み・補強 ○ ・ 　同上用配管配線 ○

　冷　　　　　房 ◯

　換　　　　　気 ◯
◯ 　切込み・補強 ○ ・ 　浄化槽用動力工事 ○

　自		動		制		御 ◯

◯ 　各種ボックス類 ○ ○ ○ ○ ◯ 　鏡及び化粧棚（洗面器上部） ○ 	意匠図に図示した特殊なものは建築

・ 　感知器連動防火戸のレリーズ用切込み ○ ・ 　屋外防火用水槽 ○

電　	

気	

設	

備

・ 　電力ケーブル引込みマンホール ○ 	特殊なものは建築工事 ・ 　屋外浄化槽躯体及周囲フェンス築造 ○

昇　降　機

　エレベーター ◯

　小荷物専用昇降機 ◯
・ 　電話ケーブル引込みマンホール ○ 										〃 ・

　軽鉄間仕切に取り付ける消火栓湯沸器等の補強	
　（パイプ貫通を含む）

○ 	切込み並びに補強（墨出しは衛生）
　エスカレーター ◯

・ 　電気等の床ピット及びセパレータ、蓋工事 ○ ◯ 　流し台配管の接続 ○ 	流し台（トラップ含む）も衛生工事とする

・ 　変圧器等床ピット基礎工事 ○ ◯ 　厨房機器配管等の接続 ○ ○ 機器は建築工事とする

備　品　等

　非常用救助袋 ◯

　造　付　家　具 ◯
・ 　発電機の床補強・機器基礎工事 ○ ・

　移　動　家　具 ◯

　カ	ー	テ	ン	類 ◯
・ 　　〃　の床ピット及び蓋工事 ○

昇	

降	

機	

設	

備

・ 　機械室・シャフト・ピット躯体 ○ 	機械室軽量コンクリート打設含む
　カ	ー	ペ	ッ	ト	類 ◯

　マ　ッ　ト　類 ◯
・ 　　〃　の天井ビーム・フック工事 ○ ・ 　出入口・インジケーター押釦の穴あけ ○ 	補強は建築

　郵　　便　　受 ◯

　サ　　イ　　ン ◯ ピクトサイン
・ 　　〃　の地下オイルタンク、オイル配管工事 ○ 	自家発室内は電気工事 ・ 　機械室床機械据付用穴あけ ○ 	（墨出しは昇降機）

　表	示	板	文	字 ◯ 室名札

　掲　　示　　板 ◯
・ 　　〃　の排水管工事 ○ 								〃 ・ 　機械室内配線ダクト穴あけ ○ 	（		〃		は電気）

　装　　飾　　物 ◯

　可	動	間	仕	切 ◯
◯ 　埋込照明器具及びスピーカの取付用下地及補強 ○ ○ 	切込み並びに補強共（墨出しは電気） ・ 　機械室内仕上げ及び天井機械吊り上げ用フック ○

　その他の備品 ◯

・ 　軽鉄間仕切壁に取付ける熱パイプ貫通の補強 ○ 								〃 ・ 　出入口等取付後の床・壁・天井仕上 ○

・ 　電動シャッターの配管配線（一次側接続迄） ○ 	本体は建築 ・ 　換気設備及び付属電気設備 ○

・ 　オートドアーの電源供給配管・配線（一次側接続迄） ○ 					〃 ・ 　電源引込 ○

・ 　防火戸の煙連動制御盤及び配管・配線（一次側接続迄） ○ 					〃 ・ 　接地工事 ○

外　　構

　造　園・植　栽 ◯

　門 ◯
・ 　可動間仕切内配管工事（一次側接続迄） ○ 					〃 ・ 　昇降路外の監視盤・操作用線及びインターホン用配線引込み ○ 	配管は電気

　塀 ◯

　外　　　　　灯 ◯
・ 　アンテナ・マスト等基礎工事 ○ ・ 　ＢＧＭ用配線引込工事 ○

　屋　外　排　水 ◯

　駐　　車　　場 ◯
・ ・ 　機械室ピット内コンセント工事 ○

　敷　地　整　地 ◯

　擁　　　　　壁 ◯

　　
空　　
　　	

調　　
　　　

設　　
　　	

備

・ 　蓄熱槽の築造工事 ○ 	耐熱工事、連通管、マンホール、タラップ、清掃を含む ・ 　エレベーター監視盤製作及び据付 ○
　その他の構内施設 ◯

・ 　オイルタンク基礎及び外廊のコンクリート工事 ○ ・ 　昇降路がＳ造の中間ビームブラケット受けピース ○

◯ 　冷凍機・冷却塔の床補強、機器基礎工事 ○ 	機器アンカー並びに仕上工事は空調 ・ 　昇降路がＳ造の中間ビーム本体及びブラケット受け ○

◯ 　ポンプ、空調機、ファン等の機器基礎工事 ○ 　　　　　　　〃 ・ 　シャフト頂部搬入用フック・トロリービーム ○

そ	の	他

　道　路　補　償 ◯
◯ 　天井、吹出し等の取付用下地枠 ○ 	切込み補強共（墨出しは空調） ・

　解　体　工　事 ◯

　移　転　工　事 ◯
◯ 　照明器具併設吹出しロ ○ ・

◯ 　吸気用ガラリ ○ ・

・ 　窓下ファンコイルユニットの化粧囲い ○ 	吹出口、点検口を含む ・

・ 　ファンコイル用配管配線（3Ｐコンセント迄） ○ 	100Ｖ電源 ・

・ 　　　	〃	　　手元調整器 ○ ・

・ 　自動制御関係計器類 ○ ・

・ 　自動盤（現場）以降の配管配線 ○ ・

◯ 　天井換気扇（100Ｖ単独運転の電源は電気工事） ○ 	全熱交換形のコントロールスイッチは空調 ・

◯ 　壁換気扇 ○ ・

◯ 　空調用の制御配管配線 ○ ・

　福　島　県
	設　計　者 	工事名称 	図面名称 図面番号
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建設工事使用機械等
※ 建設工事による排出ガス対策型建設機械を使用すること。

※ 建設工事に伴う騒音振動対策技術指針に基づき、低騒音型建設機械を使用すること。

Ⅰ　工事概要 １ ○ 1 適用基準等 ・ 共通仕様書（土木工事編）　　　　　（福島県土木部） ※ 建設機械等のアイドリングストップを実施し、その点検を行うこと。

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
※ 建築工事、電気設備工事、機械設備工事、建築改修工事監理指針　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 一般

共通
事項

1　工事名称 ※ ふくしま公共施設等ユニバーサルデザイン指針　　　 ○ 21 設計ＧＬ ※ 図示による。 ＢＭ± （ ）

一般
共通
事項

・ 建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会） （ 適用工種 ・ 全工程 ・ 一部工種 （ JASS ） ）

福島県会津若松市山見町40-2 地　内
※ 建築関係工事における週休２日促進工事試行要領 ※ 建築・設備工事における入札時積算数量書活用方式試行要領

2　工事場所 ※ 工事書類チェックリスト （福島県土木部） ※ 建築関係工事における情報共有システムの運用 ○ 22 既存部分等への処置 工事施工に際し、既存部分を汚染又は損傷した場合は監督員に報告するとともに承諾を受けて現状に準じて補修すること。

※ 建設キャリアアップシステム活用工事実施要領

3　建物概要 ○ 23 他工事との取合い 工事区分 別表－１　による。

○ 2 施工条件 ・ 下記以外は図示等による。 施工図 設備機器の設置、取合いなどが検討できる施工図を提出し、監督員の承諾を受けること。

(1) 工事車両の駐車場　　　　（ ※ 構内 ・ （ ） ）

建　物　名　称 構　造 階　数 延面積　（㎡） 消防法施行令 
別表第１区分

備　考
(2) 資材置き場 （ ※ 構内 ・ （ ） ） ○ 24 建築材料 ホルムアルデヒド放散量　 ※ Ｆ☆☆☆☆又は規制対象外

(3) 建設発生土（埋戻し、盛り土用）の仮置場所 （ ※ 構内 ・ （ ） ） 設備機器等 本工事に使用する建築材料、設備機器等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとすること。また、再生資源利用できるものを積極的
に使用すること。

1 （仮称）やまみ病児保育所 木造 １階 (6)-ハ-(3), 保育所
○ 3 工事実績データの 工事請負代金が500万円以上の場合は適用する。

作成、登録 ○ 25 電気工事士 電気工事士法の適用除外となっている最大電力５００ｋｗ以上の需要設備の工事においても、第１種電気工事士により

施工を行う。

2
○ 4 技能士 ※ 適用する ・ 適用しない

適用工事種別 作業の種別 等級区分 ○ 26 火災保険等 (1) 火災保険

鉄筋工事（鉄筋施工、鉄筋組立て作業） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ※ 適用する （ ※ 保険期間：工期＋14日 ・ 適用しない ）

3
コンクリート工事（型枠施工） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ※ 加入時期 （ ・ 躯体及び建方完了時 ・ 着手日（現場施工に着手する日）

鉄骨工事（とび） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 (2) 法定外の労災保険の付保

ブロック、ALCパネル工事、PCカーテンウォール工事 ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ※ 本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

4
　（ﾌﾞﾛｯｸ建築、ALCﾊﾟﾈﾙ施工、ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工、ｻｯｼ施工、ｶﾞﾗｽ施工） 

防水工事（ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業、合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業、 ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ○ 27 官公庁への 関係官庁、電力会社等への手続きは、すべて請負者がこれを代行し、これに要する費用は受注者の負担とする。

             塗膜防水工事作業、シーリング防水工事作業）　　　　　　 諸手続き等 ただし、特記ある事項は別途とする。

※詳細は工事概要書による。 石工事（石材施工（石張り施工）） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級

タイル工事（タイル張り） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ○ 28 概成工期 ・ 総合試運転調整を行う期間を設けること。

４　電気設備工事概要 木工事（建築大工） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 調整期間は、（ ・ 契約工期末の 日 間 ・ （ ） ）

木造工事（建築大工） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級

（ 本工事における工事種目ごとの概要を示すもので仕様を規定するものではない　　○印を付けたものが該当項目となる ） 屋根及びとい工事（建築板金（内外装板金作業）） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ・ 設備への電源供給開始時期。

受電設備
配電盤 ・ 屋内用 ・ 屋外用 ・ キュービクル式配電盤 ・ 高圧スイッチギヤ 金属工事（内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ① 供給開始時期　 （ ・ 契約工期末の 日前 ・ （ ） ）

設備容量 ・ 変圧器総容量 （ ） ｋVA ・ 左官工事（左官） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ② 供給対象設備 （ ・ 熱源機器類 ・ 空気調和設備機器類 ・ ポンプ類 ・ 自動制御設備類 ）

電力貯蔵設備

・ 直流電源装置 （ ・ 非常用照明電源、受変電設備制御電源共用 ・ 受変電設備制御電源専用 ・ 非常用照明電源専用 ） 建具工事（サッシ施工、ガラス施工、自動ドア） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 （ ・ （ ） ・ （ ） ）

・ 交流無停電電源装置 用途 （ ） 容量 （ ） ｋW 塗装工事（塗装（建築塗装作業）） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 （ ・ （ ） ・ （ ） ）

（UPS） 内装工事（プラスチック床仕上げ工事作業、ボード仕上げ工事作業、 ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 （ ・ （ ） ・ 工事等受注者間での調整による ）

発電設備

原　動　機 （ ） 　　　　　　 表装（壁装作業）、畳工）

発　電　機 （ ） 相 （ ） 線式 電圧 （ ） V ５０HZ 植栽工事（造園） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ・ 29 ＢＥＬＳ申請書作成及び
申請手続き

(1) 建築物省エネルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）の申請書作成及び申請手続き ・ 行う ・ 行わない

定格出力 （ ） kVA 配管工事（配管） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 (2) ※ 分離発注の場合は、 ※ 建築 ・ （ ） 工事受注者が、申請書作成及び手続き業務を行う。

○ 太陽光発電装置 太陽電池アレイ公称出力 （ ） kVA 保温工事（熱絶縁施工） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 (3) 分離発注の場合は、申請書作成者へ申請に必要な書類を提出すること。

冷凍空気調和機器施工（冷凍、冷却及び空気調和機器の据付及び整備） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 (4) 建築物にＢＥＬＳ表示を行う。

・ （ ） 発電装置 （ ） kVA ダクト製作及び取付（建築板金施工） ・ 全て ・ ( ) ・ 1級 ・ １又は２級 ※ ＢＥＬＳ表示は、申請書作成及び手続きを行う受注者が行う。

※作業数量が少量の場合には、適用の有無について監督員と協議することができる。 表示は、 （ 材質： ） （ サイズ： ） とする。

中央監視制御 
設備

管理点数 （ ） 点 ○ 5 イメージアップ ・ 適用する ※ 適用しない ・ 仮囲いの美化 ・ フラワーボックスの設置 ・ 夜間照明設備 ○ 30 週休２日促進工事 ※ 本工事の発注方式は　（　 ○ 受注者希望方式 ・ 発注者指定方式　）

管理対象 ・ 電力設備 ・ 発電設備 ・ 防災設備 ・ 給排水衛生設備 ・ 空気調和設備 当初積算時に４週６休以上７休未満を確保した場合の補正を行っている。

・ 昇降機設備 ・ （ ） ・ （ ） ・ （ ） ・ （ ） ○ 6 発生材の処理 ・ 有価物（ ）

・ 引き渡しを要するもの （ ） ○ 31 入札時積算数量書活用
方式

※ 本工事は「入札時積算数量書活用方式」の対象工事である。

・ 現地において再利用化を図るもの 本方式では、入札時において発注者が入札時積算数量書を示し、入札参加者が入札時積算数量書に記載された積算数量を活用して入札に参
加する場合において、工事請負契約の締結後に生じた当該積算数量の疑義について、発注者及び受注者は、入札時積算数量書に基づき、積
算数量に関する協議を行うことができる。

建設副産物 処理方法等 備考
５　機械設備工事概要

（ 本工事における工事種目ごとの概要を示すもので仕様を規定するものではない　　○印を付けたものが該当項目となる ） ○ 32 新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止対策

※本工事は「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策に係る費用計上対象工事」とする。

空気調和方式
・ ダクト方式 （ ・ 中央 ・ 各階ユニット ） ・ ＦＣＵ方式 ・ ・ 建設副産物の処理方法

・  ＦＣＵ＋ダクト併用方式 ○ パッケージ方式 ・
建設副産物 処理方法 積算上の施設名称（※１）

主要熱源機器

・ 吸収冷温水機 ・ 吸収冷温水機ユニット ・ マルチパッケージ型空気調和機

・ 空気熱源ヒートポンプユニット ○ パッケージ型空気調和機（ルームエアコン） ・ ガスエンジンヒートポンプ式空調調和機 ・ 再資源化 ・ 中間 ・ 最終（一般） ・ 最終（特別管理産業廃棄物） ・ 33 情報共有システム 本工事は、「情報共有システム」利用の対象工事である。なお、対象工事で無い場合でも協議の上、利用は可能とする。

・ ・ ・ ・ 再資源化 ・ 中間 ・ 最終（一般） ・ 最終（特別管理産業廃棄物）

・ ・ ・ ・ 再資源化 ・ 中間 ・ 最終（一般） ・ 最終（特別管理産業廃棄物） ○ 34 建設キャリアアップ （１） 本工事は、『福島県土木部発注工事等における建設キャリアアップシステム活用工事実施要領』の対象工事である。
換　気　設　備 機械換気 （ ○ 有 ・ 無 ） ・ 再資源化 ・ 中間 ・ 最終（一般） ・ 最終（特別管理産業廃棄物） システム（CCUS） （２） 受注者は実施要領に定める事項について遵守しなければならない。
排　煙　設　備 機械排煙 （ ・ 有 ○ 無 ） ・ 再資源化 ・ 中間 ・ 最終（一般） ・ 最終（特別管理産業廃棄物） （３） 本工事の発注方式は（ ・ 受注者希望型 ・ 発注者指定型　）である。
自動制御設備 ・ 電気式 ・ 電子式 ・ デジタル式 ・ 再資源化 ・ 中間 ・ 最終（一般） ・ 最終（特別管理産業廃棄物）

給　水　設　備
○ 水道直結方式 ・ 高置タンク方式 （ ・ 上水 ・ 井水 ・ 中水 ） ○ 35 その他 本工事の施工にあたって資機材及び労働者の調達に時間を要することが判明し、受注者から協議があった場合は、

・ ポンプ直送方式 （ ・ 上水 ・ 井水 ・ 中水 ） ・ 増圧ポンプ方式 ・ 蛍光ランプ、水銀ランプの処理方法 工事の一時中止及び工期の変更について検討し、決定するものとする。

排　水　設　備

建物内の汚水と雑排水 （ ・ 分流 ○ 合流 ）
建設副産物 処理方法 積算上の施設名称（※１）

ポンプ排水 （ ・ 有 （ ・ 湧水 ・ 雨水 ・ 雑排水 ・ 汚水 ） ○ 無 ）

汚水放流先 （ ○ 公共下水道 ・ し尿浄化槽 ） 蛍光ランプ ・ 中間 ・
雑排水放流先 （ ○ 公共下水道 ・ し尿浄化槽 ・ 側溝 ） 水銀ランプ ・ 中間 ・

消　火　設　備

・ 屋内消火栓 （ ・ １号 ・ ２号 ） ・ 屋外消火栓 ・ ・ 注：積算上の施設（※１）は積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。処理施設については、監督員の承諾を得ること。また、処
理施設が積算上の施設と異なる場合でも設計変更の対象とはしない。

２ ○ 1 仮囲い ・ 波形鉄板 ※ 万能板塀 ・ 単菅＋シート張り

・ 連結送水 ・ 連結散水 ・ 泡消火 ・ スプリンクラー ・ ハロゲン化物消火 ・ ・ キャスターゲート ・ シートゲート ・ （ ）

・ 二酸化炭素消火 ・ 新ガス系消火 ・ フード等用簡易自動消火 ○ 消火器 ・

ガ　ス　設　備
・ 都市ガス （ ①供給業者名 ②種別 ③発熱量 MJ/Nm3　） ○ 7 監督員事務所 ・ 設ける （ 規模： m2程度 ） ※ 設けない 備品については、監督員の指示による 仮設

工事
○ 2 危険防止 ※ シート張り ・ 金アミ ・ （ ）

○ 液化石油ガス ・ ・ ・ 別途建築工事による

○ 3 足場 ・ 本工事 （ ※ 内部足場 ※ 外部足場 ・ 基礎足場 ・ コンクリート打設足場 ）

○ 8 工事用表示板 ※ 適用する ・ 適用しない 〔県：第1編 図1.3.1〕 なお、本工事で設置した足場、桟橋、作業構台の類は、無償で別契約の関係受注者等に使用させること。　

○ 9 施工歴標 ※ 適用する （ ・ 設置は建築工事とする ） ・ 適用しない 〔県：第1編 図1.3.2〕 ・ 別途 （ 別契約の関係受注者が設置した足場、桟橋、作業構台の類は、無償で使用できる。　）

Ⅱ　工事仕様
○ 10 色彩計画 ※ 色彩計画あり　（ ・ 図示 ○ 監督員との協議による ） ・ 色彩計画無し 足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について（厚生労働省 基発第０４２４００１号平成２１年４月２４日）の「手すり先行工法

等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の
組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」により行うこと。

1 図面及び本特記仕様書に記載無き事項は、次による。

○ 11 使用材料等 使用材料の製造所、製品及び施工業者等は特記されたもの又は同等以上とする。

※ 「福島県建築関係工事共通仕様書」（福島県土木部） ただし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。

※ 「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） また、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」により評価された海外製造の建築材料・設備機材等についても同様扱いとする。

※ 「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 「手すり先行工法」の足場とは、全層に二段手すりとつま先板（幅木）のある足場をいう。 
受注者は、工事着手前に足場の種類及び設置方法等について、監督員と協議すること。※ 「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成３１年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） ○ 12 特別な材料の工法 共通仕様書等に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受けて、当該製品の指定工法による。

※ 「建築工事標準詳細図」（平成２８年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修） ○ 13 風荷重等 ※ 建築基準法に基づき定められた風速　（Ｖ0） ( 30 m/sec ）

※ 「公共建築設備工事標準図」（電気設備工事編）（平成３１年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修） ※ 建築基準法に基づき定められた積雪荷重 （ 30n/㎡ ） ○ 4 工事用水 構内既存の施設 ・ 利用できる （ ※ 有償 ・ 無償 ） ※ 利用できない

※ 「公共建築設備工事標準図」（機械設備工事編）（平成３１年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修） ※ 地表面粗度区分 ・ Ⅰ ・ Ⅱ ○ Ⅲ ・ Ⅳ

○ 5 工事用電力 構内既存の施設  ・ 利用できる （ ※ 有償 ・ 無償 ） ※ 利用できない

・ 「公共建築改修工事標準仕様書」（建築工事編）（平成３１年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） ○ 14 記録報告 工事履行報告書は、下記により提出する。

・ 「公共建築改修工事標準仕様書」（電気設備工事編）（平成３１年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） １） 報告時期 ※ 毎月１回 ・ 監督員の指示 ○ 6 工事用進入路 ・ 仮設道路造成 ・ （ ）

・ 「公共建築改修工事標準仕様書」（機械設備工事編）（平成３１年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 内　　　容 　工事履行報告書、工事別工程進度表、主要材料搬入状況、当月の出来高状況、工事状況写真

添付書類 　月間工程表、各工程の区分毎の社内検査報告書（写真含む） ○ 7 ベンチマーク 設置方法 ※ コンクリート杭 ・ 固定物 ・ （ ）

・ 「公共建築木造工事標準仕様書」(平成３１年版) (国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

・ 「建築物解体工事共通仕様書」(平成３１年度版) (国土交通省大臣官房官庁営繕部監修) ○ 15 電子納品 電子成果品は、福島県電子納品ガイドライン（営繕工事編）により納品を行う。 ○ 8 交通誘導警備員 ※ 置く （ 計 人 ） ・ 置かない ・ 置く期間 （ ）

対象書類 （ ※ 工事写真 ・ 施工計画書 ※ 完成図 ・ その他（ ）） 指定路線 ※ 該当無 ・ 該当有 〔県：第1編 1.2.12〕

・ （ ） ※ 検査用機器（パソコン、モニター等）は、受注者が準備する。

原則モニターのサイズは、２１～２４インチ程度とし、解像度はアスペクト比16:9の場合1920×1080以上、アスペクト比16:10の場合
1920×1200以上とする。

・ 9 仮設備関係 仮設備の設置条件

なお、公共住宅建設にあっては、次を併せて適用する。 使用期間及び借地条件 ※ 図面による ・ その他 （ ） ・ 別途協議

※ 「公共住宅建設工事共通仕様書（令和元年度版）」（公共住宅事業者等連絡協議会編集） ※ 工事写真のサムネイル一覧を提出する。 転用回数 （ ） 回

兼用 ・有り （図面による） ※ 無し

2 項目は、番号の前に○印 、または番号に○印の付いたものを適用する。適用しない項目等は斜線、・印、または無印とする。 ○ 16 完成時の提出書類 (1) 完成図書 （ ※ 提出する ・ 提出しない ） ・ 黒表紙(金文字入) A4版（１部） ※ ハードファイルA4版（１部） 仮設物の構造及び施工方法の指定

(2) 建築物の保全に関する書類 （ ※ 提出する ・ 提出しない ） ハードファイルA4版（１部） 構造及び設計条件 ※ 図面による ・ その他 （ ） ・ 別途協議

3 特記事項は、○印 の付いたものを適用する。 (3) 完成図 （ ※ 提出する ・ 提出しない ） Ａ２版、Ａ３版２つ折り製本（各１部） 施工方法 （ ）

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。 (4) ＣＡＤデータ、PDFデータ（１式） （ ※ 提出する ・ 提出しない ） その他 （ ）

○印と※印の付いた場合は、両方を適用する。 （※ＣＡＤデータ提出の場合には、オリジナルCADデータも提出のこと。）

※印を適用しない場合は、 ・ に変えること。 （※PDFデータとは、ＣＡＤデータをPDF形式で保存したもの。）
３ ○ 1 埋戻し及び盛土 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 （3.2.3）（表3.2.1）

4 形状寸法の単位は、特記した場合を除き ミリメートルとする。 ○ 17 完成図（施工図及び 第2編〔建築工事〕1.1.6〔完成図等〕によるほか、下記による

施工計画書を除く） (1) 種類及び記入内容 ○ 2 建設発生土の処理 ※ 構外指示の場所 （3.2.5）

5 各章の特記事項欄にある〔県：　　〕と表示されているものは、「建築関係工事共通仕様書」を示し、（　　）書きは「公共建築工事標準仕様書」、 種類 記入内容 土工
事

受け入れ場所 ( ）

〔　　　〕書きは「公共建築改修工事標準仕様書」の章・節・項番号である。 受け入れ場所での処置 ( ・ 敷きならし　 ※ たい積　 )

搬出距離 （  ) km

6 本特記仕様書に選択項目がない場合は、空欄等に仕様を記載する。

○ 18 設計ＣＡＤデータ貸与 ※ 有 ・ 無 上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督員と協議のうえ決定する

○ 19 工事検査 提出写真 ・ 構内指示の場所 ( ・ 敷きならし　 ・ たい積　 )

工事検査に際し、下記により写真を監督員に提出する。

着工前 工事中 竣工 部数 ※ 受注者は、建設発生土処理にあたり　第1編〔建築工事〕1.4.2〔施工計画書〕の記載内容に加えて、以下の事項を施工計画書に記載しなけれ
ばならない。

既済検査 ○ ○ １部
(1) 処理方法（場所・形状等） (2) 排水計画 (3) 場内維持等

竣工検査 
（既済後）

○
○ 

（○）
○ 

（○）
１部 

（１部） ※ 受注者は、建設発生土受入地ごとの特定条件に応じて施工しなければならない。

※ 上記以外の必要写真は、監督員の指示による。
※ 撮影は福島県土木部制定「建築設備工事写真管理基準」による。 ※ 受注者は、雨水の排水処理等を含めて、搬入土砂の周囲への流出防止対策を講じなければならない。

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書

建築関係共通（R4.4版）　



１ ◯ 1 支持地盤 ・ 杭基礎 １ 試験杭 (4.2.2) １ 7 液状化対策 工法  ・（           ）
支持地盤の種類及び位置(基礎ぐいの先端の位置含む) 試験杭の位置、本数及び寸法 仕様、範囲、計測、試験等

・ 図示による ・ （ ） ・図示による ・ 図示による
地
業
工
事

地
業
工
事

地
業
工
事

◯直接基礎 杭の材料 (4.4.3) ◯ 8 砂利地業 材料 　（4.6.2）
支持地盤の種類及び位置(基礎底部の位置含む) ・ 図示による ※ 再生クラッシャラン ・ 切込砂利及び切込砕石

・ 図示による ・ （ ）
長期設計支持力度 溶接材料 厚さ、幅及び使用範囲 （4.6.3）

・ (             ) kN/m2 ・ （ ） ・標準仕様書7.2.5による 地業 幅（mm） 厚さ（mm）
割り石 フーチング各外面より＋150 ・150　・（　　）

・ 地盤の載荷試験 砂利（砕石） フーチング各外面より＋150 ・60 ・150
・ 行う 施工方法

試験の位置、方法等は図示による ・標準仕様書4.3.5による ◯ 9 捨てコンクリート コンクリートの仕様 （4.6.4）（6.14.1～3）
※無筋コンクリートによる    ・ （ ） （6.14.1～3）

2 既製コンクリート杭 種類
地業 ・ 遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭) 杭の精度 (4.4.4) セメントの種類

・ 外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭) ・ 水平方向の位置ずれ ・ 高炉セメントB種  ・ （ ） （6.3.2）
SC杭の鋼管材料 　 ・SKK４００　  ・SKK４９０ ・ 杭経の1/4以内かつ100mm以下

・ プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭) ・ 杭の傾斜 厚さ、幅及び使用範囲 （4.6.4）
・ （ ） ・ 1/100以内 ・ 評定条件又は設定条件による 部　位 幅（mm） 厚さ（mm）

基　　礎 フーチング各外面より＋100 ※50・（    ） 
試験掘 杭の現場継手 (4.4.5) 地中ばり フーチング各外面より＋100 ※50・（　  ） 

・ あり 孔径はオーガー径とする      位置等は図示による ・ 溶接継手 (4.4.3)(7.2.5)
試験掘の施工は試験杭の施工に先立ち行う 形状 ◯ 10 床下防湿層 施工範囲 　（4.6.5）

・ なし ・JIS　A　5525による ・ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)
溶接材料 ・ （ ）

寸法、継手、性能等(種別：種類、性能及び曲げ強度区分) ・ 標仕　7.2.5(1)(2)による ・ 図示による

種類 杭径 
(mm)

杭長 
(mm)

継手数 長期設計支持力 
(kN/本)

備 考
溶接部の確認方法 材料

・ 標仕　7.6.10による ・ ポリエチレンフィルム厚さ０．１５mm以上     ・

試験
杭

上杭 
中杭 
下杭

抜き取り率 （ ）
・ 全数

・ 無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの） 防湿層の位置

本杭
上杭 
中杭 
下杭

工法 ・ 図示による　　      ・（ ）
※ 審査（評定又は大臣認定）を受けた工法

検査
※ 審査（評定又は大臣認定）により定められた項目 ◯ 1 鉄筋の種類 鉄筋の種類  （5.2.1）（表5.2.1）

施工 ２ 種類の記号 呼び名(mm) 備考
※ 審査（評定又は大臣認定）された施工管理基準による ◯ SD２９５A ◯ Ｄ１０ ◯ Ｄ１３ 　 Ｄ１６ ・ （ ）

・ SD３４５ ・ Ｄ１０ ・ Ｄ１３ ・ Ｄ１６ ・ （ ）

杭頭の処理（切断方法） (4.4.6) 鉄
筋
工
事

・
・ 処理しない（切断しない） ・
・ 処理する

試験杭の施工     ※本杭の施工に先立ち行う ・ （ ） 処理方法（切断及び補強方法） ◯ 2 溶接金網 形状等  （5.2.2）
試験杭の位置、本数      ※最初の一本   ・　図示による ・ 図示による 種類 種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の経(mm) 使用部位

・ 溶接金網
杭先端部形状 杭頭の中詰め材料 ・ 鉄筋格子

・ 開放形 ・ 半開放形 ・ 閉そく形 ・ （ ） ・ 基礎のコンクリートと同調合のもの
◯ 3 鉄筋の継手 継手方法等 （5.3.4）（5.5.2）

施工方法 部位 継手方法 呼び名
・ 打込み工法(・油圧ハンマー ・ディーゼルハンマー) 柱、梁の主筋 ※ ガス圧接 ・ 機械式継手

プレボーリングの併用 耐力壁の鉄筋 ※重ね継手 ・
・ 行う 4 場所打ち 杭径、長さ、仕様等 その他の鉄筋(　） ※重ね継手 ・

掘削深さ及び径 コンクリート杭地業 ・ 図示による ・ （ ）
・ 図示による ・ 行わない 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ （5.3.4）

打込杭推定支持力の算定 材料その他 ※ 図示による
・ 図示による 帯筋 ・ 図示による

杭の精度 鉄筋の最小かぶり厚さ ・ 図示による 継手位置図
水平方向の位置ずれ ・ 杭径の１／４かつ１００mm以下 ・ （ ） セメントの種類 ※ 図示による
杭の傾斜 ・ １／１００以内      ・ （ ） ※高炉セメントB種  ・ （ ） （4.5.4）（6.3.1）

・ セメントミルク工法 コンクリートの種別 （4.5.4）（表4.5.1） 鉄筋の定着方法 （5.3.4）
アースオーガーの支持地盤への掘削深さ ・ A種 ・ B種 ※ 図示による

・ １．５m程度    ・ （ ） ・ 審査(評定又は大臣認定)された内容による
杭の支持地盤への根入れ深さ コンクリートの設計基準強度     (     )N/mm2 （4.5.4～6） ◯ 4 鉄筋の定着の方法 鉄筋の定着長さ （5.3.4）

・ １．０m以上     ・ （ ） 構造体強度補正値(S) （4.5.4） 及び長さ ※ 図示による ・ （ ）
杭の精度 ・ ３N/mm2

水平方向の位置ずれ・ 杭径の１／４かつ１００mm以下 ・ （ ） ・ 審査(評定又は大臣認定)された内容による ◯ 5 鉄筋のかぶり厚さ 最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う) （5.3.5）
杭の傾斜 ・ １／１００以内      ・ （ ） ・ （ ） 及び間隔 ※ 図示による ・ （ ）

・ 特定埋込杭工法 （溶接金網含む）
・ H１３国土交通省告示第１１１３号第６による地盤の許容支持力式で 掘削工法  （4.5.1）（4.5.5～6） 柱及び梁の主筋にD２９以上の使用の有無
α＝２５０を採用できる工法     図示による ・ アースドリル工法 ・ 有り  適用箇所(                       ) 

・ 上記以外の特定埋込杭工法 図示による 安定液     ・ 使用する     ・ 使用しない 最小かぶり厚さ
・ リバース工法 ・ 鉄筋径の１．５倍以上

工法 ・ オールケーシング工法 ・ （ ）
・ プレボーリング拡大根固め工法 孔内の水張り ・ 行う     ・ 行わない ・ 無し
・ 中掘り拡大根固め工法
・ （ ） 併用する工法 軽量コンクリートで土に接する部分
杭周固定液 ・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法      図示による ・ 無し
・ 使用する ・ 使用しない 鋼管巻き材料      ・ＳＫＫ４００      ・ＳＫＫ４９０      ・ ・ （ ） ・ 有り  適用箇所(                       ) 

・ 拡底杭工法      図示による ・ 図示による
杭の精度 安定液     ・使用する     ・使用しない ・ （ ）

水平方向の位置ずれ・ 杭径の１／４かつ１００mm以下 ・ （ ） ・ （ ）
杭の傾斜 ・ １／１００以内      ・ （ ） 耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)

杭継手工法 試験杭 （4.2.2）（4.5.5～6） ・ 無し
・ アーク溶接継手 試験杭の施工     ※本杭の施工に先立ち行う ・ （ ） ・ 有り  適用箇所(                       ) 

・ 標仕　4.3.6による 試験杭の位置、本数     ※最初の一本 ・ 図示による ・ 図示による
溶接材料 ・ （ ）

・ 標仕　7.2.5(1)(2)による ・ 標仕　7.2.5(1)(2)以外( ） 孔壁測定 （4.5.5～6）
・ 無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの) ・ 行う 鉄筋相互のあき(特殊な鉄筋を除く) （5.3.5）（図5.3.6）

工法 ※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法 測定方法、測定箇所は図示による ・ 図示による
・ （ ） ・ 行わない ・ （ ）

検査 ※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目
・ （ ） 杭の精度 ◯ 6 特殊な鉄筋継手 ・ 機械式継手

施工 ※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による 水平方向の位置ずれ   ・ １００mm以下   ・ （ ） 使用箇所 （5.5.2）
・ （ ） 杭の傾斜                  ・ １／２００以内      ・ （ ） ※ 図示による ・ （ ）

杭頭処理 性能(H１２建告第１４６３号に適合するもの) （5.5.2）
※ 〔県：第2編 4.3.8〕による ・ （ ） ◯ 5 地盤改良 工法 ・ Ａ級 ・ （ ）

杭頭補強用コンクリート型枠 （セメント系固化材 ・ 浅層混合処理工法 機械式継手の種類(                ) （5.5.2）
※鋼製型枠 ・ （ ） を用いた工法に 適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による 鉄筋相互のあき （5.3.5）

杭頭補強 よる改良） 長期設計支持力 ・ 図示による ・ （ ）
※ 〔県：第2編 図4.2.3～4.2.4〕による ・ 図示による ・(              )kN/m2 ・ （ ） 品質の確認方法

・ 図示による ・ （ ）
３．鋼杭地業 寸法、継手、性能等 (4.2.2)(4.4.3) ・ 深層混合処理工法 不良となった継手の修正方法等

種類 杭径 
(mm)

杭長 
(mm)

継手数 長期設計支持力 
(kN/本)

備 考
適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による ・ 図示による ・ （ ）
長期設計支持力

試験
杭

上杭 
中杭 
下杭

・(              )kN/m2 ・ （ ） ・ 溶接継手
使用箇所

6 置換コンクリート地業 形状、支持地盤、仕様 ※ 図示による ・ （ ） （5.6.3）

本杭
上杭 
中杭 
下杭

（ラップルコンクリート ・ 図示による 性能(H１２建告第１４６３号に適合するもの)
地業） ・ Ａ級 ・ （ ）

長期設計支持力 溶接継手の工法(                   ) （5.6.3）
・ (              )kN/m2       ・ （ ） 鉄筋相互のあき （5.3.5）

※ 図示による ・ （ ）
セメントの種類 （6.3.1） 品質の確認方法 （5.6.3）

・ 高炉セメントB種  ・ （ ） ※ 図示による ・ （ ）
コンクリートの設計基準強度     (     )N/mm2 不良となった継手の修正方法等 （5.6.3）
構造体強度補正値(S)＝ （     ）N/mm2 ※ 図示による ・ （ ）

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書1

建築関係（R4.4版）　建築工事（１）



２ ◯ 7 各部配筋 各部配筋 （5.3.7） ４ 1 鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力  （7.1.3） ４ 15 鉄骨の製作精度 ※ 標仕　7.3.3による （7.3.3）

※ 図示による ・ （ ） ※建築基準法第７７条の５６に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた 溶接ずれ及び食い違い

(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の ・ 溶接部はH１２建告示１４６４号第二号イ（１）（２）に規定する仕様を満足すること

鉄
筋
工
事

◯ 8
圧接完了後の試験

外観試験 （5.4.10） 鉄
骨
工
事

「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める下記のグレードとして国土交通大臣から認定を 鉄
骨
工
事

・ 溶接ずれ及び食い違いはH１２建告示１４６４号第二号イ（１）（２）に規定する

※ 行う     （全数） 受けた工場又は同等以上の能力のある工場 ただし書きの計算確認有り。 ・ 図示による ・ （ ）

抜取試験
※ 超音波探傷試験  ・ 引張試験 ・ S ・ H ・ M ・ R ・ J グレード 16 鉄骨の仮組 仮組を行う範囲 ※ 図示による ・ （ ） （7.3.10）

◯ 9 帯筋 組立の形の種別 ※ 図示による ・ 監督員の承諾する工場(標仕　７．１．１ 以外の適用範囲に限る。) 確認方法、確認項目 ※ 図示による ・ （ ）

10 最上階柱頭補強 補強方法 ※ 図示による 17 溶接技能者の 試験の要領及び試験を要する溶接箇所 （7.6.3）

2 施工管理技術者 ・ 適用する （7.1.3～4） 技量付加試験 ※ 図示による ・ （ ）

11 片持ちスラブの 配筋方法 ※ 図示による ・ 適用しない

出隅部の補強配筋 18 溶接接合 開先の形状 ※ 図示による ・ （ ） （7.6.4）

（出隅受け部分の 出隅部分及び出隅受け部の補強筋 3 鋼材 材質等 （7.2.1）　（表7.2.1） スカラップの形状 ※ 図示による ・ （ ） （7.6.7）

補強筋を含む） ※ 図示による 種類の記号 適用箇所 規格 エンドタブの切除する部分 ・ 全て （7.6.7）

※図示による( ) ※JISによる ・大臣認定による ・ ・ 見え掛り部となる部分

12 壁開口部の補強 一般壁 ※ 図示による ※図示による( ) ※JISによる ・大臣認定による ・ ・ 切除する部分なし

耐震壁 ※ 図示による 有効細長比(圧縮材に限る) ※ 図示による ・ （ ） ・ （ ）

溶接部の余盛り高さ ・ （ ） （7.6.7）

◯ 13 梁貫通孔の補強 補強形式 ※ 図示による 4 高力ボルト ボルトの区分 （7.2.2）（7.3.2）（7.4.1～９）

配筋種別 ※ 図示による ※ トルシア形高力ボルト 19 現場溶接の有無 ・ 無し

梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト セットの種類 ・ ２種（Ｓ１０Ｔ）    ・ （ ） ・ 有り 適用箇所 ・ 図示による ・ （ ）

※ 図示による ・ JIS形高力ボルト 

セットの種類 ・ ２種（Ｆ１０Ｔ） ・ （ ） 20 入熱、パス間温度 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

◯ 14 基礎梁主筋の継手 ※ 図示による 高力ボルトの径 溶接条件 ・ 図示による ・ （ ）

・ 図示による ・ （ ） 適用箇所 ・ 図示による ・ （ ）

◯ 15 機械吊上げ用フック 種別 ※ 図示による ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 ・ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・ 図示による ・ （ ）

すべり係数試験 （7.4.2） 21 溶接部の試験 完全溶込み部の超音波探傷試験         （7.6.12）（表7.6.2～4）

◯ 1 コンクリートの種類 普通コンクリートの設計基準強度 （6.2.2） ※ 行わない ・ 行わない

３ 及び強度 　設計基準強度
種別 ◯ 18 ◯ 　２１ ・ 　２４ ・ 27

・ 行う 試験方法等 ・ 図示による ・ （ ） ※ 行う

（Ｆｃ）　Ｎ/ｍｍ2　 ・ 工場溶接の場合

普通コンクリート 部位 捨て 土間、基礎、
基礎立上り

5 普通ボルト ボルト及びナットの材料 （7.2.3） ・ 全数検査

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

・ 標仕　表7.2.3による ・ （ ） ・ 抜取検査

軽量コンクリート 部位
座金

・ 標仕　7.2.3（4）による ・ （ ） ＡＯＱＬ（％）　　　　　　　・４．０　　　　　　　・２．５

上記には補正値Sは含まれない ボルトの径 節 全て ・ ・
・ 図示による ・ （ ） 検査水準 第６水準 ・ ・

軽量コンクリートの設計基準強度 （6.2.2） ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 （7.2.3）（7.3.2）

設計基準強度 (N/mm2) 適用箇所
・ 図示による ・ （ ） ・ 工事現場溶接の場合

・ 全数検査

　・２４
6 溶融亜鉛めっき セットの種類 （7.2.2）（7.12.3～4） ・ 計数連続生産型抜取検査

高力ボルト ・ １種(Ｆ８Ｔ相当) ・ （ ） ＡＯＱＬ（％）　　　　　　（・４．０　　　　　　・２．５）

　・
溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

・ 図示による ・ （ ） 22 錆止め塗装 塗料の種別                                                                 （7.8.4）（18.3.2）

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径 （7.3.8） ・ 鉄鋼面の錆止め塗料

スランプの値(単位：cm) （6.2.4）（表6.2.2） ※ 審査（評定又は大臣認定）を受けた内容による 屋外

打込み箇所 基礎、基礎梁 土間スラブ 柱、梁、スラブ、壁
・ （ ） ・ 標仕　18.3.2 表18.3.1（       ）種

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 ・ （ ）

所要スランプ １５、１８ 18
・ 図示による 屋内

・ （ ） ・ 標仕　18.3.2 表18.3.1（       ）種

摩擦面の処理 ・ （ ）

◯ 2 レディーミクスト 類別 （6.2.1）（表6.2.1） ・ ブラスト処理(表面粗度５０μmRz以上) ・ （ ）

コンクリートの類別 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ・ （ ） 亜鉛めっき鉄面の錆止め塗料

・ 標仕　18.3.2 表18.3.2（       ）種

◯ 3 セメント 種類 （6.3.1）（表6.3.1） 7 アンカーボルト 適用 （7.2.4）（表7.2.3）（7.10.3） ・ （ ）

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種 ・ 構造用アンカーボルト 鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面(鉄骨に溶接されたものに限る)

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R ５２１０ に示された規定の他、水和熱が セットの種類 ・ ＪＳＳ Ⅱ １３－２００４　　　ＡＢＲ４００ ・ 標仕　18.3.2 表18.3.1（       ）種

７日目で３５２J/g以下、かつ２８日目で４０２J/g以下のものとする。 ・ ＪＳＳ Ⅱ １３－２００４　　　ＡＢＲ４９０ ・ （ ）

施工箇所(                                         ) ・ （ ） 耐火被覆材の接着する面への塗装

・ 高炉セメントB種 形状、寸法 ・ 図示による ・ （ ） ・ 行わない

施工箇所(                                         ) ・ 建方用アンカーボルト ・ 行う

・ フライアッシュセメントB種 材質 ・ ＳＳ４００ ・ （ ） 適用箇所 ・ 図示による ・ （ ）

施工箇所(                                         ) アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度 塗料の種別 ・ 標仕　18.3.2　表18.3.1（       ）種

・ （ ） ・ 標仕　表7.2.3による ・ 標仕　18.3.2　表18.3.2（       ）種

・ （ ）

◯ 4 骨材 アルカリシリカ反応性による区分 （6.3.1） 形状、寸法 ・ 図示による ・ （ ） 23 耐火被覆 種別  （7.9.2～7）

・ Ａ　　　 ・ Ｂ 種  別 材料・工法 適用箇所（部位・部分）
8 溶接材料 溶接材料 （7.2.5）

・耐火材吹付け

・乾式吹付けロックウール
5 軽量コンクリート 種類 （6.10.1）（表6.10.1） ※ 標仕　7.2.5（1）（2）による。 ・半乾式吹付けロックウール

・ １種　　   ・ ２種 ・ 標仕　7.2.5（1）（2）以外の溶接材料 ・湿式ロックウール
材料及び使用箇所 ・ 図示による ・ （ ） ・

◯ 6 無筋コンクリート 適用箇所 （6.14.1） 9 ターンバックル 種類 （7.2.6） ・
・ 標仕　6.14.1(4)による箇所 建築用ターンバックル胴 ・ 割枠式 ・ （ ）

・耐火板張り
・繊維混入けい酸カルシウム板

・ 標仕　6.14.1(4)以外の箇所 建築用ターンバックルボルト ・ 羽子板ボルト ・ （ ） ・
・ 図示による ・ （ ） ねじの呼び ・ 図示による ・ （ ）

・耐火材巻付け
・高断熱ロックウール

設計基準強度 （6.14.1） ・
※ １８N/mm2   ・ （ ） 10 デッキプレート 材質、形状及び寸法 （7.2.7） ラス張りモルタル塗り

スランプ 適用箇所 材質・形状・寸法 備考
※ １５㎝又は１８㎝     ・ （ ） ・構造床

・合成スラブ 性能

◯ 7 ひび割れ誘発目地 目地寸法 （6.6.4）（6.8.1）（9.7.3） ・床型枠用 性能 適用箇所（部位・部分）
打設目地 ・ 標仕　9.7.3による ・ 図示による ・ ・３０分耐火

間隔、位置、形状 ・１時間耐火
・ 図示による ・ （ ） 開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む。） ・２時間耐火

・ 図示による ・ （ ） ・３時間耐火
◯ 8 コンクリート仕上り 部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値 （6.2.5）（表6.2.3） デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法(合成スラブ除く)   （7.7.8）

・ 標仕 表6.2.3による ・ （ ） ・ アークスポット溶接又は隅肉溶接     ・ （ ） 24 アンカーボルトの 建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 （7.2.4）（7.10.3）（表7.10.1）

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ （6.2.5）（6.9.3）（表6.2.4） デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法(合成スラブ)
保持及び埋込み工法

種別      ・A種      ・B種      ・C種 

※ コンクリートの打放し仕上げ種別と適用箇所は図示による ・ 焼抜き栓溶接     ・スタッド     ・ （ ） 構造用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

耐火認定 種別     ・図示による ・ （ ）

◯ 9 打増し厚さ ・ 打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む) （6.8.1） ・ 有り 耐火時間 ・ 図示による ・ （ ） 柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別 （7.10.3）（表7.10.2）

（打放し仕上げ部） の打増し厚さ(外部に面する部分に限る) ・ 無し ※ 標仕　表7.10.2 （※Ａ種［モルタル厚さ５０］・Ｂ種［モルタル厚さ３０］）による

◯ ２０mm ・ （ ）

・ 打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む)の打増し厚さ 11 レール及び 形状及び寸法等 25 軽量形鋼構造 接合部(ボルト接合の場合) （7.11.2）

(内部に面する部分に限る) その付属品 ・ 図示による ・ （ ） ・ 普通ボルト接合 ・ （ ）

・ （ ）

・ 外壁タイル張りで、MCR工法又は目荒らし(高圧水洗)工法を行う場合は外部側に 12 スタッド 材質、形状及び寸法 （7.2.8） 26 溶融亜鉛めっき 種別等 （7.12.4）（表14.2.2）

２０mmの打増しを行う ※ 頭付きスタッド ＪＩＳ Ｂ １１９８ ・ （ ） （耐力上必要な部
分）

亜鉛めっきの種別 材料 備考

A種 最小板厚６．０mm以上の形綱、鋼板
◯ 10 型枠 せき板の材料 （6.8.2） 呼び名等 B種 最小板厚３．２mm以上、６．０mm未満の形綱、鋼板

◯合板（国産材） 呼び名 呼び長さ(mm) 適用箇所 C種 普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類 
・ （ ） ・ 16 最小板厚２．３mm以上、３．２mm未満の形綱、鋼板

せき板の厚さ ・ 19 素地ごしらえは、ＪＩＳ　　Ｈ　　　８６４1による
・ １２mm ・ （ ） ・ 22 適用箇所 ※ 図示による ・ （ ）

断熱材の兼用 13 柱底均しモルタル モルタルの種類 （7.2.9） 27 梁貫通孔の補強 補強方法 ・ 補強トラス法

・ 行う     適用箇所(            ) ※無収縮モルタル  ・ （ ） ・ （ ）

・ 行わない 無収縮モルタルの材料、調合等 適用箇所 ※ 図示による ・ （ ）

スリーブの材種 材料、調合等 ※ 標仕　7.2.9（2）による ・ （ ）

※ 標仕　6.8.2(9)(ｲ)及び表6.8.1による ・ （ ） 品質及び試験方法 ※ 標仕  表7.2.5による ・ （ ）

◯ 11 圧縮強度試験 公的機関でコンクリートの材齢２８日圧縮強度試験を行う建築物・その部位等 14 工作図 監督員による現寸検査 ・ 行わない （7.3.2）

建築物名 部位 ・ 行う
※ 躯体 ・ （ ） 増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は現場実測の上作成を行う。

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書2

建築関係（R4.4版）　建築工（２）



５ 1 補強コンクリート ブロックの種類 （8.2.2～5） ６ 防水層の種別 ７ 1 施工 石材の割付け   ※標仕　10.1.3(1)(ｱ)～(ｲ)による    ・ 図示による （10.1.3～5）

ブロック造 断面形状及び圧縮強さ 
による区分

正味厚さ
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法 化粧の 

有無
適用 
箇所

備考
種別 施工個所 種別 施工個所 粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ            ・ 図示による  ・ （ ）

長さ 高さ ・Ｅ－１ ・Ｅ－２ 屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ         ・ 行う（適用場所   ・ すべて   ・ ）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

※ 空洞ブロック-１６
・１２０ ※４００ ※２００ ※無 防

水
工
事

保護層   ・設ける（※図示による   ・            ）   ・設けない 石
工
事

・ 行わない

※１５０ ・ ・

・ 型枠状ブロック-２０ ※無 防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ 2 石材等 天然石 （10.2.1～3）（表10.2.1～2）

・ ※無 ※ 標仕　表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種  ・ （ ） ・ 使用量 （ ） 施工 
箇所

品質 石材の種類 形状 寸法 厚さ 表面仕上げ 備考
各部の配筋            ※図示による   ・ （ ） 押え金物の材質及び形状

化粧目地の有無      ・無      ・有 ※ アルミニウム製   Ｌ－３０×１５×２．０mm程度      ・ （ ） ・1等品 ※正方形に ・図示 ・粗磨き
防水層の下地のモルタル塗り ・ 適用する（施工範囲   ・図示による   ・               ） ・2等品 近い矩形 ・本磨き

2 コンクリートブロック ブロックの種類 （8.3.2～3） ・ 適用しない ・

帳壁及び塀 断面形状及び圧縮強さ 
による区分

正味厚さ
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法 化粧の 

有無
（表8.3.1）以外 の
適用箇所 備考

屋根排水溝   ※ 図示による ・ （ ） ・1等品 ※正方形に ・図示

長さ 高さ ・2等品 近い矩形

・ 空洞ブロック-０８
・１２０ 
※１５０

※４００ 
・

※２００ 
・

※無   ・有
・

2 改質アスファルト 防水層の種別 （9.3.2～4）（表9.3.1～3）

・ 空洞ブロック-１６
・１２０ 
※１５０

※４００ 
・

※２００ 
・

※無   ・有
シート防水

種    別
施工 
箇所

断熱材 防湿層 備  考
テラゾブロック

施工箇
所

種石の 
種類

種石の大きさ
(mm)

形状
仕上げ
面

寸法
表面 

仕上げ
備考

・ ・ＡＳ-Ｔ１

各部の配筋            ※図示による   ・ （ ） ・ＡＳ-Ｔ２ ※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 ・図示
化粧目地の有無      ・無      ・有 ・ＡＳ-Ｊ１ ・花こう岩 ・ ・役もの ・両面

・ＡＳ-Ｔ３ ※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 ・図示

・ＡＳ-Ｔ４ ・花こう岩 ・ ・役もの ・両面

3 ＡＬＣパネル （8.4.2～5） ・ＡＳＩ-Ｔ１ (材質）※JIS A 9511によるＡ種硬質ｳﾚﾀﾝ ・設ける テラゾタイル

パネルの種類
単位荷重 
（N/㎡）

厚さ 幅
耐火 
性能

表面 
加工

構法の種別
ﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種1号又は2号で （改質アスファルト 施工箇

所
種石の 
種類

種石の大きさ
(mm)

寸法によ
る区分

表面仕上げ 備考
・ＡＳＩ-Ｊ１ 透湿係数を除く規定に適合するもの 製造所の仕様による）

・外壁パネル ・１００ ・３０分 ・平 ・ A種 ・ B種 ・ ※大理石 ※1.5～12 ・300型
・ ・１時間 ・意匠 (厚さ）※２５ｍｍ    ・ ・設けない ・花こう岩 ・ ・400型

・２時間 仕上塗料      ※カラー      ・シルバー ※大理石 ※1.5～12 ・300型

・間仕切壁パネル ・１００ ・３０分 ・平 ・ C種 ・ D種 ・ E種 改質アスファルトシートの種類及び厚さ ・花こう岩 ・ ・400型

・ ・１時間 ・意匠 ※ 標仕　表9.3.1～表9.3.3による ・ （ ） 取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材
・２時間 粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ ※石材施工業者の指定する製品 ・ （ ）

・屋根パネル ・１００ ・３０分 ・平 F種 ※ 標仕　表9.3.1～表9.3.3による ・ （ ）

・ ・１時間 部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 3 外壁湿式工法 石裏面処理      ・ 適用する  ・ 適用しない （10.2.2～3）（10.3.2～3）

・２時間 ※ 標仕　表9.3.1～表9.3.3による ・ （ ） 裏打ち処理      ・ 適用する  ・ 適用しない

・床パネル ・１００ ・３０分 押え金物 下地ごしらえ   ※流し筋工法   ・あと施工アンカー工法   ・あと施工アンカー,横筋横流し工法

・ ・１時間 ※ 改質アスファルト製造所の仕様による ・ （ ） 受金物          材質  ※SS400    ・ （ ）

・２時間 形状及び寸法          ・ L-75×75×6(mm)の加工    L=100mm

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取り合い部の ・ L-75×75×6(mm)の加工    L=150mm

目地幅（mm）     ※ ２０  ・ （ ） 3 合成高分子系 （9.4.2～4）（表9.4.1～2） ・ （ ）

伸縮目地への耐火目地材の充填   ・適用する   ・適用しない ルーフィングシート
種   別

施工 
箇所

絶縁用ｼ ｰﾄ
の材質

断熱材 仕上塗料 使用量
防水 ドレインパイプの材質  ・  樹脂ネット製パイプ   クロスメッシュ巻き   25～35φ

4 押出成形セメント板 （8.5.2～5） ・Ｓ-Ｆ１ ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ ・ （ ）

パネルの種類 表面形状 厚さ 幅 耐火性能 ・Ｓ-Ｆ２ アンカーの材質及び径    ※SS400    M12    ・ （ ）

・外壁パネル ・Ｆ ・ Ｆ-Ｒ ・５０ 
・６０ 
・１００

・４５０ 
・６００ 
・

・３０分 
・１時間 
・２時間

・Ｓ-Ｍ１ ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ あと施工アンカーの材質及び寸法（                                       ）

・Ｄ ・ ＤｰＲ ・Ｓ-Ｍ２ 目地             一般目地        目地幅(mm)  ※6以上 ・ （ ）

・Ｔ ・ ＴｰＲ ・Ｓ-Ｍ３ シーリング材   ・ 適用する   ・ 適用しない

・間仕切壁パネル ・Ｆ ・
Ｆ-

・５０ 
・６０ 
・１００

・４５０ 
・６００ 
・

・３０分 
・１時間 
・２時間

・ＳＩ-Ｆ１ （材質）※A種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ 伸縮調整目地  位置  ※　（11.1.3）による  ・ 図示による

密度及び熱伝導率の規格に適合するもの シーリング材の目地寸法   ※　（9.7.3（1）（ｳ））による

・ ・図示による

パネルの相互の目地幅(mm)   ※長辺 ８以上   短辺　１５以上         ・ （ ） ・ＳＩ-Ｆ２ (厚さ）※ 25ｍｍ 

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)   ※１５   ・ （ ） ・ 4 内壁空積工法 受金物          材質  ※SS400    ・ （ ） （10.2.2）（10.4.2～3）

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を ・ＳＩ-Ｍ１ （材質）※Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ 形状及び寸法           ・ L-75×75×6(mm)の加工    L=100mm

考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。 保温板２種１号又は２号で透湿係数を除く ・ L-75×75×6(mm)の加工    L=150mm

規定に適合するもの又はＡ種押出し法 ・ （ ）

開口の大きさ ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板 石裏面処理      ・適用する   ・適用しない

パネルに開口 短辺 ・            ・図示 ・ＳＩ-Ｍ２ ※発泡ﾎﾟﾘ ・ 裏打ち処理      ・適用する   ・適用しない

を設ける場合 長辺 ・            ・図示 ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ （厚さ）※ ２５mm   下地ごしらえ   ※ あと施工アンカー,横筋横流し工法      ・あと施工アンカー工法

パネルを切り 短辺 ・            ・図示 ・ ・ アンカーの材質及び径    ※SS400    M12    ・（ ）

欠く場合 長辺 ・            ・図示 ルーフィングシートの種類及び厚さ あと施工アンカーの材質及び寸法   （                                       ）

※ 標仕　表9.4.1～表9.4.2による ・ （ ） 目地             一般目地        目地幅(mm)  ※6以上・ （ ）

防水下地かＰＣコンクリート部材下地の場合の処理 シーリング材   ・ 適用する   ・ 適用しない

６ 1 アスファルト防水 屋根保護防水 （9.2.2～5）（表9.2.3～9） 目地処理      ※図示による   ・ （ ） 伸縮調整目地  位置  ※ ６ｍごと ・ 図示による

防水層の種別 入隅部の増張り（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）      ※図示による  ・ （ ） シーリング材の目地寸法   ※　（9.7.3（1）（ｳ））による

種    別
施工 
箇所

断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護
・図示による

防
水
工
事

・ Ａ－１ ※ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ・  乾式保護材 4 塗膜防水 防水層の種別 （9.5.2～4）（表9.5.1～2） 5 乾式工法 取付け方式      ・スライド方式      ・ロッキング方式 （10.2.2）（10.5.2～3）（表10.2.4）

・ Ａ－２ 厚さ０．１５mm以上 種別 施工個所 仕上塗料 保護層 使用量 石裏面処理      ・適用する   ・適用しない

・ Ａ－３ ・ （ ） ・Ｘ-１ ※ｶﾗｰ   ・ｼﾙﾊﾞｰ 裏打ち処理      ・適用する   ・適用しない

・ Ｂ－１ ・  コンクリート押え ・Ｘ-２ ※ｶﾗｰ   ・ｼﾙﾊﾞｰ だぼ用の穴の位置   ※標仕　10.5.2（2）（ｱ）による   ・図示による

・ Ｂ－２ ・Ｙ-１ ※地下外壁防水   ・ 外壁の工法

・ Ｂ－３ ・  セメントれんが ・Ｙ-２ ※屋内防水 
・

・ 適用する 
※適用しない

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・ ＡＩ－１ （材質）※JIS A 9511によるＡ ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・ ＡI－２ 種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温 ７０g/㎡程度 ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1  ・1.15  ・1.3）倍の風圧力に対応した工法）

・ ＡI－３ 材の保温板３種ｂ（ｽｷﾝあり） ・ （ ） ・適用しない

・ ＢＩ－１ ・ （ ） 5 ケイ酸質系塗膜 
防水

防水層の種別 （9.6.2～4）（表9.6.1～2） アンカーの材質及び形状   ※ステンレス（SUS304）   M10 ・ （ ）

・ ＢＩ－２ （厚さ）※２５mm  ・５０mm  ・ 種別 施工箇所 種別 施工箇所 あと施工アンカーの材質及び寸法 ・ （ ）

・ ＢＩ－３ ※ Ｃ－ＵＩ ・ Ｃ－ＵＰ 目地  目地幅(mm)  ※8以上 ・ （ ）

シーリング材  ・適用する（※標仕　9章7節による  ・図示）    ・適用しない

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ （9.2.3）（9.3.3）（9.5.3）

※ 標仕　表9.2.3～表9.2.8による    ・ （ ） 6 脱気装置 種別 種類 設置数量 6
床及び階段の石張り

床石張りの裏面処理      ・適用する   ・適用しない （10.6.2～3）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ D-1   D-2   D-3   D-4 ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所 階段張りの裏面処理      ・適用する   ・適用しない

※ 標仕　表9.2.5～表9.2.8による    ・ （ ） DI-1   DI-2   AS-T3   AS-T4 仕様による の仕様による 目地             一般目地  目地幅(mm)  ・図示による ・ （ ）

ASI-T1   ASI-J1 ・ ・ シーリング材   ・適用する   ・適用しない

平場の保護コンクリートの厚さ X-1 ※防水層の主材料の製造所の ・（            ）ヶ所
伸縮調整目地 位置 ※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材との取り合い部

こて仕上げ     ※ 水下  ８０mm以上 ・ （ ） 仕様による ・

床タイル張り  ※ 水下  ６０mm以上 ・ （ ） ・ ・図示による

・ 乾式保護材

窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ ◯ 7 シーリング 下表以外は、標仕　表 9.7.1による （9.7.2～5）（表9.7.1） 7 アーチ、上げ裏等の 取付け工法   ・外壁湿式工法   ・内壁空積工法   ・乾式工法 （10.2.2）（10.7.2）

養生したもの ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合の 石張り 取付け金物   ※標仕　10.2.2（3）による ・ （ ）

シーリングは１７章による 引金物、だぼ、かすがい及び受金物   ※標仕　10.2.2（1）による ・ （ ）

施工箇所 シーリング材の種類（記号） 吊金物及び化粧吊りボルト

・設ける 吊金物 ※ステンレス(SUS304)径6mm長さ80mm（加工物）

屋根露出防水 ・ （ ）

防水層の種別 吊りボルト   ※ステンレス(SUS304)M10化粧ナット付き

種別
施工 
箇所

断熱材
仕上塗料

備  考
・ （ ）

種類 使用量 ・設けない

・ Ｄ－１ ・ 
・ 製造所の 
指定による

・ 
・ 製造所
の指定に
よる

石裏面処理      ・適用する   ・適用しない

・ Ｄ－２ シーリング材の目地寸法   ※標仕　9.7.3（1）(ｱ）～（ｳ）による  ・ （ ） 裏打ち処理      ・適用する   ・適用しない

・ Ｄ－３ アンカーの材質及び径   ・ＳＳ４００ Ｍ１２   ・ステンレス（ＳＵＳ３０４） Ｍ１０  ・ （ ）

・ Ｄ－４ ◯ 8 保証書の提出 保証書のある場合は提出すること。 あと施工アンカーの材質及び寸法   （                                       ）

・ ＤＩ－１ (材質） 
※JIS A 9511によるＡ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の
保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規定に
適合するもの 
・ 
(厚さ）※25mm    ・

目地             一般目地        目地幅(mm)  ※６以上  ・

9 屋根コンクリート クラック防止溶接用金網 〔県：第2編 9.8.2〕 伸縮調整目地   位置   ※他の部位との取合い部   ・図示

・ ＤＩ－２ 防水 ※ 3.2*100*100 ・ （ ）

屋根スラブの配筋 〔県：第2編 9.8.3〕 8 笠木、甲板等の石
張り

取付け工法   ・外壁湿式工法   ・乾式工法 （10.2.2） （10.7.3）

・ （ ） 取付け金物   ※標仕　10.2.2（3）による ・ （ ）

引金物、だぼ、かすがい及び受金物   ※標仕　10.2.2（1）による ・ （ ）

◯ 10 施工歴標 ※ 監督員と表示内容を協議し、指示の位置に取り付ける 〔県：第1編 1.3.7〕 石裏面処理      ・適用する   ・適用しない

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材 乾式工法の場合の取付け代   ※標仕　10.5.3（2）による ・ （ ）

の張りじまい位置       ※ 図示による   ・ （ ） 石裏の補強用モルタル   ・適用する   ・適用しない

アンカーの材質及び径   ・ステンレス（ＳＵＳ３０４） Ｍ１０ ・ （ ）

あと施工アンカーの材質及び寸法（                     ）

9 製造所及び 監督員の承諾による。

施工業者

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書3

建築関係（R4.4版）　建築工事（３）



８ ◯ 1 伸縮調整目地及び 位置  ※標仕　表11.1.1による     ・図示による （11.1.3）（表11.1.1） ９ ・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱
１０

◯ ５） 接合金物等の 鋼材の材質 ※ SS400 ・ SN400A ・ （ ） ・ （ ）

ひび割れ誘発目地
施工箇所

化粧薄
板 の
樹種

芯材 
の樹種

寸法
見付け材面の品
質

化粧薄板
の厚さ
(mm)

含水率 備考
材質

タ
イ
ル
工
事

◯ 2 セメントモルタルによる タイルの形状、寸法等 （11.2.2）（11.2.2～8） 木
工
事

※A種・B種
・

木
造
工
事

◯ ６） 製作制度 ※精度基準は次による

陶磁器質タイル張り
施工 
箇所

主な用途 による
区分(JIS)

形状/
寸法

吸水率による区
分

うわぐすり
役
物

色 再生
材の
適用

耐凍
害性 備考

・ 部位等 精度基準

短辺 製作図寸法の±1.5mm以内

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう 有無 標準 特
注

有無 ◯ 4 造作用単板積層材 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材 （12.2.1） 長辺 製作図寸法の±1.5mm以内、かつ、±5mm以内

床 外装床タイル ◯ ◯ ◯ ◯ 施工箇所 厚さ 表面の化粧加工 防虫処理 備考 材長 工作図寸法の±5mm以内

・有り（加工  ・天然木加工・塗装加工） 
・無し（等級：                 ）

・適用する 
・適用しない

・
断面直角精度 直角とのひずみ±1/100mm

標準的な曲がりの役物は一体成形とする
試験張り ・ 行う  ※ 行わない ◯ ７） 表面仕上げ 仕上げの程度 ・ A種 ※ B種

見本焼き ・ 行う   ※ 行わない 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理 ・MCR工法  ・目荒し工法（高圧洗浄）・ 施工箇所 厚さ 表面の化粧加工 防虫処理 含水率 備考 ◯ ８） アンカーボルト 材質 ※ SS400 ・ （ ）

壁タイル張りの工法 ・有り(加工・天然木加工・塗装加工) 
・無し（                             ）

・適用する 
・適用しな
い

※14%以下 ・
寸法 ※ 図示 ・ （ ）

外装タイル ※ 密着張り ・ 改良積上げ張り  ・ 改良圧着張り アンカーボルトの保持及び埋込み工法 ・A種 ※ B種 ・ C種

内装タイル以外のユニットタイル ・ マスク張り ・ モザイクタイル張り

◯ 5 床張り用合板等 ・普通合板 （12.2.1） ◯ ９） 柱底均し仕上げ 柱底均しモルタルの厚さ ※ 30mm程度 ・ （ ）

既製調合モルタル 施工
箇所 厚さ

表板の
樹種名

接着の
程度

板面の品質 防虫処理 難燃処理 防炎処理 備考
柱底均しモルタルの工法 ・ A種 ※ B種

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。 ※5.5 ・ﾗﾜﾝ ※1類 広葉樹 ・適用する ・適用する ・適用する ・ ◯ 10） 普通ボルト 普通ボルトの材料等 ※ 〔県：第2編 表12-2.4.5〕による。 ・ （ ）

（品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による ◯12 ・しな ・2類 ※2等以上 ・1等 ・適用しない ・適用しない ・適用しない ボルトに用いる座金の寸法及び厚さ

・ 針葉樹 ※ 図示及び〔県：第2編 表12-2.4.6〕による。

3 接着剤による タイルの形状、寸法等 （11.3.2～8） ※C-D以上 ボルトが受ける応力の種類

陶磁器質タイル張り
施工 
箇所

主な用途 による
区分(JIS)

形状/
寸法

吸水率による区
分

うわぐすり
役
物

色 再生
材の
適用

耐
凍
害

備考

・ ※ 図示による。

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう 有無 標準 特
注

有無 ・構造用合板 ◯ 11） ボルト孔 ボルト孔の径

施工
箇所 厚さ 等級

表板の 
樹種名

接着の
程度

板面の品質
有効断
面係数
比

防虫処理 強度等級
備
考

※ 〔県：第2編 表12-2.4.7〕及び〔県：第2編 表12-2.4.8〕による。

・ 集成材の場合 （ ）

標準的な曲がりの役物は一体成形とする ※12 ※ 2級
以上

※１類 ※C-D以上 ・適用する ・適用する ・ ・ 集成金物の場合 （ ）

試験張り   ・ 行う   ※ 行わない ◯24 ・特類 ・ ・適用しない (          )

見本焼き   ・ 行う   ※ 行わない ・1級 ・適用しない 12） ラグスクリュー ラグスクリューの形状、寸法 ※ 図示 ・ （ ）

接着剤のホルムアルデヒド放散量      ※ 規制対象外 （ ）

外装タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材 ・パーティクルボード 13） ドリフトピン ドリフトピンの形状、寸法等 ※ 図示 ・ （ ）

打継ぎ目地   ※ポリウレタン系シーリング材 （ ）
施工箇所 厚さ

表裏面の状態 によ
る区分

曲げ強さ による
区分

接着剤 による区
分

難燃性 による区
分ひび割れ誘発目地   ※ポリウレタン系シーリング材 （ ） 14) ジベル ジベルの種類及び材質 種類 （ ） 材質 （ ）

伸縮調整目地   ※変成シリコーン系シーリング材 （ ） ※15 
・

※13タイプ 
・

※P又はM 
・

ジベルの形状、寸法等 ※ 図示 ・ （ ）

その他の目地   ※変成シリコーン系シーリング材 （ ）

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理  ・MCR工法 ・目荒し工法（高圧洗浄） ・ （ ） ・構造用パネル 15） 錆止め塗装 錆止め塗装による防錆処理を行う構造金物及び接合具等

施工箇所 厚さ 等級 ※見え掛かりとなるすべての構造金物及び接合具等 ・ （ ）

4 陶磁器質タイル型枠 タイルの形状、寸法等 建築工事監理指針（11.4.1） ・１級 ・２級 ・３級 ・４級 錆止め塗装の種類 ・ A種 ※ B種

先付け
施工 
箇所

主な用途 による
区分(JIS)

形状/
寸法

吸水率による区
分

うわぐすり
役
物

色 再生
材の
適用

耐
凍
害

備考 ◯ 6 接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。 （12.2.2～3） 16） 亜鉛めっき 亜鉛めっきによる防錆処理を行う材料等

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう 有無 標準 特
注

有無 ホルムアルデヒドの放散量     ※ 規制対象外  ・ （ ） ※ すべての構造金物及び接合具等

・ （ ）

7 防腐・防蟻 ・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材 （12.3.1～2） 亜鉛めっきの種類 ※ ２種ＨＤＺ５５ ・ ２種ＨＤＺ４５ ・ ２種ＨＤＺ３５

標準的な曲がりの役物は一体成形とする 適用部位：（                                                  ）

試験張り   ・行う   ※行わない ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理 17） 防火被覆材 防火被覆材 ・ 厚さ25mm以上の木材 ・ 厚さ15mm以上の強化せっこうボード

見本焼き   ・行う   ※行わない 適用部位 保存処理性能区分 ・ 厚さ12mm以上のけい酸カルシウム板 ・ （ ）

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４
タイル型枠先付けの種類 ・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４ 18） 防火被覆処理 ボルト、ドリフトピン等の防火被覆処理 ・ 行う ・ 行わない

種     類 適用タイル タイル型枠先付け面のせき板の種別

・タイルシート法
・小口タイル 
・二丁掛けタイル

※ 標仕　6.8.2(2)(ｲ) 
・金属製タイル先付け用パネル 
・

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・目地桝法
適用部位 処理の方法

※標仕12.3.1(イ)(ｂ)①～④による ・

・桟木法 大形タイル ※標仕12.3.1(イ)(ｂ)①～④による ・
※標仕12.3.1(イ)(ｂ)①～④による ・

5 階段滑り止め ※磁器製（                          ） ・（                                   ） ・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理
適用部位（                                         ）

９ ◯ 1 表面仕上げ （12.1.4）

表面仕上げの種別 適用箇所

・ Ａ種
木
工
事

※ Ｂ種

・ Ｃ種

・ （13.2.2～3）
１０ ◯ 1 軸組工法工事 １１ ◯ 1 長尺金属板葺 施工 

箇所
板及びｺｲﾙの種類

塗膜の耐久性、めっき付着量
等の種類及び記号

厚さ 屋根葺形式 備考
◯ 2 製材 （12.2.1） （12.5.1） （12.6.1） （12.7.1） 1) 木材 樹種名、種類、等級、寸法等

・ 「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材 ※〔県：第2編 表12-2.3.1〕の規定による
※JIS G 3322の 
屋根用ｺｲﾙ 
(CGLCCR-20-AZ150) 
・

・心木なし瓦棒葺 
◯立平葺 ・蟻掛葺 
・横葺 ・

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率 備考 木
造
工
事

・ （ ） 屋
根
及
び
と
い
工
事

※2級 ・ ※A種・B種・ ・ 代用樹種を使用しない箇所

※2級 ・ ・ ・ （ ）

・ 「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材 ２） 工法 用材の工法

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率 備考 ※ 〔県：第2編 表12-2.3.2〕の規定による 下葺材料        ※アスファルトルーフィング  940

※A種・B種・
・

・ （ ） ・  改質アスファルトルーフィング下葺材

・ （ ） (・一般ﾀｲﾌﾟ・複層材ﾀｲﾌﾟ・粘着層付ﾀｲﾌﾟ）

雪止め         ※設置する（図示） ・ 設置しない

・ 「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 軸組の工法

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率 備考 ※ 〔県：第2編 表12-2.3.3〕の規定による （13.2.2）（13.3.2～3）（表13.2.1）

※１級・ ※A種・B種・ ・ ・ （ ） 2 折板葺

施工箇所 形式
山高、山ﾋﾟｯﾁ によ
る区分 耐力によ る

区分
材料によ 
る区分

厚さ 軒先面戸板 耐火性能※１級・ ・
構造用面材 山高 山ﾋﾟｯﾁ

・ 「製材の日本農林規格」以外の製材 ※ 〔県：第2編 表12-2.3.6～表12-2.3.9〕の規定による
・重ね形 
・はぜ締形 
・かん合形

(   )種
※鋼板製 
・ｱﾙﾐﾆｳﾑ 
合金板製

・有り 
・無し

・30分 
・無し施工箇所 樹種

寸
法

造作材の材面 
の品質

防虫処理 難燃処理 含水率 備考
・ （ ）

・ （ ）

（ ） ・適用する ・適用する ※A種・B種 ・ ・ （ ）

造作材の場合 ・適用しない ・適用しない ・ ・ （ ）

（※A種 ・B種） 材料   ※JIS G 3322の屋根用コイル（CGLCCR-20-AZ150）

・ 代用樹種を使用できない箇所 （ ） 2 大断面集成材工事 製作工場 ・ （ ）

※ 監督員の承諾する工場 断熱材 ・ 有り（種別： 厚さ(mm)： 防火性能：   時間）

◯ 3 造作用集成材 ・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 （12.2.1） ・ 無し

施工箇所 樹種 寸法 見付け材面の等級 備考 １） 大断面集成材の ・ （ ）

※１等     ・２等 ・ 製作工法

3 とい といの材種 （13.5.2～3）（表13.5.1）

・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材 ２） 施工管理技術者 施工管理技術者の設置 ・ 適用する ・ 適用しない 種   別 材   種 径 施工箇所 備   考

施工箇所
化粧薄板
の樹種

芯材 
の樹種

寸法
化粧薄板 

の厚さ(mm)
見付け材面の等級 備考

たてどい ・硬質ポリ塩化ビニル管
３） 工作図 床書き原寸図 ・ 作成する ・作成しない ・配管用鋼管

※１等     ・２等 ・ ・ステンレス鋼管 SUS304、厚2

４） 大断面集成材 大断面集成材の品質等 ・硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)

・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 強度等級は、次による ・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発砲三層管 □Ｇ

施工箇所
化粧薄
板の樹

種

芯材 
の樹種

寸法 化粧薄板の厚さ(mm) 備考
構成するひき板の品質等による区分 ＪＡＳによる強度等級等 軒どい ・

・ E135-F375 ・ E120-F330 ・ E105-F300

・ ・ 対象異等級集成材 ・ E95-F270 ・ E85-F255 ・ E75-F240 ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

・ E65-F225 ・ （ ） ※規制対象外 ・　（ ）

・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材 ・ E125-F360 ・ E110-F315 ・ E100-F285 鋼管製といの防露巻き ・ 適用する（工法：※標仕　表13.5.4による   ・               ）

施工箇所 樹種 寸法
見付け材面

の品質
含水率 備考

・ 非対称異等級集成材 ・ E90-F255 ・ E30-F240 ・ E70-F225 ・ 適用しない

・ E60-F210 ・ ( ) とい受金物   ※ステンレス製      ・鋼製（亜鉛めっき）  （13.5.2）（表13.5.2）

※A種  ・B種 ・ ・ ・ 国土交通大臣が認定したもの ・ （ )

ルーフドレン

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材 種別 施工箇所

施工箇所
化粧薄板
の樹種

芯材 
の樹種

寸法
化粧薄板 の厚
さ(mm)

見付け材面
の品質

含水率 備考
断面の品質 ※ ２種 ・ ３種 ・ろく屋根用（・縦型   ・横型）
接着性能 ・ 使用環境１ ・ 使用環境２ ・バルコニー用

※A種・B
種

樹種 ・ べいまつ ・ からまつ ・ すぎ ・ （ ） ・ （ ） ・バルコニー中継用
・

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書4

建築関係（R4.4版）　建築工事（４）



１２ 1 あと施工アンカー （14.1.3（1）） による確認試験を行う。 （14.1.3） １４ ◯ 1 アルミニウム製 （16.2.2）（16.2.4）（16.2.5）（表16.2.1） １４ ◯ 8 建具用金物 標準型建具 （16.4.6）

の確認試験 建具 性能等級 ・ マスターキー ※ 製作する （ ※ 新規 ・ 既存にあわせる ） ・ 製作しない

外部に面する建具 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ◯ Ｅ種 ※ シリンダー箱錠

金
属
工
事

2 鉄鋼の亜鉛めっ
き

（14.2.3）（表14.2.2） 建
具
工
事

（木造下地S-3） 建
具
工
事

※ レバーハンドル

表面処理方法 種別 施工箇所（手すり、タラップ以外） 防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する 遮音性の等級（　　　） ※ ドアクローザー

・ Ａ種 ・ 適用しない

溶融亜鉛めっき ・ Ｂ種 断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する 断熱性の等級（　　　） 標準型建具以外の建具 （16.8.2）（表16.8.1）

・ Ｃ種 ・ 適用しない ・ マスターキー ※ 製作する （ ※ 新規 ・ 既存にあわせる ） ・ 製作しない

・ Ｄ種 耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性の等級（　　　） ※ シリンダー箱錠

電気亜鉛めっき ・ Ｅ種 ・ 適用しない ※ レバーハンドル

・ Ｆ種 ・ 握り玉

枠の見込み寸法 ・ 建具表による ・ 本締り錠

3 軽量鉄骨天井下
地

野縁等の種類 （14.4.2～4） 表面処理 ・ 空錠

屋外 （ ※ ２５形 ・ １９形） 屋内 （ ※ １９形 ・ ２５形） 外部に面する建具 ・ BA-1種 ・ BA-2種 ・ BB-1種 ・ BB-2種 ・ （　　　　　） ※ レバーハンドル

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等 皮膜等の種類（※標仕表１４．２．１による　・　　　　） ・ 握り玉

工法 着色 （　　　　） グレモン錠

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 屋内の建具 ・ BC-1種 ・ BC-2種 ・ （　　　　　） ・

※ 適用する 皮膜等の種類（※標仕表１４．２．１による　・　　　　） ・ 点検口錠　（平面ハンドル錠）

（建築基準法に基づき定まる風圧力の（　・１　　・１.１５　　・１.３　） 着色 （　　　　） ・ 非常錠

倍の風圧力に対応した工法） 結露水の処理方法 ※ 図示による ・ （　　　　　） ・ （　　　　　　）

・ 適用しない 水切り板、ぜん板 ※ 図示による ・ （　　　　　） ・ ピポットヒンジ

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔 ・ フロアヒンジ

※ ９００程度 ・ （　　　　　） ◯ 2 網戸等 （16.2.3） ・ ヒンジクローザー　（丁番形）

周辺部の端からの間隔 種類 材種 線径 網目 ・ ヒンジクローザー　（ピポット形）

※ 図示による ・ （　　　　　） ・ 防虫網 ※ 合成樹脂製 ※ ０．２５ｍｍ以上 ※ １６～１８メッシュ ・ ドアクローザー

野縁の間隔 ・ ガラス繊維入り合成樹脂製 ・ （　　　　） ・ （　　　　） ・ 閉鎖順位調整器

※ ３００程度 ・ （　　　　　） ・ ステンレス（ＳＵＳ３１６）製 ・ 押棒、押板

・ 補強 ※ 図示による ・ （　　　　　） ・ 防鳥網 ステンレス（ＳＵＳ３０４）線材 １．５ｍｍ 網目寸法１５ｍｍ ・ アームストッパー

・ 吊りボルトの間隔が９００ｍｍを超える場合 ・ クレセント

補強方法 ※ 図示による ・ （　　　　　） 3 樹脂製建具 性能等級 （16.3.2） ・ 排煙オペレーター

・ 天井のふところが１．５ｍ以上３．０ｍ以下の場合 外部に面する建具 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種 ・ レール

補強方法 ※標仕　14.4.4（8）（ｱ）（ｲ）による ・ 図示による

・ 天井のふところが３．０ｍを超える場合 防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する 遮音性の等級（・Ｔ-１　・Ｔ-２　）

補強方法 ※ 図示による ・ （　　　　　） ・ 適用しない ◯ 9 鍵箱 形式 （16.8.4）

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強 断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する 断熱性の等級（　・Ｈ－４　　・Ｈ－５　　・Ｈ－６　） ◯ ３０本 （ 個） ・ １２０本 （ 個）

補強箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　） ・ 適用しない ・ ６０本 （ 個） ・ （　　）本 （ 個）

補強方法 ※ 図示による ・ （　　　　　） 耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性の等級（　　　） 鋼製既製品とし、監督員の承諾による。

・ 適用しない

4 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類 （14.5.3）（表14.5.1） 10 自動ドア開閉機構 （16.9.2～3）

（表14.5.1）によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 ※ 図示による 4 鋼製建具 性能等級 （16.2.2）（16.4.2～4）（表16.4.2） 自動ドア 性能 防錆 センサーの種類 凍結防止
スタッドの高さが５．０ｍを超える場合 ※ 図示による ・ （　　　　　） 簡易気密型 ・ 適用する ・ SSLD-１ ※標仕 ・ 適用する ・ マットスイッチ

・ 適用しない ・ SSLD-２ 表16.9.1 ・ 適用しない ※ 光線（反射）スイッチ ・ 行う

5 金属成形板張り 材種 ・ アルミニウム ・ （ ） 外部に面する建具の耐風圧性 ・ DSLD-１ による ・ 熱線スイッチ （適用

製法 ※ 押出し ・ プレス ・ ロール ・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ ・ DSLD-２ ・ （　　　） ・ 音波スイッチ 箇所は

寸法 板幅 ※ １００ ・ （ ） 板厚 ※ １．０ ・ （　　　　　） 防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する 遮音性の等級（　　　） ・ 図示によ
る

・ （　　　） ・ 光電スイッチ 建具表

形状 ・ スパンドレル形 ・ パネル形 ・ 適用しない ・ 電波スイッチ による）

表面処理
等

・ Ｂ－１種 ・ Ｃ－１種 ・ （　　　　　） 断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する 断熱性の等級（　　　） ・ タッチスイッチ ・ 行わない

・ Ｂ－２種 ・ Ｃ－２種 ・ 適用しない ・ 押しボタンスイッチ

伸縮調整継手 ・ 設ける ・ 設けない 耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性の等級（　　　） ・ ペダルスイッチ

・ 適用しない ・ 多機能トイレスイッチ

6 アルミニウム製 部材の種類 ・ ２５０形 ・ ３００形 ・ ３５０形 ・ 駆動力 ※ 電気式または油圧式 ・ （ ）
笠木 ・ 板折り曲げ形　 （本体幅　　　　　　　ｍｍ） 鋼板 補助ｾﾝｻｰ ※ 光電スイッチ１組 ・ （ ）

板厚（ｍｍ） ・ （　　　　） 材料 めっき量 厚さ 工事範囲 一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

・ ＪＩＳ Ｇ ３３０２（溶融亜鉛めっき鋼板） ※Ｚ１２又はＦ１２ ・ 表16.4.2による
表面処理 （14.7.2～3）（表14.2.1） ・ ＪＩＳ Ｇ ３３１７（溶融亜鉛-５％アルミニウム ※Ｙ０８ ◯ 11 自閉式上吊り引戸 性能 ※ 標仕　表16.10.1による （16.10.2～3）（表16.10.1）

表面処理の種類　※標仕　表14.2.1による　・（　　　　　　） 合金めっき鋼板） 装置

被膜等の種類 ※ 標仕　表14.2.1による ・ （　　　　　　）

着色 （　　　　　　） 5 鋼製軽量建具 （16.2.2）（16.5.2～4） 12 重量シャッター （16.11.2～4）（表16.11.1）

性能等級 種類 シャッター 耐風圧強度開閉形式 備考
簡易気密型 ・ 適用する ケース （N/㎡）

１３ 1 仕上塗材仕上げ ・ 薄付け仕上塗材 （15.6.2） ・ 適用しない ・ 一般重量 ・ 設ける ・ ５０ ※ 上部電動式

呼び名 防火材料 仕上げの形状等 外部に面する建具の耐風圧性 シャッター ・ 設けない ・ ８０ (手動併用)

左
官
工
事

・ 外装薄塗材Ｓｉ ・ ・ 砂壁状 ・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ ・ 外壁用防火 ※ 設ける ・ １２０ ・ 上部手動式 ※ 危害防止機構
・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ ・ ・ ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗） 防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する 遮音性の等級（　　　） シャッター ・ （　　　） ※ 障害物感知

・ 外装薄塗材Ｅ ・ ・ さざ波状 ・ 適用しない ・ 屋内用防火 装置（自動

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ ・ ・ 平たん状 断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する 断熱性の等級（　　　） シャッター 閉鎖型）

・ 防水形外装薄塗材Ｅ ・ ・ 凹凸状（・吹付け　・こて塗） ・ 適用しない ・ 屋内用防煙 ・ シャッターの

・ 外装薄塗材Ｓ ・ ・ 着色骨材砂壁状 耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性の等級（　　　） シャッター 二段降下方式

・ 内装薄塗材Ｃ ・ （・吹付け　・こて塗） ・ 適用しない スラット及びシャッターケース用鋼板
・ 内装薄塗材Ｌ ・ ・ 砂壁状じゅらく 鋼板の種類 ・ ＪＩＳ Ｇ ３３０２（溶融亜鉛めっき鋼板）

・ 内装薄塗材Ｓｉ ・ ・ 京壁状じゅらく 鋼板 ※亜鉛めっき鋼板 ・ ビニル被膜鋼板 ・ カラー鋼板 ・ ＪＩＳ Ｇ ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

・ 内装薄塗材Ｅ ・ 吸放湿性 ・ 適用する ・ 適用しない 鋼板の厚さ ・ 標仕表１６．５．１による めっきの付着量 ※ Ｚ１２又はＦ１２ ・ （　　　　）

・ 内装薄塗材Ｗ ・ 耐湿性 ・ 適用する ・ 適用しない 召合せ、縦小口包み板等の材質 ・ ステンレス鋼板 ※ 鋼板

電動式の場合の電源 ※ 三相２００Ｖ０．７５ｋｗ以下（過電流保護装置付）

・ 複層仕上塗材 6 ステンレス製建具 性能等級 （16.2.2）（16.4.2）（16.6.2～4） ・ （ ）

呼び名 防火材料 仕上げの形状等 簡易気密型 ・ 適用する 工事範囲 一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次配線は本工事に含む。

・ 複層塗材ＣＥ ・ ・ ゆず肌状 ・ 凸部処理 ・ 凹凸模様 ・ 適用しない

・ 可とう形複層塗材ＣＥ ・ 外部に面する建具の耐風圧性 13 軽量シャッター （16.12.2～4）

・ 複層塗材Ｓｉ ・ 上塗り材 ・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ 開閉形式 シャッターケース 耐風圧強度（Ｎ/㎡）
・ 複層塗材Ｅ ・ 耐候性 ※耐候形3種 防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する 遮音性の等級（　　　） ※ 手動式 ※ 設ける ・ ５０
・ 複層塗材ＲＥ ・ 溶媒 ※水系 ・ 溶剤系 ・ 適用しない ・ 上部電動式 ・ 設けない ・ ６５

・ 防水形複層塗材ＣＥ ・ 樹脂 ※ アクリル系 断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する 断熱性の等級（　　　） （手動併用） ・ ８０

・ 防水形複層塗材Ｅ ・ 外観 ※つやあり ・ つやなし ・ 適用しない ・

・ 防水形複層塗材ＲＥ ・ ・ メタリック 耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性の等級（　　　）

・ ・ 増塗材 ・ 適用する ・ 適用しない ・ 適用しない スラットの材質 めっき量
鋼板（屋外） ※ＳＵＳ４３０ＪＩＬ、ＳＵＳ４４３Ｊ１、ＳＵＳ３０４ ・ （　　　　　） ・ ＪＩＳ Ｇ ３３１２(塗装溶融亜鉛めっき鋼板) ※Ｚ０６又はＦ０６

・ 軽量骨材仕上塗材 鋼板（屋内） ※ＳＵＳ４３０、ＳＵＳ４３０ＪＩＬ、ＳＵＳ４４３Ｊ１、ＳＵＳ３０４ ・ （　　　　　） ・ ＪＩＳ Ｇ ３３２２(塗装溶融５５％アルミニウム ※ＡＺ９０

呼び名 防火材料 仕上げの形状等 表面仕上げ ※HL仕上げ ・ 鏡面仕上げ -亜鉛合金めっき鋼板)

・ 吹付用軽量塗材 ・

・ こて塗用軽量塗材 ・ ステンレス鋼板の曲げ加工 （16.6.5） スラットの形状 ガイドレール・座金の材質
※普通曲げ ・ 角出し曲げ （補強あり） ※ インターロッキング形 ※ ステンレス（ＳＵＳ３０４)

2 ＡＬＣパネルの 内壁目地部の形状 ※ Ｖ形目地付き ・ （　　　　　） （15.6.4） ・ オーバーラッピング形 ・ 溶融亜鉛めっき鋼板

場合の下地処理 ◯ 7 木製建具 建具材の加工、組立時の含水率 ※ Ｂ種 ・ （　　　　） （16.7.2～4）

電源 ※ 単相　１００Ｖ　（過電流保護装置付）

3 マスチック塗料
塗り

種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 （仕上材塗り：ＥＰ－Ｇ　※Ｂ種　・Ａ種） （15.7.2） ◯フラッシュ戸 ・ （　　　　　）　

表面材の合板の種類 工事範囲 一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

合板の種類 規格等 備考 ※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）

4 ロックウール （15.12.2～4） ※ 普通合板 表面の樹種
吹付け 種　　類 色　彩 吹 付 け 厚 さ 生地、透明塗料塗り （※ラワン程度　・　　　　）

・ 一般用 ・ （ ） ・ 着色 ・ 原色 ・ １０ ・ １５ ・ ２０ ・ 25 不透明塗料塗り （※しな程度　　・　　　　）

板面の品質

接着の程度 （ ・ １類 ・ ２類 ）

・ 天然木 樹種名 （　　　　）
化粧合板 接着の程度 （ ・ １類 ・ ２類 ）

・ 特殊加工 化粧加工の方法
化粧合板 （・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能 （　　　　　）タイプ

接着の程度 （ ・ １類 ・ ２類 ）

表面板の厚さ ※標仕　表16.7.6による
・ （　　　　　）

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書5

建築関係（R4.4版）　建築工事（５）



１４ 14 オーバーヘッド （16.13.2～3） １６ ◯ 1 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆ １７ ◯ 8 フローリング張り 単層フローリング （19.5.2）

ドア セクション材料 耐風圧 開閉方式 収納形式 ガイドレール ・ 防火材料 ※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 種類 工法 樹種 厚さ 大きさ 仕上塗装
による区分 (N/㎡) による区分 による区分 の材質 次の箇所を除き防火材料とする。 （箇所：　　　　） ◯フローリング ・ 釘留め工法 ・ ぶな ◯ １５ 板幅 ・ 70 ◯塗装品

建
具
工
事

※ スチールタイプ ・ １２５ ※ バランス式 ・ スタンダード形 ※ ステンレス鋼板 塗
装
工
事

内
装
工
事

ボード （根太張り） ※なら ・ １２以上 ・ 90 ・ 無塗装品

・ アルミニウムタイプ ・ １００ ・ チェーン式 ・ ローヘッド形 （ＳＵＳ３０４） ・ 釘留め工法 ・ 板長さ５００

・ ファイバーグラス ・ ７５ ・ 電動式 ・ ハイリフト形 ・ 溶融亜鉛めっき ◯ 2 素地ごしらえ （18.2.2～7） （直張り） ・ 以上

タイプ ・ ５０ ・ バーチカル形 鋼板 下地面等 種別 ・ 接着工法

木部
不透明塗料塗りの場合 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ フローリング ・ 接着工法 ※ ３０３角

◯ 15 ガラス ◯合わせガラス （16.14.2） 透明塗りの場合 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ブロック ・ モルタル ・ （　　　　　）

品種 構成種類 性能 鉄鋼面 ※ Ｃ種 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 埋込工法

◯フロート合わせ ◯フロート板合わせガラス ・ Ⅰ類 亜鉛めっき鋼面　注） ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ モザイク 接着工法 ・ （　　　　　）
ガラス ・ 熱線吸収、フロート板合わせガラス モルタル面及びプラスター面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 パーケット

・ 網入磨き合わせ ・ 網入磨き、フロート板合わせガラス ・ Ⅱ-１類 コンクリート面、ALCパネル面及び押出成形セメント板面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 間伐材の適用 ・ 適用する ・ 適用しない
ガラス ・ 網入磨き、熱線吸収板合わせガラス ・ Ⅱ-２類 せっこうボード面及び 目地：継目処理工法 ※ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ⅲ類 その他ボード面 目地：継目処理工法 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 天然木化粧複合フローリング

注）曲面合わせガラスの性能はⅠ類 以外
工法 樹種

厚さ/
種別 防湿処理

塗装
大きさ(mm) 仕上げ

◯強化ガラス 注）亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえの種別 ・ 釘留め工法 ・ なら ・ Ａ種 ・ 適用する ・ 塗装品

材料板ガラスによる種類 種類 性能 種別 施工部位及び塗料種別 （根太張り） ・ ・ Ｂ種 ・ 適用しない ・ 無塗装品

・ フロートガラス ・ フロート強化ガラス ・ Ⅰ類 Ａ　種 鋼製の建具の場合又は２溶形ポリウレタンエナメル塗 ・ 釘留め工法 ・ Ｃ種

・ 熱線吸収強化ガラス ・ Ⅲ類 若しくは常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗の場合 （直張り）

◯型板ガラス ・ 型板強化ガラス Ｂ　種 Ａ種、Ｃ種以外 ・ 接着工法 ・ なら 板厚

注）曲面強化ガラスの性能はⅠ類 Ｃ　種 下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合 ・ ・ ８以上

板幅

・ 熱線吸収板ガラス ◯ 3 錆止め塗料塗り （18.3.2～3） ・ ７５以上

品種 性能 色調 下地面等 工程の種別 塗料の種別 板長さ

・ 熱線吸収フロート板ガラス ・ 1種 ・ （　　　　） 鉄鋼面 見え掛り部分 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ 900以上

・ 熱線吸収網入磨き板ガラス ・ 2種 見え隠れ部分 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 接着剤工法の場合の緩衝材 ※ 合成樹脂発泡シート

亜鉛めっき構面 鋼製建具 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ａ種 ・ Ｃ種 現場塗装仕上げ ・ 行う （施工箇所　　　　　　　） ・ 行わない

◯複層ガラス 鋼製建具以外 ※ Ｃ種 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｂ種 ※ ウレタン樹脂ワニス塗り

品種 断熱性 日射熱遮へい性 ・ オイルステンの上、ワックス塗り

◯断熱複層ガラス ・ １種 Ｕ１ ◯ 4 塗装 （18.4.1～18.13.2） ・ 生地のままワックス塗り

・ ２種 Ｕ２ 塗装 種別 塗料の種類

・ ３種 Ｕ－３－１ ・ Ｕ－３－２ ・ 合成樹脂調合 木部屋外 ※Ａ種 ・ Ｂ種 ※ １種 ・ ２種 9 畳敷き （19.6.2）（表19.6.1）

・ 日射熱遮へい複層ガラス ・ ４種 Ｅ４ ペイント塗り 木部屋内 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ※ １種 ・ ２種 種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 （畳床： ・ ＫＴ－ ）

◯ ５種 Ｅ５ (ＳＯＰ) 鉄鋼面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ※ １種 ・ ２種 下地の種類 ・ 標仕　表12.6.1による床組

亜鉛めっき鋼面 ― ※ １種 ・ ２種 ・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）

・ 熱線反射ガラス （16.14.2）（16.14.4） ・ クリヤラッカー塗り(ＣＬ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― ・

品種 色調 断熱性 耐久性 反射皮膜 映像調整 ・ アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（NAD） ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― 畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

・ 熱線反射ガラス ・ （　　　　） ※ １種 Ａ種 ・ 内面 ・ 行う ・ 耐候性塗料塗り(ＤＰ) 鉄鋼面 ― 上塗り等級（　）級 材料を使用したものとする。

・ 高性能 ・ ２種 ・ Ａ種 ・ 外面 ・ 行わない 亜鉛めっき鋼面 ― 上塗り等級（　）級
熱線反射ガラス ・ Ｂ種 コンクリート面及び ・ Ａ種 ・ Ｂ種 上塗り等級（　）級 ◯ 10 せっこうボード （19.7.2～3）（表19.7.1）

・ ３種 Ｂ種 押出成形セメント板面 ・ Ｃ種 その他ボード張り
種類

ＪＩＳ
厚さ、規格等

・ つや有合成樹脂 コンクリート面等 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― 記号

・ 倍強度ガラス エマルションペイント ・ 硬質木毛セメント板 ＨＷ ・ １５ ・ ２０ ・ ２５ ・ （　　　）

材料板ガラスによる種類の名称 色調 塗り(ＥＰ－Ｇ) 屋内の鉄鋼面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― ・ 中質木毛セメント板 ＭＷ ・ １５ ・ ２０ ・ ２５ ・ （　　　）

・ フロート倍強度ガラス ― ・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(ＥＰ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― ・ 普通木毛セメント板 ＮＷ ・ １５ ・ ２０ ・ ２５ ・ （　　　）

・ 熱線吸収倍強度ガラス ・ （　　　　　） ・ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― ・ 硬質木片セメント板 ＨＦ ・ １２ ・ １５ ・ １８ ・ ２１

・ ウレタン樹脂ワニス塗り(ＵＣ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― ・ 普通木片セメント板 ＮＦ ・ ３０ ・
ガラスの留め材及び溝の大きさ （16.14.3）（図16.14.1） ・ ラッカーエナメル塗り(ＬＥ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― ・ けい酸カルシウム板 ０．８ＦＫ タイプ２（無石綿） ※ ６ ・ ８

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(ｍｍ) ・ オイルステン塗り(ＯＳ) ― ― １．０ＦＫ

アルミニウム製 ※ シーリング材 ※ 標仕　表16.14.1による ・ 木材保護塗料塗り(ＷＰ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ― ・ ロックウール化粧吸音板 ＤＲ ・ フラットタイプ （ ・ ９（不燃） ・ １２）
・ ガスケット ・ 図示による ・ 凹凸タイプ

・ グレイジングチャンネル形 ・ （　　　　　） （ ・ １２（不燃） ・ １５ ・ １９）

・ ・ ロックウール吸音ボード１号 ＲＷ-Ｂ ・ １２　・１５　・２５ ・ （　　　）

鋼製及び鋼製軽量 ※ シーリング材 ・ （　　　　　） ・ グラスウール吸音ボード号32K ＧＷ-Ｂ ※ ２５（ガラスクロス包） ・ （　　　）

ステンレス製 ※ シーリング材 ・ （　　　　　） ◯せっこうボード ＧＢ-Ｒ ※ １２．５(不燃） ・ １５(不燃)

・ 不燃積層せっこうボード ＧＢ-ＮＣ ９．５（不燃）化粧無（下張り用）
ガラスブロック積み ・ 化粧有（トラバーチン模様）

ＪＩＳ　Ａ　５２１２によるもの又は評価名簿によるもの （16.14.5） ・ シージングせっこうボード ＧＢ-Ｓ １２．５（不燃）

表面形状 寸法 厚さ 色調 防火認定 備　考 ・ 強化せっこうボード ＧＢ-Ｆ ・ １２．５（不燃） ・ １５（不燃）

・ なし ・ せっこうラスボード ＧＢ-Ｌ ９．５
・ 防火設備 ・ 化粧せっこうボード（木目） ＧＢ-Ｄ １２．５（不燃）幅４４０ｍｍ程度

模様 （ ・ 柾目 ・ 板目　）

専用下地材有り

16 ガラス用フィルム ・ （　　　　　　　　　　） ◯化粧せっこうボード ＧＢ-Ｄ ９．５（準不燃）
（トラバーチン模様）

・ 普通合板 表面の材種
１５ 1

取付方法、性能等
・ 図示による １７ ◯ 1 接着剤 ホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆ （19.2.2） 生地、透明塗料塗り

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。 （※ラワン程度　・　　）

不透明塗料塗り

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

2 メタルカーテン カーテンウォールの材料 （17.2.2） 内
装
工
事

◯ 2 ビニル床シート （19.2.2～3） （※しな程度　・　　）

ウォール 材料 規格 映像調整 種類 ＪＩＳ記号 色柄 特殊機能 厚さ 工法 板面の品質（　　　　　）

※ アルミニウム製 ※ 標仕　16.2.3による ・ Ａ－１種 ・ 行う ◯発泡層の ※ ＦＳ ・ 無地 ・ 帯電防止 ※ ２．０ ※熱溶接 厚さ（mm）（　　　　　）

・ （　　　　　） ・ Ａ－２種 ・ 行わない ないもの （複層ビニル床シート） ・ ﾏｰﾌﾞﾙ柄 ・ 耐動過重性 ・ 突付け 接着の程度（　　　　　）

皮膜の種類 ・ 発泡層の ・ 無地 ・ 防滑性 ・ 防虫処理 ・ 難燃処理

・ ステンレス （※標仕　表14.2.1による） あるもの ・ 柄物 ・ 耐薬品性 ・ 防煙処理

着色（　　） ・ 天然木化粧合板 樹種名（　　　　　　　）

製品及び取付位置の寸法許容差 ※ 標仕　表17.2.1～3による 3 ビニル床タイル （19.2.2～3） 接着の程度 （ ・ １種 ・ ２種 ）

ガラス溝の寸法、形状 ※ 製造所の仕様による ＪＩＳ記号 色柄 寸法 特殊機能 厚さ 厚さ（mm）（　　　　　）

・ ＦＴ ・ 無地 ※ ３００角 ・ 帯電防止 ※ ２．０ ・ 防虫処理 ・ 難燃処理 ・ 防煙処理

(複層ビニル床タイル) ・ 柄物 ・ ４５０角 ・ 防滑性 ・ ２．５ ・ 特殊加工化粧合板 化粧加工の方法
3 ＰＣカーテン カーテンウォールの材料 （17.3.2～5） ・ ３．０ ・ オーバーレイ ・ プリント

ウォール コンクリート ※ 標仕　17.3.2（1）（ｱ）（ｲ）による ・ ＫＴ ・ 無地 ・ ３００角 ・ 帯電防止 ・ ２．０ ・ 塗装

鉄筋 ※ ２９５Ａ （ ・ Ｄ１３ ・ Ｄ１０　） （コンポジションビニル床タイル） ・ 柄物 ・ ４５０角 ・ 防滑性 ・ ３．０ 表面性能 （ ）タイプ

補強鉄線の径(mm) ※ ３．２ ・ ４．０ ・ ５．０ ・ ６．０ ・ ＦＯＡ ・ 無地 ・ ３００角 ・ 帯電防止 ・ （　　　） 接着の程度（ ・ １種 ・ ２種 ）

配筋 ※ 図示による (置敷きビニル床タイル) ・ 柄物 ・ ４５０角 ・ 防滑性 厚さ（mm）（　　　　　）

先付けの材料 ・ サッシ枠 ・ ゴンドラ用ガイドレール ・ 防虫処理 ・ 難燃処理 ・ 防煙処理

表面仕上げ剤 ・ 磁器質タイル 4 ビニル幅木 （19.2.2） ・ メラミン樹脂化粧版 ＪＩＳ Ｋ ６９０３による　（※１．２　・（　　　　）　)
・ 石材 （ ・ 花こう岩 ・ 大理石 ） 材種 厚さ 高さ ・ ポリエステル樹脂化粧版

ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm) ※軟質 ・ 硬質 ・ 溶接 ※ 2.0 ・ ※ ６０ ・ ７５ ・ １００ ・ ミディアムデンシティ ＭＤＦ ・ ３ ・ ７ ・ ９ ・ １２
・ ｈ＝１～+２、Ｗ１及びＷ２＝±１ ファイバーボード

製品及び取付位置の寸法許容差 ※ 標仕　表17.3.1～2による 5 ゴム床タイル （19.2.2） ・ 単板張り ・ 無研磨板 ・ 研磨板
・ （　　　　　） 色柄 厚さ 寸法(mm) パーティクルボード ・ １０ ・ １２ ・ １５ ・ １８

・ （　　　　　） ・ ３．０ ・ ４．５ ・ ６．０ ・ ９．０ ・ （　　　　　） ・ 化粧パーティクルボード ・ 単板オーバーレイ ・ 塗装
・ プラスチックオーバーレイ

◯ 6 カーペット敷き ◯ タイルカーペット （19.3.2～3） ・ １０（難燃） ・ １２(難燃)

寸　法 総厚さ(mm) 色　柄 帯電性 ・ ハードボード（素地） ＨＢ ・ 研磨板

◯ ５００角 ・ ６．５ ※ 無地 ※ ３ｋV以下 （ ・ スタンダード ・ テンパード）

・ （ ） ・ （ 9.0 ） ・ 柄物 ・ その他 ・ ハードボード（化粧） ・ 内装用 ・ 外装用
・ ２．５ ・ ３．５ ・ ５ ・ ７

タイルカーペットの敷き方 平　　場 ※市松敷き ・ 模様流し ・ インシュレーションボード ＩＢ Ａ級（ ・ 天井仕上 ・ 内装仕上）
階段部分 ※模様流し ・ 市松敷き ・ ９ ・ １２ ・ １５ ・ １８

見切り、押え金物 ◯適用する （材質、形状等　※図示　・　　　　　） せっこうボード等の下地は図示による
・ 適用しない 遮音シール材 ・ 適用する （ ・ シーリング材 ・ ジョイントコンパウンド　）

7 合成樹脂塗床 （19.4.2～3）（表19.4.1～8） ・ 適用しない

種別 工法 仕上げの種類 合板類の張付け ※ Ｂ種 ・ Ａ種

・ 厚膜型塗床材 ※平滑仕上げ せっこうボードの目地工法 ・ 仕上表による

・ 弾性ウレタン樹脂系 ・ 防滑仕上げ ・ つや消し仕上げ

塗床

・ 厚膜型塗床材 ・ 薄膜流し展べ工法 ・ 平滑仕上げ
・ エポキシ樹脂系塗床 ・ 厚膜流し展べ工法 ・ 防滑仕上げ

・ 樹脂モルタル工法

・ 薄膜型塗床材

・ （　　　　　）

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 　

建築関係（R4.4版）　建築工事（６）



１７ ◯ 11 壁紙張り （19.8.2） １８ 13 カーテン （20.2.14）（表20.2.1） ２０ ◯ 3 アスファルト舗装 加熱アスファルト混合物の種類 （22.4.4）

施工箇所 壁紙の種類 防火種別 商品名（程度）
形式 開閉操作 ひだの種類

きれ地の種別 一般地域 ・ 密粒度アスファルト混合物　（１３） ・ 寒冷地 ・ 密粒度アスファルト混合物　（１３F）

図示による ・ 不燃 ・ 準不燃 品質、特殊加工 ・ 細粒度アスファルト混合物　（１３） ・ 細粒度ｷﾞｬｯﾌﾟｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　（１３F）
内
装
工
事

・ 不燃 ・ 準不燃 ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

・ シングル ・ 片引き ※手引き ・ フランスひだ 舗
装
工
事

シールコートの施工 ・ 行う ・ 行わない （22.4.5）
・ 不燃 ・ 準不燃 ・ ダブル ・ 引分け ・ ひも引き ・ 箱ひだ、つまひだ 試験 アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない （22.4.6）

・ 不燃 ・ 準不燃 ・ 電動 ・ プレーンひだ、片ひだ

・ 不燃 ・ 準不燃 4 コンクリート舗装 早強セメント ※ 使用しない ・ 使用する （22.5.3）

商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。 14 カーテンレール 材種 ※ アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成形材(アルマイト仕上げ) （20.2.14） 溶接金網 ※ 使用しない ・ 使用する

・ ステンレス製 試験 コンクリート版の厚さの試験 ・ 行う ・ 行わない （22.5.6）

素地ごしらえの種別 （19.8.3） 形状 ※ 角型

モルタル及びプラスター面 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ◯ 5 ブロック系舗装 ・ コンクリート平板舗装 （22.8.2～3）

せっこうボード面 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ◯ 15 カーテンボックス 材質 ・ アルミニウム製既製品 （ ・ シルバー ・ 着色 ） ・ インターロッキングブロック舗装

コンクリート及びALC面 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 鋼製

・ 木製 6 車止め 車止め用既製コンクリート　Ｗ２００×Ｌ６００×Ｈ１２０　小型反射板付き

◯ 12 断熱材 ・ 断熱材打込み工法 （19.9.2） 全面接着アンカー併用固定（掘り込み３０ｍｍ埋め込み６５ｍｍ以上）

種類 厚さ(mm) 16 コーナービート 材質 ※ アルミニウム押出形材差込型

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材 （壁ボード出隅 ※ シルバー ・ 焼付 ・ （ ） ◯ 7 区画線等 トラフィックペイント ＪＩＳ規格品

※押出法ポリスチレンフォーム保温材（スキンなし） ※２種ｂ ※ ２５ 保護金物） ・ コーナー保護金物付きジョイントテープ ※溶融型　（ァ１．５） ・ 加熱型　（ァ１．０程度）

・ ３種ｂ(設地部分) 区画線幅 ※ １５０ ・ （ ）

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材 ◯ 17 天井見切縁 材質 ・ アルミニウム押出形材 ・ 身障者専用駐車スペース表示　（１３００角）

・ フェノール保温材(３種２号を除く) ※ 塩化ビニル製 ・ 駐車スペースナンバー表示　（３５０角）

施工箇所 ※ 仕上表による ・ （ ）

・ 断熱材現場発泡工法 （19.9.3）

種類 厚さ(mm) 施工箇所 ◯ 18 点検口 形式 材　種 寸　法 形　式 備考 ２１ 1 植栽地の確認等 土壌の水素イオン濃度(pH)試験 ・ 行う ・ 行わない （23.1.3）

※Ａ種１ ・ ２５ ※ 図示による 天井 ・ アルミニウム製 ・ ４５０角 ・ 一般形 ・ 鍵付き 水溶性塩類（EC)の試験 ・ 行う ・ 行わない

・ Ｂ種１ ・ ３０ ・ ・ ６００角

床 ・ アルミニウム製目地 ・ ４５０角 植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

2 植栽基盤の整備 土壌改良材 ・ 適用する ・ 適用しない （23.2.2）

・ ステンレス鋼製目地 ・ ６００角

１８ 1 フリーアクセス （20.2.2） 3 植込み用土 ※ 建設発生土の良質土 ・ 客土 （23.2.3）

フロア 構法 ・ パネル構法 ・ 溝構法 ◯ 19 収納・収納家具 合板類

寸法(mm) ※４５０角以上６００角以下 ホルムアルデヒド放出量 ※ Ｆ☆☆☆☆ ・ （ ） 4 土壌改良材 ・ 適用する（施工範囲　※図示による） （23.2.3）

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

高さ(mm) ※１００ ・ １１０ （床版から仕上材天端までの寸法） ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）及びパーティクルボード

耐震性能 ・ １．０Ｇ ・ ０．６Ｇ 5 芝 種類 ※ コウライ芝 ・ ノシバ （23.4.2）

所定荷重(N) ※ ３０００ ・ ５０００ ◯ 20 消火器ボックス ※既製品（埋込みタイプ）

表面仕上げ材 ※タイルカーペット ・ 帯電防止床ﾀｲﾙ 材質 仕上 寸法 扉 表示 6 樹木札 図示による

床パネルの材質 ※アルミ合金ダイカスト製、スチール製又は複合材等 ※鋼製 ※焼付塗装 ※Ｗ３００×Ｈ９００程度 ※ 有り ※絵・文字表示

構造材の材質 ・ アルミニウム製 ・ 鋼製（仕上げ：　　　） ・ ・ 7 枯損樹木などの ※ 引渡し日から１年

配線用取り出し フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合 植替え ・ （　　　　　）

パネル ・ ２０～３０％ ◯ 21 ステンレス流し台 ※ 既製品 ・ 優良住宅部品（セクショナルキッチン）

配線取り出し ・ パネル１枚につき、４０ｍｍ×８０ｍｍ程度の開口１箇所以上 上板及びシンク底部はステンレス製、単槽シンク、トラップ付 8 その他

開口 ・ 図示による

空調用吹き出し ・ なし 22 コンロ台 ※ 既製品 ・ 優良住宅部品（セクショナルキッチン）

(吸い込み)ﾊﾟﾈﾙ ・ あり（形式、施工箇所：図示による） テーブルトップはステンレス製、バックガード （ ※有り ・ 無し ）

ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能 ※適用しない ・ 適用する（適用室：　　　）
◯ 23 吊戸棚 ※ 既製品 ・ 優良住宅部品（セクショナルキッチン）

2 可動間仕切
構造形式

構成基材の種類
総厚さ(mm)

遮音性

スタッド パネル (db) 24 水切棚 ※ 既製品ステンレス製一般型 ・ （　　　　　　　　　）

・ スタッド式(内蔵) ・ アルミ ・ 木質系 ※ ３０以上 ・ ０
・ スタッド式(露出) ・ スチール ・ スチール系 ・ （　　　） ・ １２ 25 くつふきマット 材種 ・ ステンレス製ノンスリップ型　（縁金物　：　ステンレス製）

・ パネル式 ・ ガラス系 ※ ６０以上 ・ ２０ ・ 硬質アルミニウム製　（縁金物　：　硬質アルミニウム製）

・ スタッドパネル式 ・ アルミニウム ・ （　　　） ・ ２８ ・ 塩化ビニル製またはゴム製　（縁金物　：　ステンレス製）

合金系 ・ ３６

26 旗竿 材　　種 形　　状 操作方法 固定方法 備　考
3 移動間仕切 表面仕上げ材 ※ アルミニウム合金製 ・ テーパー式 ・ ロープ式 ・ 埋込式

材質 厚さ(mm) パネル表面仕上げ ・ ・ 同一断面式 ・ ハンドル式 ・ ベース式

・ 鋼板 ・ ０．６ ・ メラミン樹脂焼付 ・ バンド式

・ （　　　） ・ ０．８ 又はアクリル樹脂焼付

・ 壁紙張り 27 旗竿受金物 材種 ※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

パネル内に取り付ける建具 ・ あり（※図示による）
・ なし 28 フェンス フェンスの種類 ・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

（20.2.4） ・ 樹脂塗装メッシュフェンス

操作方法
圧縮装置

総厚さ(㎜)
表面仕上げ材 遮音性 ・ 鋼管フェンス

操作方法 材質 パネル表面仕上 (ｄｂ/５００Hz) ・ アルミフェンス

・ 手動式 ・ プッシュ式 ・ ６０程度 ・ 鋼板 ※焼付塗装 ・ ３６未満
・ 電動式 ・ ハンドル式 ・ １００程度 ・ 壁紙張り ・ ３６以上 29 敷地境界標 ・ 花こう岩（文字記号入り）

・ 部分電動式 ・ コンクリートブロック製の市販品程度

・ 金属製（真ちゅう製５０角　アンカー共）

4 トイレブース （20.2.5）

表面材の種類
脚部 ドアエッジ ◯ 30 止水板 形状 ・ 差込式 ・ 据置式 ・ 壁張り式

形状 形状 材質

※メラミン樹脂系化粧板 ※幅木ﾀｲﾌﾟ ・ 標準 ・ アルミニウム製
・ ポリエステル樹脂系化粧板 ・ Ｒ ・ ステンレス製 １９ ◯ 1 排水管 材種 ・ 遠心力鉄筋コンクリート管 （21.2.1）（表21.2.1）

・ 表面材と同等 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管 （ ※ ＶＰ ・ ＶＵ ・ ＲＳ-ＶＵ　）

・ 排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

◯ 5 視覚障害者用 種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 排
水
工
事

床タイル 屋内 ・ 塩化ビニル製 ・ ３００角 ・ ７．０ 2 鋳鉄製ふた 鋳鉄製マンホールふた （21.2.1）

・ 磁器質タイル ・ せっ器質タイル 種類 適用荷重 鍵
・ レンジコンクリート製 ・ コンクリート製 ・ 水封形 ・ Ｔ-２用 ・ 有り

屋外 ・ 磁器質タイル ・ せっ器質タイル ・ 簡易密閉形（パッキン形） ・ Ｔ-６用 ・ 無し

・ レンジコンクリート製 ・ コンクリート製 ・ 密閉形（テーパ・パッキン形） ・ Ｔ-２０用

ブロックパターンはＪＩＳ　Ｔ　９２５１による ・ 中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン形） ・

・ ＲＳ-ＶＵ

6 階段滑り止め 材種 幅(mm) 取付工法 （20.2.6） 上記以外の品質等は（公社）空気調和衛生工学会ＳＨＡＳＥ－Ｓ２０９による。

・ ステンレス製(ＳＵＳ３０４) ※ ３５ ※接着工法 ※ 表面には用途別の標準文字付きとする。

ビニルタイヤ入り ・ （　　　） ・ （　　　）

3 グレーチング （21.2.1）

◯ 7 床目地棒 床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる。 （20.2.7）
材質 形式 用途 適用荷重

メインバー 亜鉛めっき
※ ステンレス製 □型　（幅４０程度　ァ１．５） ピッチ （付着量） 上面形状

・ ステンレス製 ６×１２ ・ 黄銅製 ６×１２ ・ 鋼製 ・ 受枠 ・ 溝ふた ・ 歩行用 ・ 細め ・ （　　　） ・ 凹凸形
ホールふた 付き、 　（横断用） ・ （　　　） ・ （　　　）

◯ 8 手すり 材種 表面仕上げ 直径(mm) 備考 ・ ステンレス製 ボルト ・ 溝ふた ・ Ｔ－２用 ・ 普通目 ・ 平形

・ タモ ・ クリアラッカー ・ ３５ ・ １段手すり 固定 　（側溝用） ・ Ｔ－６用 ・ 細め

・ ステンレスパイプ ・ ＨＬ ・ ４５ ・ ２段手すり ・ 枡ふた ・ Ｔ－１４用

・ 鋼製パイプ ・ ＥＰ-Ｇ ・ ＳＯＰ ・ （　　） ・ Ｕ字溝用 ・ Ｔ－２０用

・ ビニル製ハンドレール ・ (指づめ防止材共)

4 埋戻し土 ※ Ｂ種 ・ （　　　）

9 ホワイトボード 種　　類 取付方法 形　　状 備　　考 （20.2.8）

ほうろう白板 直付け ※平面 マーキングペン
・ 曲面 受け付き ２０ ◯ 1 路床 路床の材料 （22.2.2～3）

種別 材料
10 煙突ライニング ・ 煙突用成形ライニング材 適用安全使用温度 ※ ４００℃ ・ ６５０℃ （20.2.11） ・ 盛土 ・ Ａ種 ※Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ 建設汚泥から再生した処理土

・ （ ） 舗
装
工
事

・ 遮断層 ・ 川砂、海砂又は良質な山砂 （７５μmふるい通過量１０％以下）
・ キャスタブル耐火材 工法 ・ こて押え ・ （ ） ・ 凍上抑制層 ・ 再生クラッシャラン ・ クラッシャラン

・ 川砂、海砂又は良質な山砂（７５μmふるい通過量１０％以下）

11 ブラインド （20.2.12） ・ フィルター層 ・ 川砂、海砂又は良質な山砂（７５μmふるい通過量１０％以下）

形式 ※ 横型ブラインド ・ 縦型ブラインド 試験 砂の粒度試験 ・ 行う ・ 行わない （22.2.5）

開閉方式 ※ ギヤ式 ・ コード式 ・ 操作棒式 ※ ２本操作コード方式 路床度の支持力比（ＣＢＲ）試験 ・ 行う ・ 行わない

スラットの幅 ※ ２５ ・ ３５ ・ ８０ ・ １００ 路床締固め度の試験 ・ 行う ・ 行わない

◯ 12 ロールスクリーン 材種 操作方式 備考 （20.2.13） ◯ 2 路盤 路盤の材料 （22.3.3）

※ ポリエステル ※ チェーン式 ・ 砕石　Ｃ-４０

・ 綿 ◯プルコード式 ※ 再生クラッシャラン　ＲＣ-４０

・ ガラス繊維 ・ 電動式 ・ クラッシャラン鉄鋼スラグ　ＣＳ-４０

試験 路床締固め度の試験 ・ 行う ・ 行わない （22.3.5）

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書7

建築関係（R4.4版）　建築工事（７）



２２ ◯ 1 揮発性有機 下記の室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下 ２４ ◯ １ 工程関係 ※ 調整無し ２４

化合物の室内 であることを確認し、監督員に報告する。 ・ 別途工事との工程調整が必要有り

濃度の測定 調整項目 ・ 資材等の流用 ・ 仮設及び工事用道路等の調整 ・ 建設機械等の調整 別表－１の記入上の注意：「※を基本とし、他の発注工種が適用する場合には ・ を○に変え、※を ・ に変えること。

そ
の
他

1)対象揮発性   ◯ ホルムアルデヒド　　・ アセトアルデヒド 施
工
条
件

・ 施工順序の調整 ・ 図示による ・ その他 （ ） 施
工
条
件

また、空欄を適用する場合には○を記入し、※を ・ に変えること。」

　有機化合物   ・ トルエン　　・ キシレン　　・ パラジクロロベンゼン　　・ スチレン　　・ エチルベンゼン 別表－１　　　設備工事との工事区分表

　（VOC）   ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ◯ ２ 施工時期 ※ 制限無し
工　　事　　内　　容 建築工事

電気設備　　
　工事

機械設備　　
　工事

その他
施工時間 ・ 制限有り

2）測定室   ・ （                                                                ） 施工方法 ・ 制限する工種名 （ ）

機器の基礎

電　気　関　係

配電盤　・　制御盤の基礎

屋内 ※ ・
  ・ （                                                                ） ・ 施工時期 （ ・ 土日祝日のみ ・ 図示による ・ その他 （ ） ） 屋外 ※ ・

・ 施工時間 （ ・ ・ 時～ 時 まで ・ ） 屋上 ※ ・
3)測定方法  ※ 簡易測定法による。 ・ 施工方法 （ ） 自家発電機の基礎（アンカーボルトを除く） ※ ・

VOCの種別 測　定　方　法 テレビアンテナ基礎（　　〃　　　）　　　　 ※ ・

 ※ホルムアルデヒド  ・検知紙法　・検知管法　・定電位電解法　・吸光光度法　・ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取 工事を施工しない
日

・　有　（　・　　　年　　　月　　　日　　　　　・　別紙のとおり　　　） 避雷針の基礎（　　　〃　　　） ※ ・

 ※トルエン※キシレン※スチレン※エチ
ルベンゼン

 ・ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取
・　無

機　械　関　係

屋内設備（架台、アンカーボルトを除く） ※ ・
工事を施工しない
時間帯

・　有　（　・　　　：　　　　～　　　　：　　　　　　　　　　・　別紙のとおり　　　） 　屋上設備　（　　　　〃　　　　） ※ ・

 ・ 厚生労働省の標準的測定方法による。 ・　無 　屋外設備　（　　　　〃　　　　） ※ ・

VOCの種別 採　取　方　法 測　定　方　法 　架台、　アンカーボルト ・ ※ ※

 ・ ホルムアルデヒド 
 ・ アセトアルデヒド

　・DNPH誘導体化固相吸着／溶媒抽出 ・高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 　特記した基礎 ※ ・ ・

　・固相吸着／溶媒抽出法 ３ 他機関との協議 協議が必要な機関名 （ ）

開　口　部

　梁、床、壁 　補強を要するもの ・ ※ ※

 ・ トルエン  
 ・ キシレン  
 ・ パラジクロロベンゼン 
 ・ スチレン 
 ・ エチルベンゼン

　・固相吸着／溶媒抽出法 　・（　　　　　　　　　　　　　） 協議完了見込み時期 （ ） 　貫通スリーブ 　補強を要しないもの ・ ※ ※

　・固相吸着／加熱脱着法 　梁、床、壁 　補強を要するもの ※

  ・容器採取法 ◯ ４ 工事用地 ・ 下記以外は図示等による。 　貫通部型枠 　補強を要しないもの ※
(1) 工事車両の駐車場　　　　 （ ※ 構内 ・ （ ） ） 　軽量鉄骨下地、壁、 　補強を要するもの ※
(2) 資材置き場 （ ※ 構内 ・ （ ） ） 　天井ボード類の切込 　補強を要しないもの（ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く） ※
(3) 建設発生土（埋戻し、盛り土用）の仮置場所 （ ※ 構内 ・ （ ） ） 　埋込形分電盤、 　補強を要するもの ・ ※ ・

2 県産材・地域材の 　端子盤等の仮枠 　補強を要しないもの ・ ※ ・
活用 県産材を使用部位及び樹種については下記による。（代用樹種は使用できない） ・ 仮設ヤード ※ 無し ・ 有り （ ※ 図示による ・ （ ） ） 　上記開口部の補強 ※
1)木工事 使用部位（ ） 樹種（ ） 　上記開口部の墨出し ※ ※ ※

地域材を使用する部位及び樹種については下記による。 ５ 公害対策 ※ 施工方法の制限無し 　スリーブの穴埋め　（型枠の穴埋めを含む） ・ ※ ※
使用部位（ ） 樹種（ ） ・ 施工方法の制限有り 　フリーアクセスフロア用配線器具 ※

・ 騒音 ・ 振動 ・ 水質 ・ 粉じん ・ 排出ガス ・ その他 （ ） 点　検　口 　床、壁、天井 ※
2)木造工事 県産材を使用部位及び樹種については下記による。（代用樹種は使用できない） ・ 施工方法等 外部取付ガラリ 　ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む ※

使用部位（ ） 樹種（ ） ・ 指定工法名 （ ） ・ 別途協議による ・ 図示による 　湯沸室のフード ※ ・ ・
地域材を使用する部位及び樹種については下記による。 　換気扇の取付枠 ・ ・ ・

使用部位（ ） 樹種（ ） ・ 事業損失防止に関する調査 流　し　台 　排水トラップ共 ※ ・
・ 騒音測定 ・ 振動測定 ・ 水質調査 ・ 近隣家屋の事前・事後調査 ・ 地盤沈下測定

防　油　堤
　オイルサービスタンクの防油堤 自家発用 ※ ・

3)石工事 県産材を使用部位及び石材については下記による。（代用石材は使用できない） ・ その他 （ ） 　タンク基礎 空調用 ※ ・
使用部位（ ） 石材（ ） ・ 調査箇所 　床下水槽のマンホールふた ※

地域材を使用する部位及び石材については下記による。 ・ 図示による ・ 別途協議
屋外排水管

　雨水 ※ ・
使用部位（ ） 石材（ ） ・ 調査時期 　汚水、雑排水 ※

・ 図示による ・ ( ) 　雨水立管　（たてどい） ※
4)その他 県産材を使用部位及び材については下記による。（代用材は使用できない） 　トイレ手すり ※ ・

（　　）工事 使用部位（ ） 材 （ ） ◯ ６ 安全対策 ・ 近接公共施設等に対する制限 　化粧鏡（衛生器具まわり） ・ ※
地域材を使用する部位及び材については下記による。 ・ 近接公共施設名等　 （ ・ 鉄道 ・ 電気 ・ ガス ・ 水道 ・ 電話 ・ その他（ ）） 　はめ込形洗面器用カウンター　（前板共） ※ ・

使用部位（ ） 材 （ ） ・ 制限を受ける工種 （ ） 　ガスボンベ転倒防止用の鎖 ※

電気配管配線

　自動ドア及び電動シャッタなどの制御部と
※

◯ ７ その他 ※ 敷地内は禁煙とし、喫煙場所は別途協議による。 　操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

※ 当該工事現場を使用した技術研修会の開催に関する依頼を受けた場合はこれに協力するものとする。 　防火扉レリーズ ※
２３ 1 資材調達 　次の資材については、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確保を図るために、当該調達地域等以

外から調達せざるを得ない場合は、事前に監督員と協議するものとする。また、購入費用及び輸送費等に要した費用について、
証明書類(実際の取引伝票等)を監督員に提出するものとし、その費用について設計変更の対象とする。 

　電極棒 ・ ※

　配線ピット及びふた ※ ・
東
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　機器などへの接続　（１次側） ※ ・

　機器付属の制御盤以降の２次側の配線配管　（接地共） ※

　機器付属の制御盤への電源供給配管配線 ※

資材名 規格 調達地域等 　自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線 ※

　自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線 ※

　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
※ ・

　と付属操作スイッチの埋込ボックスと、その渡り配管　（接地共）

　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
・ ※

　と付属操作スイッチと、その渡り配線

（１）本工事は元請業者が必要とする共通費における、「共通仮設費のうち仮設建物費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下
記に示す費用（以下「実績変更対象間接費」という。）について、契約締結後、労働者確保に要する方策に変更が生じ、建築関係
工事積算基準（福島県土木部）に基づく金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は、事前に監督員と協議を行い、
協議の結果により実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計変更する「労働者確保に関する積算方
法の試行工事」である。 
        営繕費（共通仮設費における仮設建物費）：労働者送迎費・宿泊費・借上費 
        労務管理費：募集及び解散に要する費用・賃金以外の食事・通勤費等に要する費用・福利厚生等に要　 
　　　　　　　　　　　　する費用・純工事費に含まれない作業用具及び作業被服等の費用・安全、衛生に要する費 
　　　　　　　　　　　　用及び研修訓練等に要する費用・労災保険法による給付以外に災害時に事業主が負担す 
　　　　　　　　　　　　る費用 

　個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共） ・ ※
2 労働者確保 　煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線 ※

　小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線 ・ ※

　ガス漏れ検知器 ・ ※

電　気　錠
　電気錠及び通電金具 ※ ・

　ＴＥＮキー及び制御盤 ※ ・

　エレベーター出入口三方枠　（金属製） ※ ・

　エレベーター出入口三方枠　（石製） ※ ・
（２）本工事の予定価格の算出の基礎とした設計額（建築関係工事積算基準に基づき算出した額）における実 　シャワーユニット ※ ・
　　績変更対象間接費について、その金額または率に占める割合は次のとおりである。 　バスユニット ※ ・

１）共通仮設費に占める、実績変更対象間接費（営繕費）：設計書に積上げ計上された金額 　洗濯機パン ・ ※
２）現場管理費に占める、実績変更対象間接費（労務管理費）の割合： ％

システム天井

　ボード　・　Ｔバー ※
（３）受注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更を希望する場合は、 実績変更対象間接 
　　費に係る費用の内訳を記載した「労働者確保に係る実績報告書（様 式１）」及び実績変更対象間接費につ 
　　いて実際に支払った全ての証明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書 
　　など。）を監督員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。 

（４）受注者の責めによる工事工程の遅れ等受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、設計変 
　　　更の対象としない。 

（５）発注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更する場合、受注者が実績変更対象工事 
　　費について実際に支払った額のうち、証明書類において確認された費用から、建築関係工事標準積算基準 
　　に基づき算出した額における実績変更対象間接費を差し引いた費用を加算して算出する。 
　　なお、全ての証明書類の提出がない場合であっても、提出された証明書類をもって設計変更を行うものとす 
　　る。 

（６）受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等の 
　　　措置を行う場合がある。 

（７）受注者は、実績変更対象間接費にかかる設計変更について疑義が生じた場合は、監督員と協議するものと 
　　する。

　照明ライン設備プレート ※

　空調ライン設備プレート ※

 消火器ボックス ※

 自動制御設備関連のインバーター装置及び盤 ・ ・

 自動制御設備関連のインバーター装置（別途、盤に組込む） ・

　

工事名称

福島県建築関係工事特記仕様書
図面番号

図面名称 建築関係工事特記仕様書8

建築関係（R4.4版）　建築工事（８）



２５ 1 内容 ① 受注者は、現場環境改善の一環として、工事場所毎に設置するトイレのうち男女別に１基ずつ以下の(1)～(11)の仕様をすべて
満たす快適トイレを設置することとする。ただし、快適トイレの設置が困難な場合は監督員と協議する。 
(12)～(17)の仕様については、満たしていればより快適に出来ると思われる項目であり、必須ではない。
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【快適トイレに求める標準仕様(全項目必須)】

（１） 洋式便座

（２） 水洗機能（簡易水洗、し尿処理装置付き含む）

（３） 臭い逆流防止機能（フラッパー機能）

（必要に応じて消臭剤等活用し臭い対策を取ること）

（４） 容易に開かない施錠機能（二重ロック等）

(二重ロックの備えがなくても容易に開かないことを製造者が説明できるもの）

（５） 照明設備（電源がなくても良いもの）

（６） 衣類掛け等のフック付、又は、荷物置き場設備機能（耐荷重５ｋｇ以上）

【快適トイレとして活用するために備える付属品(全項目必須)】

（７） 現場に男女がいる場合に男女別の明確な表示

（８） 入口の目隠しの設置（男女別トイレ間も含め入口が直接見えないような配置等）

（９） サニタリーボックス（女性専用トイレに必ず設置）

（１０） 鏡付きの洗面台

（１１） 便座除菌クリーナー等の衛生用品

【推奨する仕様、付属品（任意）】

（１２） 室内寸法900mm×900mm以上（面積A=0.81m2以上ではない。幅・奥行き各900mm以上）

（１３） 擬音装置（機能を含む）

（１４） 着替え台

（１５） 臭気対策機能の多重化

（１６） 窓などの室内温度の調整が可能な設備

（１７） 小物置き場等（トイレットペーパー予備置き場等）

② 受注者は、快適トイレの設置にあたっては、①の内容を満たす参考見積書（標準仕様、付属品の内訳を明示したもの）を添付
し、規格・基数等の詳細について監督員と協議の上決定し、快適トイレ仕様チェックシート及び資料等（カタログなど）を施工計
画書提出に合わせ提出する。

③ 現場事務所等の屋内に設けるトイレには適用しない。

2 設置に要する費用 快適トイレに要する費用については、当初契約時は計上していない。

月額の支出実態がわかる資料により、監督員と協議の上、51,000円/基・月を上限とし、設計変更の対象とする。

ただし、運搬費・設置費等は対象外とし、従来品相当額（10,000円/基・月）は差し引くものとする。

なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ合計２基までとする。

２６ 1 内容 1 本工事は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のため、下記対策に要した費用について、実績変更の対象とす
る。
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（１）共通費

１）労働者宿舎における密集を避けるための近隣宿泊施設の宿泊費・交通費

２）現場事務所や労働者宿舎等の拡張費用・借地料

３）その他感染拡大防止のために必要と認められる対策に係る費用

（２）現場管理費

１）現場従事者のマスク、インカム、シールドヘルメット等の購入・リース費用

２）現場に配備する消毒液、赤外線体温計等の購入・リース費用

３）遠隔臨場やテレビ会議等のための機器リース費・通信費

４）その他感染拡大防止のために必要と認めらる対策に係る費用

2 施工計画書 2 受注者は、上記１の対策を実施する場合は、施工計画書に記載すること。

　また、上記１の対策に要した費用について、実績変更を希望する場合は、その旨を実績額の提出に先立ち、工事打合せ簿によ
り監督員と協議すること。

3 協議 3 受注者は、上記１の対策に要した費用について「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策費用実績報告書（様式-１）」
及び実際に支払った全ての証明書類（領収書（原本）、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書など）を監
督員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

　なお、様式１の記載にあたっては以下の事項に留意すること。

（１）現場事務所の拡張費用・借地料については、平時における現場事務所設置費用との差額を記載する 
     ものとし、平時における現場事務所設置に要する費用の見積書を添付すること。

（２）労働者宿舎の拡張費用・借地料について「東日本大震災の復旧・復興事業等における労働者宿舎設置 
     に関する試行要領」に基づき労働者宿舎を設置している場合は、拡張に係る費用のみを計上するもの 
     とする。労働者宿舎の設置を予定している場合は、感染拡大防止対策を考慮した宿舎設置費用に 
     ついて試行要領に基づき間接費の変更を行うものとし、感染拡大防止対策に係る費用としての計上は 
     行わない。

4 虚偽の申告 4 受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等の措置を行う場合が
ある。

２７
1 内容 ※ 本工事は、新型コロナウイルス感染症の影響下であることを踏まえ、賃金の押し下げをできる限り取り除くために市場単価及び

補正市場単価の補正をする。

特
別
措
置
に
基
づ
く
市
場
単
価
の
補
正

2 基準 ※ 令和４年度の公共工事設計労務単価における特別措置を踏まえた建築関係工事に適用する市場単価の運用について 
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Ⅰ建築概要

Ⅱ一般事項

Ⅲ工事種目

Ⅳ工事項目

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

●印をつけたものを適用する

●印をつけたものを適用する

法定構造

工事名称

建築場所

工　　期

建築用途

階　　数

構造種別

１．　本工事は本特記仕様書並びに設計図書に準拠し、当社電気設備工事標準仕様書又は日

　　本建築家協会編電気設備工事仕様書を準用し又、下記諸規定条令に基ずき施行すること

　　　　　電気設備技術基準・内線規定・消防法・建築基準法・電話用配管の手引き

２．　本工事に伴う関係法規上の申請手続きを関係官公署及び電力会社に遅滞なく行うこと

３．　本工事着手にあたって、製作又は施行上必要な図面又は工程表を遅滞なく作成し係員

　　の承認を受けること

４．　本工事に関して、本特記仕様書及び設計図書に記載なきものであっても施行上又は法

　　規上、当然必要と思われるものについては、請負者の負担にて施行する

５．　本工事完了後、竣工図書を遅滞なく作成し、係員に提出すると共に機器及び装置の取

　　扱い説明を行い引渡しを行うこと

防火対象物　６項(ハ)－３

● 電 灯 コ ン セ ン ト 設 備 工 事

● テ レ ビ 共 聴 設 備 工 事○ 電 力 引 込 設 備 工 事

● 幹 線 動 力 設 備 工 事

● 電 話 配 管 設 備 工 事

Ⅴ特記補足事項 ・完成後いんぺいされる部分は係員と協議のうえ写真撮影をし提出する事

・機器の取付け位置は再度打合せの事

Ⅸ器取付高さ

Ⅷ 工 事 区 分 工 事 項 目
建築

区 分

電気 設備 別途
Ｎｏ

１

２

３

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

同上、開口補強工事

換気扇の壁及び天上切込み工事

換気扇及び同取付工事

同上、開口補強工事

照明器具の天上切込み工事

ＲＣ壁、床の穴明け及び構造体補強

ＲＣ梁の貫通スリーブ及び構造体補強

４

電気設備機器の基礎及び仕上げ

機 器 名 称 取 付 高 さ 備 考 機 器 名 称 取 付 高 さ

引 込 開 閉 器

分 電 盤

手 元 開 閉 器

警 報 盤

端 子 盤

積 算 電 力 量 計

ス イ ッ チ 類

コ ン セ ン ト 類

イ ン タ ー ホ ン

押 釦 ス イ ッ チ

チ ャ イ ム

ブ ザ ー

音 量 調 節 器

電話アウトレット

テレビアウトレット

※いずれも取付高さは原則とするが機器仕様もしくは取付位置により

　係員と充分打合せを行う事

地上 ＋１８００～

地上

床上

床上

床上

床上

床上

＋１８００

＋１８００

＋１８００

＋１５００

＋２０００

＋１２００

＋１３００床上

＋１３００床上

床上

床上

＋１８００～

＋１８００～

地上
床上

盤天端

盤天端

盤中心

盤天端

盤天端

盤天端

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

床上

床上

床上

＋１５００

＋１５００

＋１５００

中　心

中　心

中　心
床上

床上

床上

畳上 ＋１５０

畳上 ＋１５０

畳上 ＋１５０

自 火 報 総 合 盤 床上 中　心

非 常 警 報 装 置

３．消防署

Ⅹ諸官庁に対する

　打ち合わせ事項

自火報副受信機

自 火 報 受 信 機

＋１５００

○

ＴＥＬ　　

ＴＥＬ　　

ＴＥＬ　　

○

アスファルトの切込み及び復旧工事

同上、機器への接続工事

空調用屋内外機器間の配管配線工事

点検口の取付け及び補強工事 ○

１．電力会社　

２．ＮＴＴ

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

備 考

備 考

消火器

＋１１００

＋２５０

＋２５０

＋２５０

建築面積

○

○

○

〇　Ｓ造　　○　ＳＲＣ造　　○　ＲＣ造　　●　木造

〇 受 変 電 設 備 工 事

地下　　　階　　　　地上　１　階　　　　塔屋　　　階

(仮称)やまみ病児保育所増築工事

会津若松市山見町地内

主用途　保育所　　従用途　

158.00m2

○　耐火　　〇　簡易耐火　　○　木造　　　●　その他の建築物

● イ ン タ ー ホ ン 設 備 工 事

● 自 動 火 災 報 知 設 備 工 事

〇 防 排 煙 設 備 工 事

１．　電力引込設備工事

　　　引込方式　　○架空　　○埋設　　○引込柱（○要　○不要）

　　　供給電圧　　６６００Ｖ

４．　電灯コンセント設備工事　　配線方式　〇配管配線　●ケーブル　〇その他

　　蛍光灯　　Hf32Ｗ相当以上　　●ＬＥＤ　○高効率蛍光灯

　　蛍光灯　　Hf32Ｗ未満　　　　●ＬＥＤ　○高効率蛍光灯

　　プレート類　〇新金属　○ステンレス　〇プラスチック　●ワイド

　５．　電話配管設備工事

　　引込方式　　○架　空　○埋　設　　●引込柱（○要　●不要）

　　　　　　　　●ＮＴＴ　○構内交換　○集　中　○分　散　●その他

　　局線端子盤　○露　出　○埋　込　　○他組込　○保安器収納数５回線

　　中間端子盤　○露　出　○埋　込　　○半埋込　○盤　　数　　　１面

　　プレート　　○新金属　○ステンレス　●プラスチック　○その他

　７．　インターホン設備工事

　　　通話方式　　○親子式　○相互式　●複合式

　　　モニター　　●ワイド　〇その他

　　　付加仕様　　●ワイヤレス子器

１２．　自動火災報知設備工事

　　　受信機　　○壁掛型　　〇自立型　　〇防排煙制御併設

　　　　　　　　〇形式Ｐ型１級　回線　　〇設置場所　

　　　副受信機　○回線１５回線　　　　　○設置場所

　　　総合盤　　●単独型　　○消火栓併設型

１３．　防排煙制御設備工事

　　　対　象　　　○防火扉　〇防火シャッター　○排煙垂れ壁

　　　方　式　　　〇個別制御　　　　　○中央制御

　　　制御盤　　　○単　独　　　　　　〇自火報併設

　　　回線数　　　〇回線数　　回線

○

２．　受変電設備工事

　　　設置場所　　○屋内　　○屋上　　●屋外

　　　型　　式　　○屋内　　○屋外　　●キュービクル　　

　　　設備容量　　〇動力　　　ＫＶＡ　　〇電灯　　　ＫＶＡ　　合計　　　ＫＶＡ

　　　　　　　　　〇高圧進相コンデンサ　リアクトル付　　

３．　幹線動力設備工事

　　　電気方式　動力幹線　３　相　３　線　　　　　２１０Ｖ　　●配管　●ケーブル

　　　　　　　　電灯幹線　１　相　３　線　２１０／１０５Ｖ　　●配管　●ケーブル

　　　設備容量　動力設備　機械設備　　　　ＫＷ　空調設備　　　　　　ＫＷ

　　　　　　　　電灯設備　　　　　　　　　ＫＶＡ

着工　令和４年９月　日　　　完成　令和５年２月　日

延床面積 124.84m2(既存含む447.03㎡)

● ト イ レ 呼 出 し 設 備 工 事

　８．　トイレ呼出し設備工事

　　　システム方式　　○多窓式　　●1回路式

　　　付加仕様　　　　●呼出ボタン(引きひも付)　
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

○

○

８． テレビ共聴設備工事                                          

   アンテナ    ＵＨＦ  ○２０素子  ○ＢＳ/ＣＳ ７５cm            

   ブースター  増幅容量４０ｄＢ                                  

               設置場所                                          

   プレート    ○新金属  ○ステンレス  ●プラスチック    ○その他

Ⅵ 支 給 品 ・ロスナイ用スイッチ

Ⅶ 別 途 工 事

〇保安協会・主任技術者協会等による手続申請費用

○電波障害補償等の公害対策費（参考見積を協議のうえ提出の事）

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

Free
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 EM-CE3.5□-3C(FEP30)

 EM-CET60□E8□(FEP65)

 手元開閉器(消毒保管庫用3φ3ω200V3.1kw)

 既設LT-1

R

*注:6分配器1個増設

 引きひも付き呼出しﾎﾞﾀﾝ

1回路用 

 既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

 ｲﾝﾀｰﾎﾝﾄﾞｱﾎﾝ(5型ﾜｲﾄﾞﾓﾆﾀｰ付ﾜｲﾔﾚｽﾓﾆﾀｰ子機1台付)

LP-1

L-1

[既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ]

電灯ブレーカー3P225AF150AT(逆潮流可能型)

増設のうえ接続

動力予備MCB3P50AF50ATに接続

 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

 電源検出ﾕﾆｯﾄ

至検出
ﾕﾆｯﾄ

*電源EM-EEF2.0-3C

8□

8□

AE

AE

AE

AE

LAN

2P

特記無き配線は下記のとおり

EM-AE0.9-2C

EM-AE0.9-3C

EM-S5C-FB

EM-Cat5

EM-ICT0.5-2P

AE

AE

LAN

2P

 EM-CET38□E5.5□

PB400□×300WPSUS

 EM-CET60□E8□(FEP65)電灯/EM-CE3.5□-3C(FEP30)動力

EM-CET60□E8□/EM-CE3.5□-3C (床下配線)

←床下突出し

 EM-CE3.5□-3C+E2□

EM-CE8□-3C+E5.5□

*床暖房用4室
　(別途工事)

EM-FCPEV0.9-2P

EM-EEF2.0-3C

8□

EM-CE8□-2C+E5.5□

▼GL

 掘削土

 良質掘削土

 埋設シート(W300)

[外灯/監視ｶﾒﾗ埋設詳細図]
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配

４寸勾
配

４寸勾
配

<軒先部>雪止め
SUS L-50×50

<軒先部>雪止め
SUS L-50×50

屋根棟換気 屋根棟換気

500
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500

屋根棟換気
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6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

4
0
0

ソーラーパネル
355W×6

 接続箱

総重量125kg
(金物含む)



１ ３

２ ４

E T
NFB2P30A/20AT×18

30mA 0.1秒

中性線欠相保護付

ELB3P
100AF/60AT

LP-1（鋼板製露出型）

（下部より入線）

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ

（キュービクルヨリ）EM-CET60□E8□

７

８６

５

１０

９

１２

１１

L-1
16173VA

１４

１３

容量(VA)回 路 名回路番号

1 調理室照明  258

3 検収室温水器更衣室コンセント  800

5  485

7 1030

9 1400

11 1410

13 1260

15

17

ストッカー冷凍冷蔵庫滅菌庫コンセント

更衣室エアコン

IHクッキングヒーターコンセント

IH炊飯ジャーコンセント

電子レンジコンセント

予　備

予　備

容量(VA)回 路 名回路番号

2 調理室給湯器  250

4 調理WC温水便座温水器 1050

6  570

8  690

10

12 1400

14 200V/1900

16

18

プロセッサー製氷機スープジャーコンセント

調理室エアコン

IHジャーコンセント

オーブンコンセント

予　備

予　備

LP-1回路一覧

ELB3P
50AF/30AT

（下部より入線）

３φ３Ｗ　２１０Ｖ

（キュービクルヨリ）EM-CE3.5□-3C

消毒保管機
手元開閉器

3.1kw

MCB3P
100AF/75AT

200V

1400IHクッキングヒーターコンセント

合計 13903VA

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

Free

2022/06/15分電盤結線図№1
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１ ３

２ ４

E T
NFB2P30A/20AT×32

30mA 0.1秒

中性線欠相保護付

ELB3P
100AF/75AT

L-1（鋼板製露出型）

（上部より入線）

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ

（LP-1ヨリ）EM-CET38□E5.5□

７

８６

５

１０

９

１２

１１

１６

１５

１４

１３

容量(VA)回 路 名回路番号

1 誘導灯   10

3 照明  529

5  300

7  300

9 1200

11  350

13 1050

15  350

17  200

19  485

21  485

職員休憩室コンセント

隔離室コンセント

洗濯乾燥機コンセント

誰でもトイレ温水便座コンセント

保育室1温水便座温水器コンセント

職員WC温水便座コンセント

防水コンセント

隔離室エアコンコンセント

受入室エアコンコンセント

容量(VA)回 路 名回路番号

2 非常灯    4

4 事務室コンセント  200

6  500

8  250

10 1000

12  740

14  740

16

18  485

20  570

22  485

給湯器コンセント

廊下保育室コンセント

冷蔵庫電子レンジコンセント

保育室3暖房便座温水器コンセント

保育室2暖房便座温水器コンセント

事務室エアコンコンセント

職員休憩室エアコンコンセント

保育室1エアコンコンセント

L-1回路一覧

１８

１７

２０

１９

２２

２１

２４

２３

２６

２５ ２７

保育室3エアコンコンセント24  570 570保育室2エアコンコンセント23

床暖房26 1200床暖房25

28床暖房27

30予　備29

16173VA合計

床暖房

予　備予　備31 32

1200

1200

1200

２８

(逆潮流可能型)

ELB3P
50AF/20AT

(逆潮流可能型)

予　備

予　備

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

Free

2022/06/15分電盤結線図№2
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太陽光発電
3.0KW

(ﾊﾟｰﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰより)



延長ケーブル

7

PV1

1

D種

PV2

太 陽 電 池 ア レ イ 1 （2.13kw）

355W × 6枚

信 号 入 力

専用ACアダプター
AC100Vコンセントへ

↓

電源部

信 号 出 力

D種

電源部

電力検出ユニット

カラーモニタ(7型)

〈単線結線図〉

D種

DS１

BD１

MCCB2

DS2

BD2

ＲＹ

ＲＹ

単独能

ＵＶＲ

ＵＦＲ

ＯＶＲ

ＯＦＲ

単独受

パワーコンディショナ
（１φ３Ｗ　３．０ｋＷ）

接続ユニット

ELCB

CTセンサー

EM-CE8□-2C

L-1

ELCB

自立運転用コンセント付
（１φ２Ｗ　１．５ｋＶＡ）

D種

(逆潮流可能型 )

無線通信

通信

(附属ケーブル )

EM-FCPEV0.9-2P

EM-CE8□-3C+E5.5□

EM-EEF1.6-3C

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

Free

2022/06/15太陽光発電設備結線図
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照 明 器 具 参 考 姿 図

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｇ ＨＥ Ｆ

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

パナソニック　ＬＧＢ５２６０２ＬＥ１

ＬＥＤシーリングライト　２０形丸形スリム蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢＺ６１１１Ｋ

ＬＥＤペンダント

パナソニック　ＬＧＣ３１１０４

ＬＥＤシーリングライト

パナソニック　シーリングライトＸＬＧＥ５００８ＣＥ１

シーリングライト　６０形電球１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３                      
器具光束１７６０ｌｍ、消費電力１６Ｗ、電圧１００Ｖ  
拡散タイプ、天井直付型、ソフトターン方式、カチットＦ
カバー：アクリル（乳白つや消し）                    

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束３４００ｌｍ、消費電力２７．６Ｗ、電圧１００Ｖ        
吊下型、直付タイプ                                            
カバー：アクリル（乳白つや消し）                              
枠：プラスチック（乳白つや消し）                              
リモコンで〈１００％～５％〉調光、専用リモコン送信器同梱      

ＬＥＤフラットランプφ７０  クラス５００  １灯（口金ＧＸ５３－１）
温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３                                    
器具光束４４０ｌｍ、消費電力５Ｗ、電圧１００Ｖ                    
拡散タイプ、天井直付型・壁直付型、防雨型、ネジ込み方式            
プラスチック（プラチナメタリック）、カバー：アクリル（乳白）      
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）                        

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束４２９９ｌｍ、消費電力３２Ｗ、電圧１００Ｖ            
ソフトターン方式、カチットＦ、竿縁天井取付アダプタ対応        
カバー：アクリル（乳白つや消し）                              
リモコンで〈１００％～５％〉調光、専用リモコン送信器同梱      

※型番は参考とする

パナソニック　直付ＸＬＸ４６０ＡＥＮＰＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

パナソニック　直付ＸＬＸ４３０ＡＥＮＰＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

パナソニック　直付ＸＬＷ４６２ＡＥＮＺＬＥ９

ｉＤシリーズ直付形４０形　Ｄスタイル防湿型・防雨型Ｗ１５０

パナソニック　ダウンライトＸＡＤ３４２０ＶＣＥ１

ＬＥＤダウンライト　１００形ダイクール電球１灯器具相当

パナソニック　ダウンライトＸＡＤ３４００ＶＣＥ１

ＬＥＤダウンライト　１００形電球１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＤＣ１１０１ＶＫＬＥ１

ダウンライト　６０形電球１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＤ３１００ＶＬＥ１

ＬＥＤダウンライト　１００形電球１灯器具相当

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ                      
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）                          
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）      
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）          
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３                      
電源装置はライトバー側に内蔵                        

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ                      
消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）                          
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）      
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）          
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３                      
電源装置はライトバー側に内蔵                        

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ                                          
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ                    
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）                      
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）                              
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３                          
電源装置はライトバー側に内蔵                                            

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３                    
器具光束７７５ｌｍ、消費電力７．３Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、高気密ＳＢ形                          
枠：アルミ（ホワイトつや消し）                    
埋込穴φ１００                                    

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３                            
器具光束４５５ｌｍ、消費電力４．７Ｗ、電圧１００Ｖ        
電源ユニット内蔵、拡散タイプ、ＰａＰＩＲｓ・明るさセンサ付
高気密ＳＢ形、点灯照度・点灯保持時間調整機能付            
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し）                  
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）                
埋込穴φ１００                                            

ＬＥＤフラットランプφ７０  クラス７００  １灯（口金ＧＸ５３－１）
温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３                                    
器具光束７１０ｌｍ、消費電力７．３Ｗ、電圧１００Ｖ                
拡散タイプ、高気密ＳＢ形                                          
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し）                          
埋込穴φ１００                                                    

ＬＥＤフラットランプφ７０  クラス７００  １灯（口金ＧＸ５３－１）
温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３                                    
器具光束７１０ｌｍ、消費電力７．３Ｗ、電圧１００Ｖ                
集光タイプ、高気密ＳＢ形                                          
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し）                          
埋込穴φ１００                                                    

パナソニック　ＬＧＤ１１０８ＶＬＥ１

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３                    
器具光束４７５ｌｍ、消費電力４．５Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、高気密ＳＢ形                          
枠：アルミ（ホワイトつや消し）                    
埋込穴φ１００                                    

ＬＥＤダウンライト　６０形電球１灯器具相当

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

1/100
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（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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2022/06/15電灯設備平面図

09 埼玉県新座市東北2-34-12-703　TEL 080-2013-1806

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＴＩＴＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

ＮＯ．

ＤＲＯＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ
Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体

一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文

一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

E -

Ｓ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

1

3

市道 一箕3-506号線

おむつ

保育室３

風除室

調理室

調理更衣室

食品庫

検収室

事務室

隔離室
収納

保育室１

収納

収納

保育室２

ロッカー
棚

流し

収納スペース

GL-650

冷

受入室

GL-510

GL-1050 GL-700

GL-670

GL-1000 GL-1000

GL-1020

GL-50

GL-650 GL-650

GL-650

GL-650

GL-120

廊下１

廊下２

渡廊下

GL-600

GL-600

GL+300

GL-600

GL-600

GL-600

GL+300

傘立

吹抜

Y
1

Y
2

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

X
2

X
1

X
3

X
4

X
5

X
6

X
7

X
8

X
9

Y
10

Y
11

Y
12

Y
13

Y
14

Y
15

224.20223.93
223.55

223.90

224.21223.59

職員
WC

幼児
シャワー

汚物
流し

職員
休憩室

誰でも
トイレ

調理
WC 洗濯

化粧

収納

スロープ
勾配1/12

平面

吹抜部

室外機
置き場 室外機

置き場

設備スペース
給湯器、太陽光パワコンなど

X
6

Y
1

Y
2

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

Y
10

Y
11

Y
12

Y
13

Y
14

910

8190

1820 1820

2730？

910

1
0
0
1
0

9
1
0

9
1
0

5
4
6
0

2
7
3
0

1
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
8
2
0

9
1
0

1
8
2
0

15470

7280

910 910 910 910 1820910 1820 1820

6
0
0
0

6
0
0
0

4
4
4
8

4
8
0
0

18200

4
5
5

300

1100

*ｾﾝｻｰ付

*ｾﾝｻｰ付

*ｾﾝｻｰ付

*ｾﾝｻｰ付

*ｾﾝｻｰ付

*調色調光
 ﾘﾓｺﾝ付

*調色調光
 ﾘﾓｺﾝ付

*調色調光
 ﾘﾓｺﾝ付

*調色調光
 ﾘﾓｺﾝ付

*ｾﾝｻｰ

※注:保育室1,2,3、廊下1と2の一部、風除室は吹抜け

給気

給気

給気

給気

24h

24h
24h

24h 24h 24h 24h

24h

24h

A

B

C
D

E
F×2G×2G×3

E×2

H

H

H

H

H

I×2

Ｋ

L

L

L

F×3

C

J

P

*24h換気用(機械設備支給品)

特記無き配線は下記のとおり

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF1.6-2C+3C

※注:配線器具はﾜｲﾄﾞ仕様とする



（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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2022/06/15コンセント設備平面図
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市道 一箕3-506号線
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風除室

調理室
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GL-120

廊下１ 廊下２
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流し
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誰でも
トイレ

調理
WC 洗濯

化粧

収納

スロープ
勾配1/12

平面

吹抜部

室外機
置き場

室外機
置き場

X
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2 2

2

2

2 2 2

2

2

2ET

ET

2ET

ET

2ET

ET

ET

ET

ET

3WPET

3WPET

2

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

ET

AC

 ｴｱｺﾝ用

ET

ET

ET

ET

3WPET

3WPET

3WPET

3WPET

2ET 2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

 ｶﾞｽ給湯器用

2ET

※注:保育室1,2,3、廊下1と2の一部、風除室は吹抜け

2

2

*注:保育室1、2、3は
 扉付きｺﾝｾﾝﾄ仕様

特記無き配線は下記のとおり

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C



照 明 器 具 参 考 姿 図

Ａ Ｃ

Ｂ

Ｄ

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７８０

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 4.2 4.6 4.7 4.9 3.3

Ａ２ 9.3 10.2 10.8 11.9 12.9

Ａ４ 7.4 8.2 8.7 9.6 11.7

パナソニック　ＮＮＦＢ９１６０５Ｃ

φ１００低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ                  
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯            
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４                            
レンズ：ガラス、カバー：鋼板：（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池            
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付                          
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）
消費電力１．０Ｗ

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＦＡ１０３１２ＬＥ１＋ＦＫ１００００

パナソニック　ＦＡ２０３１２ＬＥ１＋ＦＫ２０００６＋ＦＫ２０００７

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア      
Ｃ級 片面型                         
壁・天井直付型                      
一般型（２０分間）                  
ニッケル水素蓄電池                  
リモコン自己点検機能付              
型式認定番号：１ＡＳ１１１－３２０７
消費電力２．０Ｗ

ＬＥＤ　Ｃ級　避難口誘導灯片面型

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯両面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア      
Ｂ級・ＢＬ形  両面型                
壁・天井直付型                      
一般型（２０分間）                  
ニッケル水素蓄電池                  
リモコン自己点検機能付              
型式認定番号：１ＡＭ２２１－３２１０
消費電力２．６Ｗ

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７７５

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 5.4 5.9 6.3 6.9 7.9

Ａ２ 11.3 12.7 13.5 15.2 18.6

Ａ４ 8.5 9.6 10.2 11.6 14.6

パナソニック　ＮＮＦＢ９３６０５Ｃ

※型番は参考とする

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

φ１００中天井用（～６ｍ）、３０分間タイプ                
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯          
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６                          
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池          
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付                        
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）
消費電力１．３Ｗ

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

1/100

2022/06/15誘導灯非常灯姿図
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（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

1/100

2022/06/15誘導灯非常灯設備平面図
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市道 一箕3-506号線

おむつ

保育室３
風除室

調理室

調理更衣室 食品庫

検収室

事務室 隔離室

収納

保育室１

収納

収納

保育室２

ロッカー 棚

流し

収納スペース

GL-650

冷

受入室

GL-510

GL-1050 GL-700

GL-670

GL-1000 GL-1000

GL-1020

GL-50

GL-650 GL-650

GL-650

GL-650

GL-120

廊下１
廊下２

渡廊下

GL-600

GL-600

GL+300

GL-600

GL-600

GL-600

GL+300

傘立

吹抜

Y
1

Y
2

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

X
2

X
1

X
3

X
4

X
5

X
6

X
7

X
8

X
9

Y
10

Y
11

Y
12

Y
13

Y
14

Y
15

224.20223.93
223.55

223.90

224.21223.59

職員
WC

幼児
シャワー

汚物
流し

職員
休憩室

誰でも
トイレ

調理
WC 洗濯

化粧

収納

スロープ
勾配1/12

平面

吹抜部

室外機
置き場

室外機
置き場

設備スペース
給湯器、太陽光パワコンなど

X
6

Y
1

Y
2

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

Y
10

Y
11

Y
12

Y
13

Y
14

910

8190

1820 1820

2730？

910

1
0
0
1
0

9
1
0

9
1
0

5
4
6
0

2
7
3
0

1
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
8
2
0

9
1
0

1
8
2
0

15470

7280

910 910 910 910 1820910 1820 1820

6
0
0
0

6
0
0
0

4
4
4
8

4
8
0
0

18200

4
5
5

300

1100

CH:
222

5 r
=5.

4m

CH:3938 r=3.3m

 既設片面を両面に取替

CH:3119 r=3.3m

※注:保育室1,2,3、廊下1と2の一部、風除室は吹抜け

A
A

B

C

C D

特記無き配線は下記のとおり

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF2.0-2C



（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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2022/06/15自動火災報知設備平面図

13 埼玉県新座市東北2-34-12-703　TEL 080-2013-1806

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＴＩＴＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

ＮＯ．

ＤＲＯＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ
Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体

一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文

一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

E -

０

０
０ ０

０

０

Ｓ

０

０

Ｐ

Ｂ
Ｓ

Ｓ

０

０

市道 一箕3-506号線

おむつ

保育室３

風除室

調理室

調理更衣室
食品庫

検収室

事務室 隔離室

収納

保育室１

収納

収納

保育室２

ロッカー
棚

流し

収納スペース

GL-650

冷

受入室

GL-510

GL-1050 GL-700

GL-670

GL-1000 GL-1000

GL-1020

GL-50

GL-650 GL-650

GL-650

GL-650

GL-120

廊下１ 廊下２
渡廊下

GL-600

GL-600

GL+300

GL-600

GL-600

GL-600

GL+300

傘立

吹抜

Y
1

Y
2

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

X
2

X
1

X
3

X
4

X
5

X
6

X
7

X
8

X
9

Y
10

Y
11

Y
12

Y
13

Y
14

Y
15

224.20223.93
223.55

223.90

224.21223.59

職員
WC

幼児
シャワー

汚物
流し

職員
休憩室

誰でも
トイレ

調理
WC

洗濯

化粧

収納

スロープ
勾配1/12

平面

吹抜部

室外機
置き場

室外機
置き場

設備スペース
給湯器、太陽光パワコンなど
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※注:保育室1,2,3、廊下1と2の一部、風除室は吹抜け

Ω

Ω

P型2級埋込型 

特記無き配線は下記のとおり

EM-AE0.9-2C

EM-AE0.9-4C

EM-HP0.9-5P(至る総合盤)

直線12m



番号 図面名称 縮尺

M-01 機械設備工事特記仕様書-1 N㻿

M-02 機械設備工事特記仕様書-2 N㻿

M-03

M-04

機械設備工事試験内容一覧表 N㻿

M-05

衛生・消火設備　機器・器具表M-06

衛生設備　外部配管図M-07

衛生・消火設備　平面図M-08

空調設備　機器表

換気設備　計算書

換気設備　平面図

換気設備　平面図（24H換気）

空調設備　平面図

凡例・保温仕様

M-00 図面リスト N㻿

換気設備　機器表

N㻿

N㻿

N㻿

N㻿

N㻿

1/100

1/400

施工要領図 N㻿

1/100

1/100

1/100

M-09

M-10

M-11

M-12

M-13

M-14

M-15 既存改修図　換気設備　平面図 1/100

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

NS

2022/06/15図面リスト
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章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項
䪳 䞉 㻝㻣 䜲䞁䝃䞊䝖 ᗋ∧䛷᩿⇕ᮦᡴ㎸䜏㒊ศ䛿䚸᩿⇕ᮦ⏝䜲䞁䝃䞊䝖䛸䛩䜛䚹 䪷 䞉 㻝 ୰ኸ┘どไᚚ 䞉 ᭷ 䠄 䞉 ᮏᕤ事 䞉 ู㏵㻌㟁Ẽタഛᕤ事 䠅 䞉 ↓

䪳 ᕤ事項目　　䠄ᶵᲔタഛᕤ事䠅 䕿༳䜢௜䛧䛯䜒䛾 䞉 㻝㻤 䝁䞁䜽䝸䞊䝖㈏㏻

䞉䛿䛴䜚䞉✸Ꮝ

䠄㻝䠅 ㈏㏻䚸䛿䛴䜚ཪ䛿✸Ꮝ䛩䜛⟠ᡤ䛿䚸事๓䛻㔠ᒓ᥈▱ᶵ䛻䜘䜛㕲➽䞉ᇙタ≀䠄㟁⥺㢮䞉㓄⟶㢮䠅䛾ㄪᰝ䜢⾜䛖䛣䛸䚹 ⮬
ື
ไ
ᚚ
タ
ഛ

䞉 㻞 ィ⿦⏝㓄⥺ ᒇእ䞉ᒇෆ㟢ฟ䛾㟁⥺䛿䚸ᅗ㠃䛻特記䛜↓䛡䜜䜀㔠ᒓ⟶㓄⥺䛸䛩䜛䚹 㻔➨㻠⦅㻌㻝㻚㻡㻚㻝㻕
ᘓ≀✀ูཬ䜃ᒇእ

㻝 㻞 㻟 㻠 ᒇ　እ
䠄䠎䠅 㔠ᒓ᥈▱ᶵ䛻䜘䜛ㄪᰝ䛷ุ᩿䛷䛝䛺䛛䛳䛯ሙྜ䛿䚸㼄⥺ෆ㒊᥈ᰝ䠄᧜ᙳ䠅➼䛻䜘䜛ㄪᰝ䛻䛴䛔䛶┘╩ဨ䛸༠㆟䛩䜛䛣䛸䚹 ኳ஭ෆ㞃ⶸ䛾㓄⥺䛿䚸ᅗ㠃䛻特記䛜↓䛡䜜䜀䜿䞊䝤䝹㓄⥺䛸䛩䜛䚹

ᕤ事項目 ᶵ
Ე
タ
ഛ
ඹ
㏻
事
項

䠄䠏䠅 㔠ᒓ᥈▱ᶵཬ䜃㼄⥺ෆ㒊᥈ᰝ䠄᧜ᙳ䠅➼䛻䜘䜛ㄪᰝ䛜ᅔ㞴䛺ሙྜ䛿䚸ఇ᪥➼䛻㛵ಀタഛ䜢೵Ṇ䛧୙ 䛾事ែ䜢᝿ᐃ䛧䛯ୖ䛷䛾᪋ᕤ䛺䛹䚸

ᑐᛂ᪉ἲ䛻䛴䛔䛶┘╩ဨ䛸༠㆟䛾ୖ䚸᪋タ⟶⌮⪅䛻ሗ࿌䛩䜛䛣䛸䚹

䞉 㻟 ᒇෆ䜻䝱䝡䝛䝑䝖 䞉 㗰ᯈ 䠄ཌ㻝㻚㻢䡉䡉௨ୖ䠅 䞉 䝇䝔䞁䝺䝇㗰ᯈ 䠄ཌ㻝㻚㻞䡉䡉௨ୖ䠅 㻔➨㻠⦅㻌㻝㻚㻟㻚㻟㻕
ᶵ
Ე
タ
ഛ
ඹ
㏻
事
項

䞉 㻝 ✵Ẽㄪ࿴タഛ
䞉 㻞 ᥮Ẽタഛ
䞉 㻟 ᤼↮タഛ 䞉 㻝㻥 㟁ືᶵཬ䜃 䠄䠍䠅 㟁ືᶵ䛾㟁※࿘Ἴᩘ䛿䠑䠌㻴㼦䛸䛩䜛䚹
䞉 㻠 ⮬ືไᚚタഛ ไᚚ┙ 䠄䠎䠅 ไᚚ㢮䛾௙ᵝ䛿ୗ記䛾䛸䛚䜚䛸䛧䚸ヲ⣽䛿ᅗ㠃特記䛻䜘䜛䚹 䪸 䞉 㻝 ୍⯡事項 ᶵჾཬ䜃௙ᵝ䛿ᶵჾ⾲䛻䜘䜛 ⾨⏕㝡ჾ䛾Ⰽ䛿┘╩ဨ䛾ᣦ♧䛻䜘䜛
䞉 㻡 ⾨⏕ჾලタഛ 䞉 ཷὀ〇సရ䠄┴௙ᵝရ䠅 䞉 ᪤〇ရ
䞉 㻢 ⤥Ỉタഛ 䠄䠏䠅 䝠䝳䞊䝈䠄 ᗘ䝠䝳䞊䝈䜒ྵ䜐䠅ཬ䜃⾲♧ⅉ䛿✀ูẖ䛻ணഛရ䜢⣡ධ䛩䜛䚹 䞉 㻞 ᑠ౽ჾ⏝⠇Ỉ⿦⨨ ಶูឤ▱䝣䝷䝑䝅䝳᪉ᘧ 䠄 䞉 ᑠ౽ჾ୍యᆺ 䞉 ᑠ౽ჾศ㞳ᆺ 䠄 䞉 ᇙ㎸䜏 䞉 㟢ฟ 䠅 䠅 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻞㻕
䞉 㻣 ᤼Ỉタഛ 䠄䠐䠅 Ỉ୰䝫䞁䝥௜ᒓ䜿䞊䝤䝹䛾᭱ᑠኴ䛥䛿㻞㻚㻜㼙㼙㻞௨ୖ䛸䛧䚸୰㛫᥋⥆䛿䛧䛺䛔䛣䛸䚹 ⾨

⏕
タ
ഛ
ჾ
ල

䞉 㻤 ⤥ഛタ‮ 䞉 㻟 ኱౽ჾ 䞉 ⠇Ỉ䊡ᙧ 䞉 ⠇Ỉ䊠ᙧ 䞉 ୍⯡ᙧ 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻞㻕
䞉 㻥 ᾘⅆタഛ 䞉 㻞㻜 ⤯⦕⥅ᡭ ᅗ♧䛾⟠ᡤ䛻タ䛡䜛䚹௙ᵝ䛿ᶆ‽ᅗ䛻䜘䜛䚹 㼇ᶆ‽ᅗ㻙᪋ᕤ㻟㼉
䞉 㻝㻜 䜺䝇タഛ 䞉 㻠 ኱౽ჾ౽ᗙ 䞉 ᬑ㏻౽ᗙ 䞉 ᬮᡣ౽ᗙ 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻞㻕
䞉 㻝㻝 པᡣᶵჾタഛ 䞉 㻞㻝 㓄⟶⁐᥋㒊䛾 䞉 ᾐ㏱᥈യ᳨ᰝ䠄㻼㼀㻕ཪ䛿☢⢊᥈യ᳨ᰝ䠄㻹㼀䠅 䞉 ᨺᑕ⥺㏱㐣᳨ᰝ䠄㻾㼀㻕 ᬮᡣ౽ᗙ䜢タ⨨䛩䜛ሙྜ䛾䚸௜ຍᶵ⬟䛿ḟ䛻䜘䜛
䞉 㻝㻞 㞵Ỉ฼⏝タഛ 㠀◚ቯ᳨ᰝ 䞉  ỈὙίᶵ⬟ 䠄 Ỉ㐨┤⤖⤥Ỉ᪉ᘧ䛸䛩䜛　　ຍ⇕᪉ᘧ䠄 䞉 ㈓ᘧ‮ 䞉 ▐㛫ᘧ 䠅 䠅
䞉 㻝㻟 ί໬ᵴタഛ 䞉  㢼஝⇱ᶵ⬟ 䞉 ⬺⮯ᶵ⬟ 䞉 ᨃ㡢ᶵ⬟
䞉 㻝㻠 ᪼㝆ᶵタഛ 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻢㻕
䞉 㻝㻡 ᧔ཤᕤ事 䞉 㻡 Ỉᰦ 䞉 ୍⯡Ỉᰦ 䈜 ⠇ỈᆺỈᰦ
䞉 㻝㻢
䞉 䞉 㻢 ⮬ືỈᰦ 䠄䠍䠅 ᶵჾ⾲䛻䜘䜛 䠄䠎䠅 ⮬ືỈᰦ䛾㟁※౪⤥᪉ἲ 䠄 䈜 㻭㻯㻝㻜㻜㼂 䞉 㟁ụᘧ 䞉 Ⓨ㟁ᘧ 䠅 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻣㻕
ᕤ事項目䛾ศ㢮䛿䚸බඹᘓ⠏ᕤ事ෆヂ᭩ᶆ‽᭩ᘧ䠄タഛᕤ事⦅䠅䠄ᖹᡂ㻟㻜ᖺ∧䠅䜢ᶆ‽䛸䛩䜛䚹

䪴 䞉 㻝 タィ ‵ᗘ
እẼ᮲௳

ᐊ　ෆ　䠄㻌ㄪ㻌ᩚ㻌目㻌ᶆ㻌್㻌䠅 䞉 㻣 ᨃ㡢⿦⨨ 䠄䠍䠅 ᶵჾ⾲䛻䜘䜛 䠄䠎䠅 ᨃ㡢⿦⨨䛾㟁※౪⤥᪉ἲ 䠄 䈜 㻭㻯㻝㻜㻜㼂 䞉 㟁ụᘧ 䠅
୍⯡⣔⤫

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項  㻌ᗘ ‵㻌ᗘ  㻌ᗘ ‵㻌ᗘ  㻌ᗘ ‵㻌ᗘ  㻌ᗘ ‵㻌ᗘ
✵
Ẽ
ㄪ
࿴
タ
ഛ

䠄䠠䠞䠅 䠄䠮䠤䠅 䠄䠠䠞䠅 䠄䠮䠤䠅 䠄䠠䠞䠅 䠄䠮䠤䠅 䠄䠠䠞䠅 䠄䠮䠤䠅 䪹 䞉 㻝 㔞Ỉჾ 䠄䠍䠅 ぶ䝯䞊䝍䞊 䠄 䞉 ㈚୚ရ 䞉 ㈙䛔ྲྀ䜚 䠅 䠄 䈜 ┤ㄞᘧ 䞉 䝟䝹䝇ᘧ 䠅
○ 㻝 ᶵჾ➼䛾㓄⨨ タィᅗ䛻䛚䛔䛶ᶵჾ䛾㓄⨨䛿䚸ᩘ㔞ཬ䜃㛵ಀ఩⨨䛾䜏䜢♧䛧䚸ṇ☜䛺఩⨨䛿䛥䜙䛻ᡴྜ䛫䜢ᚲせ䛸䛩䜛

ኟ　Ꮨ 䉝 䠂 䉝 䠂 䉝 䠂 䉝 䠂
䠄䠎䠅 Ꮚ䝯䞊䝍䞊 䠄 䞉 ㈚୚ရ 䞉 ㈙䛔ྲྀ䜚 䠅 䠄 䈜 ┤ㄞᘧ 䞉 䝟䝹䝇ᘧ 䠅

○ 㻞 ᶵ　ᮦ ᮏᕤ事䛻౑⏝䛩䜛タഛᶵᮦ➼䛿䚸タィᅗ᭩䛻つᐃ䛩䜛䜒䛾ཪ䛿ྠ➼௨ୖ䛾䜒䛾䛸䛩䜛䚹 䛊┴䠖➨㻝⦅㻌㻝㻚㻡㻚㻝䛋
෤　Ꮨ 䉝 䠂 䉝 䠂 䉝 䠂 䉝 䠂

⤥
Ỉ
タ
ഛ

䞉 㻞 㔞Ỉჾᱝ 䠄䠍䠅 ぶ䝯䞊䝍䞊⏝ 䠄 䞉 Ỉ㐨事ᴗ⪅䛾ᣦᐃရ 䞉 ᶆ‽ᅗ 䠅 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻤㻚㻠㻕
䛯䛰䛧䚸ྠ➼௨ୖ䛾䜒䛾䛸䛩䜛ሙྜ䛿䚸┘╩ဨ䛾ᢎㅙ䜢ཷ䛡䜛䚹 䛊┴䠖➨㻡⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻠䛋 䠄䠎䠅 Ꮚ䝯䞊䝍䞊⏝ 䠄 䞉 Ỉ㐨事ᴗ⪅䛾ᣦᐃရ 䞉 ᶆ‽ᅗ 䠅

○ 㻟 ᶵᮦ䚸᪋ᕤ䛾 ඹ㏻௙ᵝ᭩䛾ྛ項䛾ヨ㦂䛻䜘䜛䜋䛛䚸䛂ᶵᲔタഛᕤ事ヨ㦂ෆᐜ୍ぴ⾲䛃䛻䜘䜛䚹 䛊┴䠖➨㻝⦅㻌㻝㻚㻡㻚㻟䛋 䞉 㻞 ෭ᬮᡣ䛾⬟ຊ ✵Ẽ⇕※䝠䞊䝖䝫䞁䝥䝴䝙䝑䝖ཬ䜃䝟䝑䜿䞊䝆ᙧ✵Ẽㄪ࿴ᶵ䛾 ‵ᗘ᮲௳䛿䠦䠥䠯᮲௳䛻䜘䜛 䞉 㻟 ᘚ㢮 䠄䠍䠅 Ỉ㐨┤⤖㒊ศ䛿㻶㻵㻿ཪ䛿㻶㼂䠍䠌㻷䛸䛩䜛䚹 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻝㻕
ヨ㦂 䠄䠎䠅 䛭䛾௚䛾㒊ศ䛿䠦䠥䠯ཪ䛿㻶㼂䠑䠧䛸䛩䜛

䞉 㻟 䜀䛔↮⃰ᗘィ 䞉 タ䛡䜛㻌䠄㟁※䛿䚸௜ᒓไᚚ┙䛾䠎ḟഃ䜘䜚ྲྀ䜚ฟ䛩䜒䛾䛸䛧䚸㓄⟶㓄⥺䛸䜒ᮏᕤ事䛻ྵ䜐䠅 䞉　　　　タ䛡䛺䛔 㻔➨㻟⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻠㻕 䛯䛰䛧䚸特記㒊ศ䛿䠦䠥䠯ཪ䛿㻶㼂䠍䠌䠧䛸䛩䜛䚹
○ 㻠 ⪏㟈᪋ᕤ 䠄䠍䠅 ⪏㟈᪋ᕤ䛿䚸䛂⚟ᓥ┴ᘓ⠏タഛ⪏㟈䞉ᑐὠἼィ⏬ᣦ㔪䠄⚟ᓥ┴ᅵᮌ㒊ไᐃ䠅䛃䚸

ཬ䜃䚸䛂ᘓ⠏タഛ⪏㟈タィ䞉᪋ᕤᣦ㔪㻔䠄୍㈈䠅᪥ᮏᘓ⠏䝉䞁䝍䞊㻕䛃䛻䜘䜛䚹 䞉 㻠 ↮㐨 䞉 㗰ᯈཌ䛥䛿↮㐨ᖜ㻟㻜㻜䃥௨ୗ䛿㻟㻚㻞㼙㼙䚸㻟㻜㻜䃥䜢㉸䛘䜛䜒䛾䛿㻠㻚㻡㼙㼙䛸䛩䜛䚹 㻔➨㻟⦅㻌㻝㻚㻝㻚㻟㻕 䞉 㻠 ᘬ㎸⣡௜㔠➼ 䞉 せ 䠄 ู㏵ᨭฟ 䠅 䞉 ୙せ
䞉 ᅗ♧䛻䜘䜛

䠄䠎䠅 ᮏᕤ事᪋タ䛾⪏㟈Ᏻ඲ᛶ䛾ศ㢮䛿ୗ記䛻䜘䜛䚹 䞉 㻡 ⥭ᛴ㐽᩿ᘚ 䞉 ᭷ 䠄 䞉 ᶵᲔᘧ 䞉 㟁Ẽᘧ 䠅 䞉 ↓ 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻞㻞㻕
䞉 特ᐃ䛾᪋タ 䠄 䞉 ⏥㢮䠍 䞉 ⏥㢮䠎 䞉 எ㢮䠍 䞉 எ㢮䠎 䠅 䞉 㻡 䝎䜽䝖ᕤἲ పᅽ䝎䜽䝖䛸䛩䜛䚹䠄㧗ᅽ䠍ཬ䜃㧗ᅽ䠎䛾㒊఩䛿ᅗ♧䛻䜘䜛䚹䠅 㻔➨㻟⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻝㻕
䞉 ୍⯡䛾᪋タ 䠄 䛭䛾௚ 䠅 䞉 㻢 ヨ㦂 ୰Ỉ䜢฼⏝䛩䜛ሙྜ䛾㏻Ỉヨ㦂䛿䚸㞧⏝Ỉ⣔⤫䛻╔ⰍỈ䜢౑⏝䛧䛶ㄗ᥋⥆䛜䛺䛔䛛☜ㄆ䛩䜛䛣䛸 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻥㻚㻟㻕

䞉 㻢 㛗᪉ᙧ䝎䜽䝖ᕤἲ 䞉 䜰䞁䜾䝹䝣䝷䞁䝆ᕤἲ
䠄䠏䠅 タഛᶵჾ䛾タィ⏝ᶆ‽Ỉᖹ㟈ᗘ䠄㻷㼟䠅䛿䚸ୗ⾲䛻䜘䜛䚹 䞉 䝁䞊䝘䞊䝪䝹䝖ᕤἲ䠄ඹᯈ䝣䝷䞁䝆ཪ䛿䝇䝷䜲䝗䜸䞁䝣䝷䞁䝆䠅

タ㻌⨨㻌ሙ㻌ᡤ

⪏㻌　㟈㻌　Ᏻ㻌　඲㻌　ᛶ㻌　䛾㻌　ศ㻌　㢮 䞉 㻣 㢼㔞 ᐃཱྀ ྲྀ௜䛡⟠ᡤ䛿ᅗ♧䛻䜘䜛䚹ྲྀ௜䛡㠃䛿┘╩ဨ䛾ᣦ♧䛻䜘䜛䚹 㻔➨㻟⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻢㻕 䪺 䞉 ᨺὶ⣡௜㔠➼ 䞉 せ 䠄 䞉 ᮏᕤ事 䞉 ู㏵ᕤ事 䠅 䞉 ୙せ
特ᐃ䛾᪋タ ୍⯡䛾᪋タ

⏥㢮㻝㻘㻞　ཬ䜃　எ㢮㻝㻘㻞 䛭䛾௚ 䞉 㻤 䝏䝱䞁䝞䞊➼ 䠄䠍䠅 እቨ䛻㠃䛩䜛䜺䝷䝸䛻┤᥋ྲྀ䜚௜䛡䜛䝏䝱䞁䝞䞊ཬ䜃䝩䝑䝟䞊䛻䛿䚸᤼Ỉ⟶䜢タ䛡䚸᭱ᐤ䜚䛻᤼Ỉ䛩䜛䛣䛸 䞉 Ὑ㠃ჾ➼䛾᤼Ỉ⟶ Ὑ㠃ჾ➼䛻┤⤖䛩䜛᤼Ỉ⟶䛾ᑍἲ䛿ჾල䝖䝷䝑䝥䜘䜚䝽䞁䝃䜲䝈䜰䝑䝥䛸䛩䜛
㔜せᶵჾ ୍⯡ᶵჾ 㔜せᶵჾ ୍⯡ᶵჾ 䠄䠎䠅 䝅䞊䝸䞁䜾䝕䜱䝣䝳䞊䝄䞊ᙧ྿ฟཱྀ䛻䛿䚸ୗ記䛾᥋⥆䝏䝱䞁䝞䞊䜢タ䛡䜛䛣䛸 㻔➨㻟⦅㻌㻝㻚㻝㻠㻚㻠㻕 ᤼
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⪏㟈䜽䝷䝇 ⪏㟈䜽䝷䝇㻿 ⪏㟈䜽䝷䝇㻭 ⪏㟈䜽䝷䝇㻮 䠄䠽䠅 䝛䝑䜽ᚄ䛜䃅䠎䠌䠌௨ୗ䛾䜒䛾 䠐䠌䠌㽢䠐䠌䠌㽢䠎䠑䠌䠤 䞉 ‶Ỉヨ㦂⥅ᡭ 㻟㝵௨ୖ䛻䜟䛯䜛᤼Ỉ❧䛶⟶䛻䛿䚸ྛ㝵䛤䛸䛻‶Ỉヨ㦂⥅ᡭ䜢ྲྀ௜䛡䜛
ୖᒙ㝵䚸ᒇୖ

䠎䠊䠌 䠍䠊䠑 䠍䠊䠌
䠄䠾䠅 䝛䝑䜽ᚄ䛜䃅䠎䠌䠌䜢䛣䛘䜛䜒䛾 䠑䠌䠌㽢䠑䠌䠌㽢䠏䠌䠌䠤

ཬ䜃ሪᒇ 䠄䠏䠅 䝤䝸䞊䝈䝷䜲䞁ᙧ྿ฟཱྀ䛻䛿䚸ୗ記䛾᥋⥆䝏䝱䞁䝞䞊䜢タ䛡䜛䛣䛸 䞉 ヨ㦂 ᤼Ỉ⟶䛿䚸‶Ỉヨ㦂䜢⾜䛔䚸⾨⏕ჾල➼䛾ྲྀ௜᏶஢ᚋ䛻㏻Ỉヨ㦂䜢⾜䛖䛣䛸 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻥㻚㻟㻕

୰㛫㝵 䠍䠊䠑 䠍䠊䠌 䠌䠊䠒
䠄䠽䠅 䝅䞁䜾䝹ᙧ 䠎䠌䠌㽢䠄䠨䠇䠍䠌䠌䠅㽢䠏䠌䠌䠤 䠄䠾䠅 䝎䝤䝹ᙧ 䠎䠑䠌㽢䠄䠨䠇䠍䠌䠌䠅㽢䠏䠌䠌䠤

䞉 ᒇእ᤼Ỉᱝ⏝䜅䛯 䞉 ᒇእ䝥䝷䝇䝏䝑䜽ᱝ⏝ሷ䝡

䜅䛯

県 　 章 ： 䈜 ↓䛧 䞉 ධ䜚
䠍㝵ཬ䜃 䠍䠊䠌 䠌䠊䠒 䠌䠊䠐 䞉 㜵↮䝎䞁䝟䞊ཬ䜃 ᶆ‽௙ᵝ᭩䛾䜘䜛䜋䛛䚸ୗ記䛻䜘䜛 おすい、雨水等の標準文字： 䈜 ධ䜚 䞉 ↓䛧 特ṦᩥᏐ䠖 䈜 ↓䛧 䞉 ᭷䜚䠄ᅗ♧䛻䜘䜛䠅
ᆅୗ㝵 䠄䠍䠊䠑䠅 䠄䠍䠊䠌䠅 䠄䠌䠊䠒䠅 㜵ⅆ㜵↮䝎䞁䝟䞊 䠄䠍䠅 ᚟ᖐ᪉ᘧ 㐲㝸ᘧ䠄㟁ືᘧ㻌䠄ᐃ᱁ධຊ䛿㻌䠠䠟䠎䠐䠲　䠌䠊䠓䠝௨ୗ㻌䠅䠅 㻔➨㻟⦅㻌㻝㻚㻝㻡㻚㻥㻕 開 閉 具 納 品 ： 䞉 䠍ಶ 䞉 䠄 ಶ 䠅

ὀ䠅䠖䠄㻌㻌㻌㻌䠅ෆ䛾್䛿ᆅ㝵䛚䜘䜃䠍㝵䠄䛒䜛䛔䛿ᆅ⾲䠅䛻タ⨨䛩䜛Ỉᵴ䛾ሙྜ䛻㐺⏝䛩䜛 䠄䠎䠅 ᚟ᖐືస 㡰㏦䜚 䞉 ᒇእ䝥䝷䝇䝏䝑䜽ᱝ⏝㗪㕲

〇㜵ㆤ䜅䛯

県 　 章 ： ※ ↓䛧 䞉 ධ䜚
おすい、雨水等の標準文字： 䈜 ධ䜚 䞉 ↓䛧 特ṦᩥᏐ䠖 䈜 ↓䛧 䞉 ᭷䜚䠄ᅗ♧䛻䜘䜛䠅

䈜 ୖᒙ㝵䛾ᐃ⩏䛿ḟ䛻䜘䜛 䞉 㻝㻜 ᘚ㢮 䞉 㻶㻵㻿ཪ䛿㻶㼂䠑㻷 䞉 㻶㻵㻿ཪ䛿㻶㼂䠍䠌㻷 耐 荷 重 ： 䈜 ᅗ♧䛻䜘䜛
ᘓ　≀　㝵　ᩘ ୖ　ᒙ　㝵 ᘓ　≀　㝵　ᩘ ୖ　ᒙ　㝵 䞉 䝇䝔䞁䝺䝇㗰⟶䛻ྲྀ䜚௜䛡䜛ᘚ㢮䛿䚸䝇䝔䞁䝺䝇〇䛸䛩䜛䚹 構 　 造 ： 䈜 ⼖␒䝻䝑䜽ᘧ䚸⼖␒⿄✰ᘧ䚸㙐ᘧ䛾༊ศ䛿䚸ᅗ♧䛻䜘䜛䚹
䠎䡚䠒㝵ᘓ ᭱ୖ㝵 䠍䠌䡚䠍䠎㝵ᘓ ୖᒙ䠏㝵 䞉 㻝㻝 㜵᣺⥅ᡭ 䞉 ྜᡂ䝂䝮〇 䞉 䝇䝔䞁䝺䝇〇䝧䝻䞊䝈ᙧ 䞉 䠏ᒣᶞ⬡〇䝧䝻䞊䝈ᙧ 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻤㻕 開 閉 具 納 品 ： 䞉 䠍ಶ 䞉 䠄 ಶ 䠅
䠓䡚䠕㝵ᘓ ୖᒙ䠎㝵 䠍䠏㝵ᘓ ୖᒙ䠐㝵 䞉 䝁䞁䜽䝸䞊䝖ᱝ⏝㗪㕲〇䜅

䛯

県 　 章 ： ※ ↓䛧 䞉 ධ䜚
䛆㔜せᶵჾ䛇 䞉 㻝㻞 䢈䢖䡳䡸䢈䢚䢕䡸䢚䡪䡮䢙䢀 䞉 ྜᡂ䝂䝮〇෇⟄ᙧ 䞉 䝇䝔䞁䝺䝇〇䝧䝻䞊䝈ᙧ 䞉 ྜᡂ䝂䝮〇䝧䝻䞊䝈ᙧ 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻥㻕 おすい、雨水等の標準文字： 䈜 ධ䜚 䞉 ↓䛧 特ṦᩥᏐ䠖 䈜 ↓䛧 䞉 ᭷䜚䠄ᅗ♧䛻䜘䜛䠅

䞉 㧗⨨Ỉᵴ 䞉 ཷỈᵴ 䞉 䠄 䠅 䞉 䠄 䠅 耐 荷 重 ： 䈜 ᅗ♧䛻䜘䜛
䞉 ✵Ẽㄪ࿴ᶵ 䞉 པᡣᶵჾ 䞉 䠄 䠅 䞉 䠄 䠅 䞉 㻝㻟 ఙ⦰⟶⥅ᡭ 䞉 䝧䝻䞊䝈ᙧ 䞉 䝇䝸䞊䝤ᙧ 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻣㻕 開閉用フック(ハンドル)納品： 䞉 䠍⤌ 䞉 䠎⤌ 䞉 䠄 ⤌ 䠅
䞉 䝪䜲䝷䞊 䞉 ෭༷ሪ 䞉 䠄 䠅 䞉 䠄 䠅 䞉 ໬⢝⵹ ※ ↓䛧 䞉 ᭷䜚䠄௙ᵝ䚸ᵓ㐀➼䛿ᅗ♧䛻䜘䜛䠅

䞉 㻝㻠  ᗘィ ྲྀ௜㒊䛿ୗ記䛻䜘䜛　　　 ᗘィ䛿෇ᙧᣦ♧ィ㻌䠄䝞䜲䝯䝍䝹ᘧ䃅䠍䠌䠌䠅㻌䛸䛩䜛 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻟㻚㻞㻕 開 閉 具 納 品 ： 䞉 䠍⤌ 䞉 䠄 ⤌ 䠅
䠄䠐䠅 タィ⏝㖄┤ᆅ㟈ຊ 䞉 ⇕※ᶵჾ䛾෭ Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅㻌ཬ䜃෭༷Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅 㻔➨㻟⦅㻌㻝㻚㻝㻠㻚㻝㻞㻕

　タィ⏝Ỉᖹᆅ㟈ຊ䛾䠍䠋䠎䛸䛧䚸Ỉᖹᆅ㟈ຊ䛸ྠ᫬䛻ാ䛟䜒䛾䛸䛩䜛 䞉 䝪䜲䝷䞊䛾 Ỉ⟶㻌䠄㏉䜚䠅
䞉 ✵Ẽㄪ࿴ᶵ䛾෭ Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅㻌ཬ䜃୕᪉ᘚ⿦⨨ᚋ䛾෭ Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅

䠄䠑䠅 ㍍㔞ᶵჾ➼䛾⪏㟈᪋ᕤ 䞉 ⇕஺᥮ჾ䛾 Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅 䪻 䞉 ᘚ㢮 ⤥Ỉタഛ䛾ᙜヱ事項䛻䜘䜛䚹 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻝㻕
　ୖ記௨እ䛾䠍䠌䠌䡇䡃௨ୗ䛾㍍㔞䛺ᶵჾ䛾ᤣ௜䛡䚸ྲྀ௜䛡䛻䛴䛔䛶䛿䚸ྲྀ௜ୗᆅ䜢ධᛕ䛻᪋ᕤ䚸☜ㄆ䛧䚸 䞉 ෭ Ỉ䝦䝑䝎䞊㻌䠄㏦䜚䠅㻌ཬ䜃෭ Ỉ䝦䝑䝎䞊䛾ྛ㏉䜚⟶
ᶵჾ䝯䞊䜹䞊䛾ᣦᐃ䛩䜛᪉ἲ䛷☜ᐇ䛻ྲྀ௜䛡䚸ᤣ௜䛡䜢⾜䛔ⴠୗ➼䛻␃ព䛩䜛䛣䛸䚹 䞉 ✵Ẽㄪ࿴ᶵ㻌䠄䝟䝑䜿䞊䝆ᙧ䜢ྵ䜐䠅㻌䛾䝃䝥䝷䜲䝏䝱䞁䝞䞊䚸䝺䝍䞁䝎䜽䝖䚸እẼྲྀධ䝎䜽䝖 ⤥
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䞉 ಖ  ಖ 䛾✀ู䛿䚸ᶆ‽௙ᵝ᭩䛻䜘䜛䚹 㻔➨㻞⦅㻌㻟㻚㻝㻚㻡㻕
ཬ䜃䝺䝍䞁䝏䝱䞁䝞䞊

䞉 䛭䛾௚ ㈓䛸䛣䜛䛩Ỉ᤼᥋㛫䛻䛧ὶ䛾䜚ᐤ᭱䛶䛻⟶䝇䝺䞁䝔䝇䛿䞊䝻䝣䞊䝞䞊䜸䛾ჾ‮⤥ᘧ‮
䞉 㻡 ᘓ≀ᑟධ㒊䛾ኚ఩ 䞉 ᅗ♧䛾⟠ᡤ䛻ኚ఩྾཰㓄⟶䜢᪋ᕤ䛩䜛䚹せ㡿䛿ᶆ‽ᅗ䛻䜘䜛䚹 㼇ᶆ‽ᅗ㻙᪋ᕤ㻠㻘㻡㻘㻢㼉 䞉 㻝㻡 ᅽຊィ ྲྀ௜㒊䛿ୗ記䛻䜘䜛

྾཰ ᑐ㇟㓄⟶ 䞉 ⤥Ỉ⟶ 䞉 ᾘⅆ⟶ 䞉 䜺䝇⟶ 䞉 ᤼Ỉ⟶ 䞉 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻠㻚㻝㻕 䞉 ⇕※ᶵჾ䛾෭ Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅㻌ཬ䜃෭༷Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻟㻚㻝㻕
᪋ᕤ᪉ἲ 䞉 䝣䝺䜻䝅䝤䝹䝆䝵䜲䞁䝖 䞉 䝪䞊䝹䝆䝵䜲䞁䝖 䞉 䝇䝸䞊䜽䝑䝅䝵䞁 䞉 䞉 ✵Ẽㄪ࿴ᶵ䛾෭ Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅 䠍䠌 䞉 ᒇෆᾘⅆᰦ⟽ ᒇෆᾘⅆᰦ⟽䛾௙ᵝ䛿௨ୗ䛻䜘䜛 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻡㻚㻞㻚㻞㻕

䞉 ⇕஺᥮ჾ䛾 Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅 䞉 㻴㻮㻙㻝㻭 䞉 㻴㻮㻙㻝㻮 䞉 㻴㻮䠉䠍㻭㼀 䞉 㻴㻮㻙㻝㻮㼀 䞉 㻴㻮㻙㻞㻭 䞉 㻴㻮㻙㻞㻮 䞉 㻴㻮㻙㻠㻭 䞉 㻴㻮㻙㻠㻮
䞉 㻢 ᘓ≀䠡䠴䠬䠦䛾ኚ఩ 䞉 ᘓ⠏䜶䜻䝇䝟䞁䝆䝵䜲䞁䝖㒊䛾㓄⟶せ㡿䛿ᶆ‽ᅗ䛻䜘䜛䚹 㼇ᶆ‽ᅗ㻙᪋ᕤ㻣㻘㻤㼉 䞉 ෭ Ỉ䝦䝑䝎䞊㻌䠄㏦䜚䚸㏉䜚䠅 ᾘ
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྾཰ ᑐ㇟㓄⟶ 䞉 ⤥Ỉ⟶ 䞉 ᾘⅆ⟶ 䞉 䜺䝇⟶ 䞉 ᤼Ỉ⟶ 䞉 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻠㻚㻝㻕
䞉 ᒇእᾘⅆᰦ⟽ 䞉 㗰ᯈ䠄䠍䠊䠒䡉䡉䠅 䞉 䝇䝔䞁䝺䝇㗰ᯈ䠄䠍䠊䠑䡉䡉䠅 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻡㻚㻠㻚㻞㻕

᪋ᕤ᪉ἲ 䞉 䝣䝺䜻䝅䝤䝹䝆䝵䜲䞁䝖 䞉 䝪䞊䝹䝆䝵䜲䞁䝖 䞉 䞉 㻝㻢 ▐㛫ὶ㔞ィཬ䜃 䠄䠍䠅 ⇕※ᶵჾ䛾෭ Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚ཪ䛿㏉䜚䠅 䞉 ▐㛫ὶ㔞ィ 䞉 䝍䝑䝢䞁䜾 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻟㻚㻤㻕
ᒇእᾘⅆᰦ⟽䛾௙ᵝ䛿௨ୗ䛻䜘䜛

 ᐃ䝍䝑䝢䞁䜾 䠄䠎䠅 ⇕※ᶵჾ䛾෭༷Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚ཪ䛿㏉䜚䠅 䞉 ▐㛫ὶ㔞ィ 䞉 䝍䝑䝢䞁䜾
䞉 㻴㻮㻙㻞䠌 䞉 㻴㻮㻙㻞㻝

䞉 㻣 ᕤ事⏝㟁ຊ䚸Ỉ䚸 ᮏᕤ事䛻ᚲせ䛺ᕤ事⏝㟁ຊ䚸Ỉ䛺䛹䛾㈝⏝ཬ䜃ᐁබᗇ䜈䛾ᡭ⥆䛝䛺䛹䛾㈝⏝䛿䚸ཷὀ⪅䛾㈇ᢸ䛸䛩䜛䚹 䠄㻟㻞㼙㼙䝢䝖䞊⟶ 䠄䠏䠅 䝪䜲䝷䞊ཪ䛿⇕஺᥮ჾ䛾 Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚ཪ䛿㏉䜚䠅 䞉 ▐㛫ὶ㔞ィ 䞉 䝍䝑䝢䞁䜾
䞉 ಖ  ಖ 䛜ᚲせ䛺ሙྜ䛿ᅗ♧䛻䜘䜛䚹 㻔➨㻞⦅㻌㻟㻚㻝㻚㻡㻕

䛭䛾௚ 　　　　ὶ㔞ィ⏝䠅 䠄䠐䠅 ✵Ẽㄪ࿴ᶵ䛾෭ Ỉ⟶㻌䠄㏦䜚ཪ䛿㏉䜚䠅 䞉 ▐㛫ὶ㔞ィ 䞉 䝍䝑䝢䞁䜾
䠄䠑䠅 ෭ Ỉ䝦䝑䝎䞊䛾ྛ㏉䜚⟶ 䞉 ▐㛫ὶ㔞ィ 䞉 䝍䝑䝢䞁䜾

䞉 㻤 ᇙᡠ䛧ᅵ ᅵ୰ᇙタ㓄⟶䛾ᇙᡠ䛧ᅵ 䈜 ᰿ษ䜚ᅵ୰䛾Ⰻ㉁ᅵ 䞉 䠄 䠅 㻔➨㻞⦅㻌㻠㻚㻞㻚㻝㻕 䠍䠍 䞉 ⇕ㄪ⌮ჾ䛾⇕※ 䞉 㒔ᕷ䜺䝇 䞉 ᾮ໬▼Ἔ䜺䝇 䞉 㟁Ẽ 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻢㻚㻝㻕
㓄⟶ಖㆤ㒊䛾ᇙᡠ䛧ᅵ 䈜 ᒣ◁ 䞉 䠄 䠅 䞉 㻝㻣 Ἔ㠃ไᚚ⿦⨨ ไᚚ┙䛻䛿ୗ記䛾➃Ꮚ䜢タ䛡䜛䛣䛸䚹䛺䛚䚸䝣䝻䞊䝖䝇䜲䝑䝏㒊䛸ไᚚ┙㛫䛾㓄⟶㓄⥺䛿〇㐀⪅䛾ᶆ‽௙ᵝ䛸䛩䜛 㻔➨㻞⦅㻌㻞㻚㻟㻚㻡㻕

䞉 ⤥Ἔ䝫䞁䝥ไᚚ 䞉 ‶Ἔ㆙ሗ 䞉 㐲㝸㆙ሗ 䞉 㟁☢ᘚไᚚ 䞉 ㏉Ἔ䝫䞁䝥ไᚚ 䞉 ῶἜ㆙ሗ པ
ᡣ
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䞉 པᡣᶵჾ㢮 ௙ᵝᛶ⬟➼䛿ᅗ♧䛻䜘䜛䛣䛸䛸䛧䚸ᶵჾ䛾ᑍἲ䛿ᴫ␎ᑍἲ䛸䛩䜛䚹 㻔➨㻡⦅㻌㻝㻚㻢㻚㻝㻕
䞉 㻥 ⥲ྜㄪᩚ ྛᶵჾ䛾ಶูヨ㦂ᚋ䛻ୗ記䛾⥲ྜㄪᩚ䜢⾜䛔䚸 ᐃ⾲䜢┘╩ဨ䛻ᥦฟ䛩䜛䚹 㻔➨㻞⦅㻌㻝㻚㻟㻚㻞㻕 䞉 ₃ὤ㆙ሗ 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉

䞉 㣧ᩱỈ䛾Ỉ㉁䛾 ᐃ 䞉 㢼㔞ㄪᩚ 䞉 Ỉ㔞ㄪᩚ 䞉 䞉 㻝㻤 ᾘ㡢ෆ㈞䜚 䠄䠍䠅 ᪋ᕤ䛩䜛ሙᡤ䛿䚸ᅗ♧䛧䛯䝎䜽䝖ཬ䜃䝏䝱䞁䝞䞊㢮䛸䛩䜛 䞉 ㌿ಽ㜵Ṇ ⇕ㄪ⌮ჾ䚸㧗䛥䛜䠍㻚㻜䡉䜢㉸䛘䜛པᡣᶵჾ䛿䚸ᗋ䜎䛯䛿ቨ䛻ᅛᐃ䛩䜛䚹 㻔➨㻡⦅㻌㻞㻚㻞㻚㻢㻕
䞉 ᐊෆእ✵Ẽ䛾 ‵ᗘ ᐃ 䞉 ᐊෆẼὶཬ䜃䛨䜣䛒䛔䛾 ᐃ 䞉 䠄䠎䠅 ෆ㈞䜚䝏䝱䞁䝞䞊㢮䛾ᑍἲ⾲♧䛿䚸እᑍᑍἲ䛸䛩䜛 པᡣᶵჾᤣ௜䛡せ㡿䛿ᶆ‽ᅗ䛻䜘䜛䚹 㼇ᶆ‽ᅗ㻙᪋ᕤ㻣㻠㼉
䞉 㦁㡢䛾 ᐃ 䞉 ᶵჾ䛾⤯⦕᢬ᢠ ᐃ 䞉

䞉 㻝㻥 䝣䜯䞁䝁䜲䝹䝴䝙䝑䝖 ྿ฟཱྀ 䞉 䝴䝙䝞䞊䝃䝹ᙧ 䞉 㻔➨㻟⦅㻌㻝㻚㻣㻚㻟㻕
䞉 㻝㻜 ヨ㐠㌿ㄪᩚ ヨ㐠㌿䛻ಀ䜛㈝⏝䛿䚸ཷὀ⪅䛾㈇ᢸ䛸䛩䜛䚹 ㄪᩚᘚ 䞉 ὶ㔞ㄪᩚᘚ 䞉 ᐃὶ㔞ᘚ 䞉 䠍䠎 䞉 ඘䛶䜣ᐜჾ 䞉 ู㏵ᕤ事 䠄 䞉 䠑䠌䡇䡃㽢 ᮏ 䞉 䡇䡃㽢 ᮏ 䠅

䞉 ᮏᕤ事 䠄 䞉 䠑䠌䡇䡃㽢 ᮏ 䞉 䡇䡃㽢 ᮏ 䠅
䞉 㻝㻝 ⮬ືไᚚ⿦⨨䚸 ୰ኸ┘どไᚚ⿦⨨䛾䝅䝇䝔䝮ᵓᡂୖᚲせ䛸䛥䜜䜛ᶵ⬟䛿㏣ᚑ䛩䜛䛣䛸䚹 䞉 㻞㻜 ಖ  䠄䠍䠅 ᶵჾ䛾ಖ ✀ู ※ 図示による 䞉 䨯
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工事区分
１４ ・ 1 資材調達 　次の資材について䛿、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確保を図るために、当該調達地域等

以外から調達せざるを得ない場合䛿、事前に監督員と協議するものとする。また、購入費用及び輸送費等に要した費用につい

て、証明書類(実際の取引伝票等)を監督員に提出するものとし、その費用について設計変更の対象とする。

１６ 1 内容 1 本工事䛿、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のため、下記対策に要した費用について、実績変更の対象とする。 １５ 別表－１の記入上の注意：「※を基本とし、他の発注工種が適用する場合に䛿 ・ を○に変え、※を ・ に変えること。
また、空欄を適用する場合に䛿○を記入し、※を ・ に変えること。」

別表－１　　　設備工事との工事区分表
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䠄１䠅ඹ㏻費 ᪋
工
᮲
௳

工　　事　　内　　容 ᘓ⠏工事
㟁Ẽ設備

工事

ᶵᲔ設備

工事
その他

１䠅ປാ⪅ᐟ⯋に䛚䛡るᐦ㞟を㑊䛡るための㏆㞄ᐟἩ᪋設のᐟἩ費・஺㏻費
資材名 規格 調達地域等 䠎䠅⌧場事ົᡤ䜔ປാ⪅ᐟ⯋等の拡ᙇ費用・೉地ᩱ

ᶵჾの基♏

㟁　Ẽ　㛵　ಀ

㓄㟁┙　・　ไᚚ┙の基♏
ᒇ内 ※ ・ 　 　

䠏䠅その他感染拡大防止のためにᚲ要とㄆめら䜜る対策にಀる費用 ᒇ外 ※ ・ 　 　
䠄䠎䠅⌧場⟶⌮費 ᒇ上 ※ ・ 　 　

１䠅⌧場ᚑ事⪅の䝬ス䜽、イ䞁䜹䝮、䝅䞊ル䝗䝦ル䝯䝑䝖等の購入・䝸䞊ス費用 ⮬ᐙ発㟁ᶵの基♏䠄䜰䞁䜹䞊䝪ル䝖を㝖䛟䠅 ※ ・ 　 　
䠎䠅⌧場に㓄備するᾘẘᾮ、㉥外⥺య 計等の購入・䝸䞊ス費用 䝔䝺䝡䜰䞁䝔ナ基♏䠄䜰䞁䜹䞊䝪ル䝖を㝖䛟䠅　　　　 ※ ・ 　 　
䠏䠅㐲㝸⮫場䜔䝔䝺䝡఍議等のためのᶵჾ䝸䞊ス費・㏻ಙ費 㑊㞾㔪の基♏䠄䜰䞁䜹䞊䝪ル䝖を㝖䛟䠅 ※ ・ 　

䠄１䠅本工事䛿ඖㄳᴗ⪅がᚲ要とするඹ㏻費に䛚䛡る、「ඹ㏻௬設費の䛖䛱௬設ᘓ≀費」及び「⌧場⟶⌮費の䛖䛱ປົ⟶⌮費」

の下記に♧す費用䠄以下「実績変更対象㛫᥋費」とい䛖。䠅について、ዎ⣙⥾⤖ᚋ、ປാ⪅確保に要する᪉策に変更が⏕䛨、ᘓ

⠏㛵ಀ工事✚⟬基‽䠄⚟ᓥ┴ᅵᮌ㒊䠅に基䛵䛟㔠㢠┦当䛷䛿適ṇな工事の実᪋がᅔ㞴にな䛳た場合䛿、事前に監督員と協

議を⾜い、協議の⤖ᯝに䜘䜚実績変更対象㛫᥋費のᨭ出実績を㋃まえて᭱⤊⢭⟬変更᫬Ⅼ䛷設計変更する「ປാ⪅確保に

㛵する✚⟬᪉ἲのヨ⾜工事」䛷䛒る。

        Ⴀ⧋費䠄ඹ㏻௬設費に䛚䛡る௬設ᘓ≀費䠅：ປാ⪅送㏄費・ᐟἩ費・೉上費

        ປົ⟶⌮費：ເ㞟及びゎᩓに要する費用・㈤㔠以外の㣗事・㏻໅費等に要する費用・⚟฼ཌ⏕等に要　

　　　　　　　　　　　　する費用・⣧工事費にྵま䜜ないసᴗ用ල及びసᴗ⿕᭹等の費用・安඲、⾨⏕に要する費

　　　　　　　　　　　　用及び◊ಟカ⦎等に要する費用・ປ⅏保㝤ἲに䜘る⤥௜以外に⅏ᐖ᫬に事ᴗ୺が㈇ᢸす

　　　　　　　　　　　　る費用

４䠅その他感染拡大防止のためにᚲ要とㄆめらる対策にಀる費用
ᶵ　Ე　㛵　ಀ

　ᒇ内設備䠄ᯫྎ、䜰䞁䜹䞊䝪ル䝖を㝖䛟䠅 ※ 　 ・ 　
・ 㻞 ປാ⪅確保 　ᒇ上設備䠄ᯫྎ、䜰䞁䜹䞊䝪ル䝖を㝖䛟䠅 ※ 　 ・ 　

㻞 ᪋工計⏬書 㻞 ཷ注⪅䛿、上記１の対策を実᪋する場合䛿、᪋工計⏬書に記㍕すること。 　ᒇ外設備䠄ᯫྎ、䜰䞁䜹䞊䝪ル䝖を㝖䛟䠅 ※ 　 ・ 　
　また、上記１の対策に要した費用について、実績変更をᕼᮃする場合䛿、その᪨を実績㢠の提出にඛ❧䛱、工事ᡴ合せ⡙に䜘䜚監

督員と協議すること。

　ᯫྎ、　䜰䞁䜹䞊䝪ル䝖 ・ ※ ※ 　
　≉記した基♏ ※ ・ ・ 　

㛤　ཱྀ　㒊

　ᱱ、ᗋ、ቨ 　⿵ᙉを要するもの ・ ※ ※ 　

㻟 協議
㻟 ཷ注⪅䛿、上記１の対策に要した費用について「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策費用実績ሗ࿌書䠄ᵝᘧ1䠅」及び

実際にᨭᡶ䛳た඲ての証明書類䠄㡿཰書䠄ཎ本䠅、㡿཰書の出ないもの䛿㔠㢠の適ษᛶを証明する㔠㢠計⟬書な䛹䠅を監督員に提

出し、設計変更の内容について協議するものとする。

　㈏㏻ス䝸䞊䝤 　⿵ᙉを要しないもの ・ ※ ※ 　
　ᱱ、ᗋ、ቨ 　⿵ᙉを要するもの ※ 　 　 　

　㈏㏻㒊型ᯟ 　⿵ᙉを要しないもの ※ 　 　 　
　㍍㔞㕲㦵下地、ቨ、 　⿵ᙉを要するもの ※ 　 　 　

　な䛚、ᵝᘧ１の記㍕に䛒た䛳て䛿以下の事㡯に␃意すること。 　ኳ஭䝪䞊䝗類のษ㎸ 　⿵ᙉを要しないもの䠄䡭䡯䢀䢖䡫䢀䢊䢚䡫䡴䡹䛿㝖䛟䠅 ※ 　 　 　
䠄１䠅⌧場事ົᡤの拡ᙇ費用・೉地ᩱについて䛿、ᖹ᫬に䛚䛡る⌧場事ົᡤ設⨨費用とのᕪ㢠を記㍕するものとし、ᖹ᫬に䛚䛡る⌧場

事ົᡤ設⨨に要する費用のぢ✚書をῧ௜すること。

　ᇙ㎸ᙧ分㟁┙、 　⿵ᙉを要するもの ・ ※ ・ 　
　➃Ꮚ┙等の௬ᯟ 　⿵ᙉを要しないもの ・ ※ ・ 　

䠄䠎䠅本工事のண定౯᱁の⟬出の基♏とした設計㢠䠄ᘓ⠏㛵ಀ工事✚⟬基‽に基䛵䛝⟬出した㢠䠅に䛚䛡る実 䠄䠎䠅ປാ⪅ᐟ⯋の拡ᙇ費用・೉地ᩱについて「ᮾ᪥本大㟈⅏の᚟ᪧ・᚟⯆事ᴗ等に䛚䛡るປാ⪅ᐟ⯋設⨨に㛵するヨ⾜要㡿」に基

䛵䛝ປാ⪅ᐟ⯋を設⨨している場合䛿、拡ᙇにಀる費用の䜏を計上するものとする。ປാ⪅ᐟ⯋の設⨨をண定している場合䛿、感染

拡大防止対策を⪃៖したᐟ⯋設⨨費用についてヨ⾜要㡿に基䛵䛝㛫᥋費の変更を⾜䛖ものとし、感染拡大防止対策にಀる費用とし

ての計上䛿⾜䜟ない。

　上記㛤ཱྀ㒊の⿵ᙉ ※ 　 　 　
　　績変更対象㛫᥋費について、その㔠㢠また䛿⋡に༨める๭合䛿次のと䛚䜚䛷䛒る。 　上記㛤ཱྀ㒊のቚ出し ※ ※ ※ 　

１䠅ඹ㏻௬設費に༨める、実績変更対象㛫᥋費䠄Ⴀ⧋費䠅：設計書に✚上䛢計上䛥䜜た㔠㢠 　ス䝸䞊䝤の✰ᇙめ　䠄型ᯟの✰ᇙめをྵ䜐䠅 ・ ※ ※ 　
䠎䠅⌧場⟶⌮費に༨める、実績変更対象㛫᥋費䠄ປົ⟶⌮費䠅の๭合： 䠂 　䝣䝸䞊䜰䜽䝉ス䝣ロ䜰用㓄⥺ჾල ※ 　 　 　

Ⅼ　᳨　ཱྀ 　ᗋ、ቨ、ኳ஭ ※ 　 　 　
䠄䠏䠅ཷ注⪅䛿、実績変更対象㛫᥋費のᨭ出実績を㋃まえて設計変更をᕼᮃする場合䛿、 実績変更対象㛫᥋

　　費にಀる費用の内ヂを記㍕した「ປാ⪅確保にಀる実績ሗ࿌書䠄ᵝ ᘧ１䠅」及び実績変更対象㛫᥋費につ

　　いて実際にᨭᡶ䛳た඲ての証明書類䠄㡿཰書、㡿཰書の出ないもの䛿㔠㢠の適ษᛶを証明する㔠㢠計⟬書

　　な䛹。䠅を監督員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

䠄４䠅ཷ注⪅の㈐めに䜘る工事工⛬の㐜䜜等ཷ注⪅の㈐めにᖐす䜉䛝事⏤に䜘るቑຍ費用について䛿、設計変

　　　更の対象としない。

䠄５䠅発注⪅䛿、実績変更対象㛫᥋費のᨭ出実績を㋃まえて設計変更する場合、ཷ注⪅が実績変更対象工事

　　費について実際にᨭᡶ䛳た㢠の䛖䛱、証明書類に䛚いて確ㄆ䛥䜜た費用から、ᘓ⠏㛵ಀ工事ᶆ‽✚⟬基‽

　　に基䛵䛝⟬出した㢠に䛚䛡る実績変更対象㛫᥋費をᕪし引いた費用をຍ⟬して⟬出する。

　　な䛚、඲ての証明書類の提出がない場合䛷䛒䛳ても、提出䛥䜜た証明書類をも䛳て設計変更を⾜䛖ものとす

　　る。

䠄６䠅ཷ注⪅から提出䛥䜜た資ᩱに⹫ഇの⏦࿌が䛒䛳た場合について䛿、ἲ的ᥐ⨨及び入ᮐཧຍ資᱁ไ㝈等の

　　　ᥐ⨨を⾜䛖場合が䛒る。

䠄䠓䠅ཷ注⪅䛿、実績変更対象㛫᥋費にかかる設計変更について␲⩏が⏕䛨た場合䛿、監督員と協議するものと

　　する。

外㒊取௜䜺䝷䝸 　䝎䜽䝖、䝏䝱䞁䝞䞊の᥋⥆用䝣䝷䞁䝆をྵ䜐 ※ 　 　 　
㻠 ⹫ഇの⏦࿌ 㻠 ཷ注⪅から提出䛥䜜た資ᩱに⹫ഇの⏦࿌が䛒䛳た場合について䛿、ἲ的ᥐ⨨及び入ᮐཧຍ資᱁ไ㝈等のᥐ⨨を⾜䛖場合が䛒る

。

  䝗䞊䝣のᐊἛ‮ ※ ・ ・ 　
  ᥮Ẽᡪの取௜ᯟ ・ ・ ・ 　

ὶ　し　ྎ 　᤼Ỉ䝖䝷䝑䝥ඹ ※ 　 ・ 　

防　Ἔ　ሐ
　䜸イル䝃䞊䝡ス䝍䞁䜽の防Ἔሐ ⮬ᐙ発用 ※ ・ 　 　
　䝍䞁䜽基♏ 空調用 ※ 　 ・ 　

　ᗋ下Ỉᵴの䝬䞁䝩䞊ル䜅た ※ 　 　 　

ᒇ外᤼Ỉ⟶
　㞵Ỉ ※ 　 ・ 　
　ởỈ、㞧᤼Ỉ 　 ※ 　

　㞵Ỉ❧⟶　䠄たて䛹い䠅 ※ 　 　
　䝖イ䝺ᡭす䜚 ※ 　 ・ 　
　໬⢝㙾䠄⾨⏕ჾලま䜟䜚䠅 ・ 　 ※ 　
　䛿め㎸ᙧὙ㠃ჾ用䜹ウ䞁䝍䞊　䠄前ᯈඹ䠅 ※ 　 ・ 　
　䜺ス䝪䞁䝧㌿ಽ防止用の㙐 　 　 ※ 　

㟁Ẽ㓄⟶㓄⥺

　⮬ື䝗䜰及び㟁ື䝅䝱䝑䝍な䛹のไᚚ㒊と
※ 　 　 　

　᧯సスイ䝑䝏㛫の㓄⟶㓄⥺及び᧯సスイ䝑䝏
　防ⅆᡬ䝺䝸䞊䝈 　 ※ 　 　
　㟁ᴟᲬ 　 ・ ※ 　
　㓄⥺䝢䝑䝖及び䜅た ※ ・ 　 　
　ᶵჾな䛹䜈の᥋⥆　䠄１次ഃ䠅 　 ※ ・ 　
　ᶵჾ௜ᒓのไᚚ┙以㝆の䠎次ഃの㓄⥺㓄⟶　䠄᥋地ඹ䠅 　 　 ※ 　
　ᶵჾ௜ᒓのไᚚ┙䜈の㟁※౪⤥㓄⟶㓄⥺ 　 ※ 　 　
　⮬ືไᚚ┙とືຊ┙との㟁※౪⤥のΏ䜚㓄⟶㓄⥺ 　 ※ 　 　
　⮬ືไᚚ┙とືຊ┙との᧯సᅇ㊰のΏ䜚㓄⟶㓄⥺ 　 ※ 　 　
　ኳ஭ྞ䜚ᙧ䠢䠟䠱、ಶ別䝟䝑䜿䞊䝆、඲⇕஺᥮䝴䝙䝑䝖等のᶵჾ

　 ※ ・ 　
　と௜ᒓ᧯సスイ䝑䝏のᇙ㎸䝪䝑䜽スと、そのΏ䜚㓄⟶　䠄᥋地ඹ䠅

　ኳ஭ྞ䜚ᙧ䠢䠟䠱、ಶ別䝟䝑䜿䞊䝆、඲⇕஺᥮䝴䝙䝑䝖等のᶵჾ
　 ・ ※ 　

　と௜ᒓ᧯సスイ䝑䝏と、そのΏ䜚㓄⥺
　ಶ別䝟䝑䜿䞊䝆のᐊ内ᶵ、ᐊ外ᶵのΏ䜚㓄⥺䠄᥋地ඹ䠅 　 ・ ※ 　

　 　↮感▱ჾから㐃ືไᚚ┙を⤒て防↮䝎䞁䝟に⮳る㓄⟶㓄⥺ 　 ※ 　
　ᑠ౽ჾ用⠇Ỉ⿦⨨のไᚚ┙以㝆の䠎次ഃの㓄⟶㓄⥺ 　 ・ ※ 　

１５ 䪳 工⛬㛵ಀ ※ 調ᩚ ↓し １䠓 1 内容 ※ 本工事䛿、新型コロナウイルス感染症のᙳ㡪下䛷䛒ることを㋃まえ、㈤㔠のᢲし下䛢を䛷䛝る㝈䜚取䜚㝖䛟ためにᕷ場༢౯及び⿵ṇ

ᕷ場༢౯の⿵ṇをする。

　 　 　 　
・ 別㏵工事との工⛬調ᩚがᚲ要 ᭷䜚 　 　 　 　

調ᩚ㡯┠ ・ 資材等のὶ用 ・ ௬設及び工事用㐨㊰等の調ᩚ ・ ᘓ設ᶵᲔ等の調ᩚ 　 　 　 　
᪋
工
᮲
௳

・ ᪋工㡰ᗎの調ᩚ ・ 図♧に䜘る ・ その他 䠄 䠅 ≉
別
ᥐ
⨨
䧵
基
䧯
䧛
ᕷ
場
༢
౯
䧸
⿵
ṇ

㻞 基‽ ※ ௧࿴４ᖺᗘのබඹ工事設計ປົ༢౯に䛚䛡る≉別ᥐ⨨を㋃まえたᘓ⠏㛵ಀ工事に適用するᕷ場༢౯の㐠用について 　 　 　 　
　 　 　 　

䪴 ᪋工᫬ᮇ ※ ไ㝈 ↓し 　䜺ス₃䜜᳨▱ჾ 　 ・ ※ 　
᪋工᫬㛫 ・ ไ㝈 ᭷䜚

㟁　Ẽ　㘄
　㟁Ẽ㘄及び㏻㟁㔠ල ※ ・ 　 　

᪋工᪉ἲ ・ ไ㝈する工種ྡ 䠄 䠅 　䠰䠡䠪䜻䞊及びไᚚ┙ ※ ・ 　 　
・ ᪋工᫬ᮇ 䠄 ・ ᅵ᪥⚃᪥の䜏 ・ 図♧に䜘る ・ その他 䠄 䠅 䠅 　䜶䝺䝧䞊䝍䞊出入ཱྀ୕᪉ᯟ　䠄㔠ᒓ〇䠅 ※ 　 ・ 　
・ ᪋工᫬㛫 䠄 ・ ・ ᫬ 䡚 ᫬ ま䛷 ・ 䠅 　䜶䝺䝧䞊䝍䞊出入ཱྀ୕᪉ᯟ　䠄▼〇䠅 ※ 　 ・ 　
・ ᪋工᪉ἲ 䠄 䠅 　䝅䝱䝽䞊䝴䝙䝑䝖 ※ 　 ・ 　

　䝞ス䝴䝙䝑䝖 ※ 　 ・ 　
工事を᪋工しない

᪥

・　᭷　䠄　・　　　ᖺ　　　᭶　　　᪥　　　　　・　別⣬のと䛚䜚　　　䠅 　Ὑ℆ᶵ䝟䞁 ・ 　 ※ 　
・　↓ 　 　 　 　

工事を᪋工しない

᫬㛫ᖏ

・　᭷　䠄　・　　　：　　　　䡚　　　　：　　　　　　　　　　・　別⣬のと䛚䜚　　　䠅
䝅ス䝔䝮ኳ஭

　䝪䞊䝗　・　䠰䝞䞊 ※ 　 　 　
・　↓ 　↷明䝷イ䞁設備䝥䝺䞊䝖 　 ※ 　 　

　空調䝷イ䞁設備䝥䝺䞊䝖 　 　 ※ 　
  ᾘⅆჾ䝪䝑䜽ス ※ 　 　 　

䪵 他ᶵ㛵との協議 協議がᚲ要なᶵ㛵ྡ 䠄 䠅 　⮬ືไᚚ設備㛵㐃のイ䞁䝞䞊䝍䞊⿦⨨及び┙ 　 ・ ・ 　
協議᏶஢ぢ㎸䜏᫬ᮇ 䠄 䠅 　⮬ືไᚚ設備㛵㐃のイ䞁䝞䞊䝍䞊⿦⨨䠄別㏵、┙に⤌㎸䜐䠅 　 　 ・ 　

　 　 　 　
䪶 工事用地 ・ 下記以外䛿図♧等に䜘る。 　 　 　 　

(1) 工事㌴୧の㥔㌴場　　　　 䠄 ※ ᵓ内 ・ 䠄 䠅 䠅 　 　 　 　
(㻞) 資材⨨䛝場 䠄 ※ ᵓ内 ・ 䠄 䠅 䠅 　 　 　 　
(㻟) ᘓ設発⏕ᅵ䠄ᇙᡠし、┒䜚ᅵ用䠅の௬⨨場ᡤ 䠄 ※ ᵓ内 ・ 䠄 䠅 䠅 　 　 　 　

　 　 　 　
・ ௬設䝲䞊䝗 ※ ↓し ・ ᭷䜚 䠄 ※ 図♧に䜘る ・ 䠄 䠅 䠅 　 　 　 　

　 　 　 　
䪷 බᐖ対策 ※ ᪋工᪉ἲのไ㝈 ↓し 　 　 　 　

・ ᪋工᪉ἲのไ㝈 ᭷䜚 　 　 　 　
・ 㦁㡢 ・ ᣺ື ・ Ỉ㉁ ・ ⢊䛨䜣 ・ ᤼出䜺ス ・ その他 䠄 䠅 　 　 　 　

・ ᪋工᪉ἲ等 　 　 　 　
・ ᣦ定工ἲྡ 䠄 䠅 ・ 別㏵協議に䜘る ・ 図♧に䜘る 　 　 　 　

・ 事ᴗᦆኻ防止に㛵する調ᰝ
・ 㦁㡢 定 ・ ᣺ື 定 ・ Ỉ㉁調ᰝ ・ ㏆㞄ᐙᒇの事前・事ᚋ調ᰝ ・ 地┙ỿ下 定
・ その他 䠄 䠅

・ 調ᰝ⟠ᡤ
・ 図♧に䜘る ・ 別㏵協議

・ 調ᰝ᫬ᮇ
・ 図♧に䜘る ・ ( )

䪸 安඲対策 ・ ㏆᥋බඹ᪋設等に対するไ㝈
・ ㏆᥋බඹ᪋設ྡ等　 䠄 ・ 㕲㐨 ・ 㟁Ẽ ・ 䜺ス ・ Ỉ㐨 ・ 㟁ヰ ・ その他䠄 䠅䠅
・ ไ㝈をཷ䛡る工種 䠄 䠅

䪹 その他 ※ ᩜ地内䛿⚗↮とし、ႚ↮場ᡤ䛿別㏵協議に䜘る。
※ 当該工事⌧場を౑用したᢏ⾡◊ಟ఍の㛤ദに㛵する౫㢗をཷ䛡た場合䛿こ䜜に協ຊするものとする。

○

○

○

○

○

○

○

○

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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機械設備工事試験内容一覧表

１．給排水・衛生・暖冷房・空調設備 １．給排水・衛生・暖冷房・空調設備

　　　　　　　

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小

保持時間
備　　　　考

　　　　　　　

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小

保持時間
備　　　　考配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

・ 1  給水装置に該当する管 ○ ○ ○ ○ 水圧試験  1.75ＭＰａ以上 60分
 水道事業者の試験圧力の
 規定がある場合はそれに

 よる。

・ 22  鋼 製 ボ イ ラ ー
据　付

完了後
水圧試験

 ・最高使用圧力が0.42ＭＰａ以下のものは、最高使

　 用圧力の2倍（ただし、最小0.2ＭＰａ）
 ・最高使用圧力が0.42ＭＰａを超え1.5ＭＰａ以下

 　のものは、最高使用圧力の1.3倍に0.3ＭＰａを加

　 えた圧力
 ・最高使用圧力以上の圧力を受けるおそれのない温

　 水ボイラーは、最高使用圧力に0.1ＭＰａを加え

　 た圧力（ただし、最小0.2ＭＰａ）

・ 2
 揚水管等のポンプに
 直結する配管

○ ○ ○ ○ 水圧試験
 当該ポンプの全揚程に相当する圧力の2倍
 （ただし、最小0.75ＭＰａ）

60分

・ 3  高置水槽以下の配管 ○ ○ ○ ○ 水圧試験
 静水頭に相当する圧力の2倍

 （ただし、最小0.75ＭＰａ）
60分

・ 4  給　　 湯　　 管 ○ ○ ○ ○ 水圧試験  上記1、2、3に準ずる。 60分

・ 23  鋳鉄製ボイラー
据　付

完了後
水圧試験

 ・蒸気ボイラーは、0.2ＭＰａ

 ・温水ボイラーは、最高使用圧力の1.5倍
　 （ただし、最小0.2ＭＰａ）

 ・セクションは、最高使用圧力が0.2ＭＰａ以下の

　 ボイラーは0.4ＭＰａ、最高使用圧力が0.2ＭＰａ
　 を超えるボイラーは最高使用圧力の2倍

・ 5  さや管ヘッダー配管 ○ ○ ○ 水圧試験

管　　　種 初圧 60分後

60分

 60分後に規定の圧力以下
 の場合は再試験を行う。

 再試験は、共通仕様書に
 よる。

 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 0.75ＭＰａ 0.45ＭＰａ以上

 ポリブテン管 0.75ＭＰａ 0.55ＭＰａ以上

〔注〕継手部分の漏水の有無を目視確認する。

・ 6

 排水管(屋外埋設管以外) ○ ○ ○
満水試験 30分

・ 24  真空式温水発生機 ○ 気密試験
 窒素ガス又はヘリウムガスによる漏れ試験とし、

 漏れ量は2.03Pa･mL/sec（大気圧換算値）以下煙 試 験  刺激性の濃煙　250Ｐａ 15分

 排水管(屋外埋設管) ○ 満水試験 30分
原則、埋戻し前又は最小限の埋戻し

で行う。

・ 7  排水ポンプ吐出管 ○ 水圧試験
 当該ポンプの全揚程に相当する圧力の2倍

 （ただし、最小0.75ＭＰａ）
60分

・ 25  無圧式温水発生機 ○ 満水試験  30分

・ 26  鋳鉄製温水発生機 ○ 水圧試験  セクションの試験圧は0.6ＭＰａ 10分

・ 8
 各消火ポンプに連結

 される消火配管
○ ○ ○ 水圧試験  当該ポンプの締切圧力の1.5倍 60分 ・ 27

 温水発生機に組込む

 熱交換器
○ 水圧試験

 最高使用圧力に0.1ＭＰａを加えた圧力

 （ただし、最小0.2ＭＰａ）

・ 9
 各種送水口に連結

 される消火配管
○ ○ ○ 水圧試験

 配管の設計送水圧力の1.5倍又は1.75ＭＰａの

 いずれか大なる圧力（7と兼用兼用される配管
 は7又は8のいずれか大なる圧力）

60分  連結送水管送水口等

・ 28  冷　　 凍　　 機 ○ 水圧試験  設計圧力の1.5倍  冷水及び冷却水系路

・ 29  遠 心 冷 凍 機 ○ 気密試験
 真空95ｋＰａとし、真空降下は12時間に対して
 1時間当たり50Ｐａ以下

 運転中の低圧部圧力が大
 気圧以上となる冷媒を使

 用するものを除く

・ 10  不活性ガス消火配管 ○ ○

気密試験

（空気又

は窒素）

 貯蔵容器から選択弁までは10.8ＭＰａ

 選択弁から噴射ヘッドまでは最高使用圧力
 （選択弁を設けない場合、貯蔵容器から噴

 射ヘッドまで最高使用圧力）

10分

・ 30

 吸収冷凍機
 直だき吸収冷温水機

 小形直だき吸収冷温

 水機ユニット

○ 気密試験
 窒素ガス又はヘリウムガスによる漏れ試験とし、

 漏れ量は2.03Pa･mL/sec（大気圧換算値）以下

・ 11  粉 末 消 火 配 管 ○
気密試験
（空気又

は窒素）

 貯蔵容器から選択弁までは2.5ＭＰａ

 選択弁から噴射ヘッドまでは最高使用圧力

 （選択弁を設けない場合、貯蔵容器から噴
 射ヘッドまで最高使用圧力）

10分 ・ 31
 空気調和機の冷水、

 温水及び蒸気コイル
○

気密及び

耐圧試験
 空気又は窒素ガス試験とし、試験値は1.0ＭＰａ 10分

・ 32

 ファンコンベクター

 コ ン ベ ク タ ー
 ベースボードヒーター

 パネルラジエーター

○
気密及び
耐圧試験

 空気又は窒素ガス試験とし、試験値は最高使用
 圧力の1.3倍（ただし、最小0.5ＭＰａ）

・ 12  冷温水管、冷却水配管 ○ ○ 水圧試験
 最高使用圧力の1.5倍
 （ただし、最小0.75ＭＰａ）

30分

・ 13  蒸気配管、高温水管 ○ ○ ○ 水圧試験
 最高使用圧力の2.0倍

 （ただし、最小0.2ＭＰａ）
30分

・ 33

 貯 湯 タ ン ク

 熱　交　換　器
 ヘ　ッ　ダ　ー

据　付

完了後
水圧試験

 最高使用圧力の1.5倍に温度補正を行った圧力

　 Ｐa＝Ｐ×σn／σa
   Ｐa：補正された試験圧力又は気圧試験圧力

   Ｐ ：補正前の試験圧力又は気圧試験圧力

　 σn：試験時の温度における材料の許容引張応力
　 σa：使用温度における材料の許容引張応力

・ 14  油　　　　　　 管 ○ ○ ○ ○ 空気圧試験  最大常用圧力の1.5倍 30分

・ 15  冷　 媒　 配　 管 ○ ○

気密試験

（空気又
は不燃性

ガス）

冷媒ガスの種類 気密試験圧力
外部に発泡液

を塗布して漏
れのない事。

その後24時間

放置して漏れ
のない事。 　

　　　

周囲温度変化による圧力変化の補正

を行う。
    Ｒ２２　　

工事監理指針による
    Ｒ１３４a

    Ｒ４０７Ｃ

    Ｒ４１０Ａ

〔注〕(1) 試験に使用するガスは、窒素ガス、炭酸
        ガス又は乾燥空気とする。

      (2) 試験終了後、ガスをパージし、真空乾燥

　　　　を行う。絶対圧力が-0.1ＭＰａ以下になっ
　　　　てからさらに15分以上真空引きし、密閉放

　　　　置して漏れのないことを確かめる。

　　　(3) 配管に冷媒を充填し、運転開始後にガス
　　　　検知器を使用して配管の接続部を点検し、

　　　　冷媒の漏洩のないことを確認する。

　　　(4) 屋内機と屋外機の連絡配線は、施工後、
　　　　絶縁抵抗試験、動作試験を行う。

・ 34
 密閉形隔膜式膨張

 タンク

据　付

完了後

水圧又は

気密試験
 使用圧力の1.3倍以上

・ 35  地下オイルタンク
据　付
完了後

水圧試験  70ｋＰａ以上 10分

２．浄化槽設備

　　　　　　　

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小

保持時間
備　　　　考配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

・ 16  住宅用暖房配管 ○ 水圧試験

 住戸内　0.15ＭＰａ

　 （ただし、温水コンセント接続後は0.1ＭＰａ）
 住戸内以外　静水頭に相当する圧力の2倍

　 （ただし、最小0.75ＭＰａ）

30分

・ 1  槽　　　　　類
工　事

完了後
満水試験

 満水状態で24時間以上放置し、漏水の有無を検査す

 る。
24時間

・ 2  汚水管及び汚泥管 ○ ○ 満水試験 30分

・ 3  ポ ン プ 吐 出 管 ○ ○ 水圧試験  最小圧力0.75ＭＰａ 60分

・ 17  通   水   試   験 ○ 通水試験

 ・給水設備～水栓器具等取付後、各々全開又は作動
　　　　　　 させ、吐出水が清澄となるまで行う。

             また、飲料水配管の場合は、末端にお

             いて、遊離残留塩素濃度が0.2ｐｐｍ
　　　　　　 検出されるまで消毒を行う。

 ・排水設備～衛生器具等取付後、行う。

　　　　　 ～空調用ドレン管にも適用する。
 ・通水試験後、衛生器具等の水量調整を行う。

 ・給湯設備～給水設備に準ずる。

・ 4  消　　 泡　　 管 ○ ○ ○ 通水試験

・ 5  空     気     管 ○ ○ ○ ○ 気密試験  最高使用圧力の1.1倍 60分

３．ガス設備

　　　　　　　

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小
保持時間

備　　　　考配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

・ 18  水　 質　 試　 験 ○
簡易試験
(９項目)

 塩素イオン、有機物等(過マンガン酸カリウム消費量)、一般細菌並びに
大腸菌群、ＰＨ値、臭気、味、色度、濁度

福島県給水施設等条例並びに（各）
市町村給水施設等条例

・ 1  都　 市　 ガ　 ス ○ ○ ○ ○
気密試験

点火試験

 最高使用圧力の1.1倍以上

 ガスメーター取付後、管内空気を排出して行う。

供給会社

規　　程

 ガス事業法に定める技術

 基準及びガス供給事業者
 の供給約款

・ 19  ポ　　 ン　　 プ
据　付

完了後
水圧試験

 最高吐出圧力（運転範囲における最高全揚程＋

 最高押込み圧力）の1.5倍
 （ただし、最小0.4ＭＰａ）

3分

 給水設備、排水設備、給

 湯設備、空気調和設備各
 種ポンプ

・ 2  液 化 石 油 ガ ス ○ ○ ○ ○

気密試験

 不燃性ガス又は不活性ガスを使用し、

 高圧側1.56ＭＰａ、低圧側8.4ｋＰａ

 以上10.0ｋＰａ以下

供給管等の内容積

10L以下 5分

・ 20  塩 素 滅 菌 装 置
据 付

完了後
動作試験

 注入及び停止をそれぞれ手動、自動運転で10回以上

 行い、異常の有無を検査する。

10L～50L 10分

50L超過 24分

・ 21  水　　 槽　　 類 ○ 満水試験

 満水状態で12時間以上放置し、漏水の有無を検査す

 る。飲料用の場合は、次亜塩素酸ソーダ溶液等によ
 り消毒を行う。

12時間
点火試験

 気密試験終了後、管内の空気をガスと入れ替え、

 指定の圧力に調整された調整器を取付後に行う。

※水圧・気密・空気圧試験等は、試験中の圧力状態が分かるようにチャート紙に記録することが望ましい。

※本一覧表に記載無き項目は、「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」による。

○

○

○

○

○

○

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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汚 水 桝

雑 排 水 桝

同 上 蓋

床 上 床 下 掃 除 口

床 排 水 金 物

ガ ス カ ラ ン

散 水 栓

洗 浄 弁

水 栓

不 凍 水 抜 栓

可 と う 継 手

可 と う 継 手

合成ゴム製　球形

０～１００　　　ステンレスガード付

（Ｓ）：単式　　（Ｄ）：複式

たわみ継手（ピアノ線入り）

防 振 継 手

温 度 計

圧 力 計 ・ 連 成 計

量 水 器 ・ 流 量 計

伸 縮 継 手

キ ャ ン バ ス 継 手

吹 出 口

吸 込 口

配 管 固 定 箇 所

撤 去 配 管

既 設 管 接 続 箇 所

名 称記 号 仕 様 　 及 　 備 考仕 様 　 及 　 備 考名 称記 号

・　ＳＧＰ（白）　　　　　　・　塩ビ管（ピット・屋外露出部）・空調ドレン用結露防止層付塩化ビニル管（屋内）

・　空調用銅管　　　　　　　・　空調用被覆銅管　　　・　配管セット

給 水 管

給 水 管

雑 排 水 管

汚 水 管

通 気 管

鉛 管

屋 外 排 水 管

屋 外 排 水 管

給 湯 往 還 管

ガ ス 管

消 火 栓 管

凡 　 例 　 （ 一 般 材 料 ）

凡 　 例 　 （ 新 設 配 管 ）

低 圧 蒸 気 往 還 管

冷 却 水 往 還 管

冷 水 往 還 管

温 水 往 還 管

冷 温 水 往 還 管

膨 張 管

排 気 管 （ エ ア 抜 ）

油 往 還 管

ド レ ー ン 管

パ ッ ケ ー ジ 冷 媒 管

※　監督員打合せにより、木造・壁中配管及排水管（ＶＰ使用の場合）はワンタッチ保温（高発泡ポリエチレンパイプカバー）に変更することができる。

※　防火区画貫通部分前後１ｍの保温材はロックウールに読み替る事。

※　その他仕様変更のある場合は、監督員と協議により決定する事。

２．鉄　　線

３．合成樹脂製カバー

２．亀甲金網

３．ポリエチレンフィルム

（ 保 温 材 厚 ） １５　～１５０　：２０Ａ Ａ ｍｍ

給 排 水 管 ・ 消 火 管

２．カラー鋼板

　　防食テープ１．１．　　　グラスウール保温筒（ＡＬ付）

４．　　着色アルミガラスクロス

２．プラスチックテープ

（※耐蝕管は継手部のみ）

種　　別

施工箇所
屋 内 露 出 屋 内 隠 蔽 暗 　 　 渠 屋 外 露 出 コ ン ク リ ー ト 内 地 　 　 中

給 湯 管 ・ 温 水 管

（ 保 温 材 厚 ） Ａ Ａ１５　～８０　：２０ｍｍ

冷水 管 ・ 冷 温 水管 ・ 冷 媒 管 １．グラスウール保温筒

２．鉄　　線

矢巨

円 形 ダ ク ト

蒸 気 管

１．グラスウール保温帯

２．鉄　　線

３．カラー亜鉛鉄板

（２４Ｋ） １．アルミガラスクロス保温帯

ポリエチレンフィルム

１．グラスウール保温帯

２．鉄　　線

３．

４．鉄　　線

５．溶融アルミニウム亜鉛鉄板

（２４Ｋ）

（ 保 温 材 厚 ） Ａ Ａ ｍｍ

（ 保 温 材 厚 ）

１５　～２５　：３０

露出部分： ｍｍ２０

（ 保 温 材 厚 ） 露出部分： ２５ ｍｍ

３２　～２００　：４０Ａ Ａ ｍｍ

１００　～１５０　：２５Ａ Ａ ｍｍ

　　　：以上

Ａ ｍｍ２００　　４０　　　：

ｍｍＡ２５０　　　　５０

２５０　　　　５０Ａ　　　：以上 ｍｍ

隠ぺい部分： ｍｍ２５

隠ぺい部分：２０ ｍｍ

保 温 仕 様 書 一 覧 （監督員指示による他　下記による）

・　塩ビライニング鋼管（ＶＢ）　　　・　ＳＵＳ　　　・　塩ビ管（ＶＷ）　　　・　架橋ポリ管

・　ＨＩＶＰ　　　　　　　　・　ポリエチレン管

・　コーティング鋼管　　　　・　ＳＧＰ（白）　　　　・　ＳＧＰＷ　　　・　塩ビ管（ＶＰ）　　　

・　鋳鉄管　　　　　　　　　・　コーティング鋼管　　・　塩ビ管（ＶＰ）　　　　

・　ＳＧＰ（白）　　　　　　・　塩ビ管　　　　　　　・　被覆塩ビ管（ＶＰ）

・　鉛管　（監督員と協議によりアキレスジョイントと読み替える事ができる。）

・　塩ビ管

・　ヒューム管

・　銅管　　　　　　　　　　・　ＨＴＬＰ　　　　　　・　ＨＴＰ　　　　・　ＳＵＳ　　　　・　架橋ポリ管

・　ＳＧＰ（白）　　　　　　・　ＰＬＳ　　　　・　供給者責任施工

・　ＳＧＰ（白）　　　　　　・　塩ビライニング鋼管　　　　　　・　ＳＧＰ－ＶＳ

・　ＳＧＰ（黒）

・　塩ビライニング鋼管

・　ＳＧＰ（白）

・　ＳＧＰ（白）

・　ＳＧＰ（白）

・　ＳＧＰ（白）

・　ＳＧＰ（白）

ＬＰ

Ｖ

ＩＩ

Ｇ

Ｘ

Ｃ

Ｈ

ＣＤＲ

ＣＨＲ

空 調 設 備

記 号

給 排 水 設 備

名 称 材 料

Ｄ

Ｒ

Ｅ

ＡＶ

ＣＨ

ＣＤ

ＣＲ

ＨＲ

ＯＲ
Ｏ

ｔ

ｃｃＴ

Ｐ

Ｍ

Ｃ

Ｘ
ＦＩＸ

Ｘ Ｘ

備 考

建家外地中埋設管

インバート桝

溜桝　　　　　は雨水桝を示す

樹脂蓋（ミカゲ）　鋳鉄蓋（Ｔ－６）

ＭＨＢ：鋳鉄製中耐重（２　）

床　上：化粧型　　床下：砲金製

屋内はトラップ付

ヒューズコック

散水栓＋ＢＯＸ（ＳＵＳ製）

給湯用単水栓は陶器ハンドル

大便器はバキュームブレーカー付

長さは特記無い限り　６００Ｌ

ＢＯＸは樹脂蓋＋２００ＶＰ

合成ゴム製

ＳＵＳ　ベローズ型

ｍｍ３０Ａ２００　以上： ※ 　 寒 冷 地 区 屋 外 露 出 部 分 は 倍 厚 保 温 と す る 。

．ＦＪ

．ＦＪ

｜
｜｜

Ａ

Ｏ

ＨＯ

エ ア ー 管

油 管

廃 油 管

・　ＳＧＰ（白）　　　　　　・　ＳＧＰＷ　　　　　　・　ＳＧＰ－ＶＤ

・　ＳＧＰ（黒）　　・　ＰＬＳ　　　　　　　・　ＳＧＰ－ＶＳ

・　ＳＧＰ（ＳＣＨ８０）　　・　ＰＬＰ　　　　　　　・　ＳＧＰ－ＶＳ

・　ＳＧＰ（黒）　　　　　　・　ＰＬＰ　　　　　　　・　供給者責任施工

露出部分はＳＧＰ管

埋設部分はＰＥ管使用

地中埋設管はＶＤ管

地中埋設管はＰＬＰ管

地中埋設管はＰＬＰ管

１．グラスウール保温筒（ＡＬ付） １．グラスウール保温筒

・　架橋ポリ＋さや管

小口径塩ビ桝

２．鉄　　線

４．

　　防食テープ１．

２．プラスチックテープ

　　防食テープ１．

２．プラスチックテープ

　　防食テープ１．

２．プラスチックテープ

　　防食テープ１．

２．プラスチックテープ

　　防食テープ１．

２．プラスチックテープ

３．ポリエチレンフィルム

４．　　着色アルミガラスクロス

１．グラスウール保温筒

２．鉄　　線２．アルミガラスクロステープ

１．アルミガラスクロス保温筒

２．鉄　　線

３．合成樹脂製カバー

２．アルミガラスクロステープ

１．アルミガラスクロス保温筒

４．

３．ポリエチレンフィルム

４．　 着色アルミガラスクロス

２．アルミガラスクロステープ

区画貫通部は耐火二層管

ピット内は塩ビ管（ＶＰ）使用

ピット内は塩ビ管（ＶＰ）使用

機 械 穴 は つ り 補 修 開口寸法は配管径＋40㎜程度とする。

現状のままとする。既 設 配 管

Ｗ 潅 水 用 配 管 ・　塩ビライニング鋼管　　　・　ＳＵＳ　　　・　塩ビ管（ＶＷ）　　　・　架橋ポリ管

全て溶接接合とする

１．　　　樹脂配管カバー

２．鉄　　線

３．合成樹脂製カバー

（ 保 温 材 厚 ）

煙 　 道 １．ロックウールブランケット

２．鉄　　線

３．カラー亜鉛鉄板

露出部分： ７５

露出部分： ５０

１．ロックウールブランケット

２．鉄　　線／亀甲金網

ヘ ッ ダ ー

（ 保 温 材 厚 ）

１．グラスウール保温筒（ＡＬ付）

１．グラスウール保温筒（ＡＬ付）

１．グラスウール保温筒（ＡＬ付）

１．ロックウール保温筒（ＡＬ付）

２．鉄　　線

３．ビニール被覆金網

工場露出部分：カラー鋼板

１．ロックウール保温筒（ＡＬ付）

２．鉄　　線

３．ビニール被覆金網

・　圧力鋼鋼管（SUS）

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

NS

2022/06/15凡例、保温仕様

04 埼玉県新座市東北2-34-12-703　TEL 080-2013-1806

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＴＩＴＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

ＮＯ．

ＤＲＯＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ
Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体

一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文

一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

M -



被覆鋼管

＊躯体壁にも使用可能

厚さ　100mm以上

中空壁貫通処理

（耐火キャップ：因幡電機産業株式会社）

耐火キャップ壁用

（耐火パテ充填）

ケーブル

厚さ　65mm以上

耐火キャップ壁用

（耐火パテ充填）

ケーブル

被覆鋼管

（国土交通大臣認定番号　PS060WL-9370　　相当品（中空壁））
（国土交通大臣認定番号　PS060WL-0027　　相当品（壁））
（国土交通大臣認定番号　PS060FL-0026　　相当品（床））

建築基準法施工令第129条2-5七項

ダクト FD

モルタル
又は、ロックウール

支持金物（４本）

S48建告2565

1.6t 

保温材
（貫通部ロックウール）

又は、ロックウール
モルタル

FD
ダクト

支持金物（４本）

S48建告2565

1.6t 

４ 区画貫通処理　ダクト（保温あり）５

６ 区画貫通処理　ダクト（保温なし） 壁区画貫通処理　配管（鋼管）（保温あり） 壁区画貫通処理　配管（鋼管）（保温なし）

区画貫通処理　冷媒配管１ 吐水口空間

建築基準法施行令129の2の5に準ずるものとする。

３

A A

壁からの離れ

吐水口空間　寸法A（SHASE-S　206-2000）

近隣壁の
影響が

ない場合

近隣壁の影響がある場合

近隣壁の1面の場合 近隣壁の2面の場合

壁からの離れ 壁からの離れ

3d以下 3d超5d以下 5d超 4d以下 4d超6d以下6d超7d以下 7d超

1.7d'+5 3d' 2d'+5 1.7d'+5 3.5d' 3d' 2d'+5 1.7d'+5

d'：以下の3つの内径dのうち最少内径を有効開口の内径d'とする。

①　吐水口の内径d

②　こま押え部分の内径

③　給水栓の接続管の内径

以下のように吐水口空間を確保する。

２ 地中埋設管要領図（排水） 地中埋設管要領図（給水）

７ ８

1000 1000

掘削幅

良質根切土

１
０

０
０

以
上

Ｗ

山砂 200

100
Ｄ

良質
根切り土

１
０

０
０

以
下

Ｗ

200

100
Ｄ

山砂

１
：

０
．

３

Ｗ

山砂 200

100
Ｄ

600 良質
根切り土

埋設シート

Ｗ＝３００

共掘りの場合

600 良質
根切り土

埋設シート

Ｗ＝３００

300

山砂 200

100
Ｄ

埋設シート

Ｗ＝３００

Ｗ２

（注）：Ｗ＝Ｄ＋４００以上または、バケット幅、共掘りの場合は配管本数による。（注）：Ｗ＝Ｄ＋４００以上または、バケット幅、共掘りの場合は配管本数による。

10
00

10
00

建築基準法施工令第129条2-5七項

床区画貫通処理　配管（鋼管）（保温あり）９ １０ 床区画貫通処理　配管（鋼管）（保温なし）

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

NS

2022/06/15施工要領図

05 埼玉県新座市東北2-34-12-703　TEL 080-2013-1806

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＴＩＴＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

ＮＯ．

ＤＲＯＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ
Architect 桃李社・秋月建築研究室 設計共同企業体

一級建築士登録番号第359880号　秋月孝文

一級建築士事務所登録　埼玉県登録　第(1)11409号

M -

近隣壁の影響がない場合 近隣壁の影響がある場合

溢れ縁 溢れ縁

スリーブ

ロックウール

モルタル

スリーブ

ロックウール

モルタル

ロックウール保温筒

注： （イ）　不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、建築基準法に適合する工法とする。

（ロ）　貫通部周囲の充填材は、必要に応じて脱落防止措置を施す。

（ハ）　不燃材料以外のスリーブ材（紙製仮枠等）を使用した場合は配管前に必ず取り除く。

注： （イ）　不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、建築基準法に適合する工法とする。

（ロ）　貫通部周囲の充填材は、必要に応じて脱落防止措置を施す。

（ハ）　不燃材料以外のスリーブ材（紙製仮枠等）を使用した場合は配管前に必ず取り除く。

スリーブ

ロックウール

モルタル

ロックウール保温筒

注： （イ）　不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、建築基準法に適合する工法とする。

（ロ）　貫通部周囲の充填材は、必要に応じて脱落防止措置を施す。

（ハ）　不燃材料以外のスリーブ材（紙製仮枠等）を使用した場合は配管前に必ず取り除く。

スリーブ

ロックウール

モルタル

注： （イ）　不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、建築基準法に適合する工法とする。

（ロ）　貫通部周囲の充填材は、必要に応じて脱落防止措置を施す。

（ハ）　不燃材料以外のスリーブ材（紙製仮枠等）を使用した場合は配管前に必ず取り除く。
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：ABC粉末消火器4型（BOX共）
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既存給水管
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※　屋外排水管の勾配は100φ－2.0％とする。

※　深さは管底までの深さとする。
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記号 名称 仕様
消費電力

台数 設置場所
備考

（参考型番）φ Ｖ ｋｗ

V-1 天井換気扇 型　式 ： 定風量型、台所用 1 100 0.03 1 職員休憩室 VD-15ZVY6（同等品）

24H換気対応機器 能　力 ： 100φ×150m3/h(強)　20m3/h(弱)×30Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）、吊金具

V-2 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 低騒音型 1 100 0.01 1 職員WC V-08PPFL（同等品）

能　力 ： 100φ×50m3/h(強)　20m3/h(弱)×10Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

V-3 天井換気扇 型　式 ： 定風量型 1 100 0.02 1 誰でもトイレ VD-15ZVC6（同等品）

能　力 ： 100φ×150m3/h×30Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）、吊金具

V-4 有圧換気扇 型　式 ： 低騒音型、厨房用 1 100 0.10 1 調理室 EFC-35M㻿B（同等品）

24H換気対応機器 能　力 ： 35cm×1300m3/h×40Pa

付属品 ： ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（指定色塗装）、電気ｼｬｯﾀｰ、取付枠（不燃）

㏿調付、油受付

V-5 天井換気扇 型　式 ： 定風量型 1 100 0.01 1 検収室 VD-10ZVC6（同等品）

能　力 ： 100φ×100m3/h×30Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）、吊金具

V-6 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 低騒音型 1 100 0.01 1 調理更衣室 V-08PPFL（同等品）

24H換気対応機器 能　力 ： 100φ×50m3/h(強)　20m3/h(弱)×10Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

V-7 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 低騒音型 1 100 0.01 1 調理WC V-08PPFL（同等品）

能　力 ： 100φ×50m3/h(強)　20m3/h(弱)×10Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

V-8 欠番 型　式 ：

能　力 ：

付属品 ：

V-9 型　式 ：

能　力 ：

付属品 ：

V-10 型　式 ：

能　力 ：

付属品 ：

V-11 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 1 100 0.01 1 保育室1WC

能　力 ：

付属品 ：

記号 名称 仕様
消費電力

台数 設置場所
備考

（参考型番）φ Ｖ ｋｗ

V-12 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 1 100 0.01 1 保育室2WC

能　力 ：

付属品 ：

V-13 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 1 100 0.01 1 保育室3WC

能　力 ：

付属品 ：

V-14 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 低騒音型 1 100 0.01 1 受入室 V-12PLD（同等品）

24H換気対応機器 能　力 ： 150φ×80m3/h×10Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

V-15 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 低騒音型 1 100 0.01 1 事務室 V-12PLD（同等品）

24H換気対応機器 能　力 ： 150φ×80m3/h×10Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

V-16 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ 型　式 ： 低騒音型 1 100 0.01 1 隔離室 V-12PLD（同等品）

24H換気対応機器 能　力 ： 150φ×80m3/h×10Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

OA-1 天井換気扇（給気専用） 型　式 ： 低騒音型、給気専用、寒冷地仕様、ミックスフロー搭載 1 100 0.01 3 職員休憩室、受入室 VD-13ZPQD（同等品）

能　力 ： 100φ×30m3/h×10Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）、吊金具

電気式ｼｬｯﾀｰ、ﾌｨﾙﾀｰ

OA-2 ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 型　式 ： 消音型 1 100 0.03 1 保育室3 BF㻿-15㻿UG（同等品）

能　力 ： 100φ×80m3/h(強)　20m3/h(弱)×80Pa

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）、吊金具、吹出ｸﾞﾘﾙ×1（壁付）

OA-3 給気口 型　式 ： 壁付 4 調理更衣室、保育室1

能　力 ： 100φ 保育室2、隔離室

付属品 ： 深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

RC 24時間換気対応スイッチ 型　式 ： 24時間換気対応型、壁付 9 各所

（電気工事へ支給）

換 気 機 器 表 換 気 機 器 表

事務室

欠番

欠番

低騒音型

150φ×80m3/h×10Pa

深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

24H換気対応機器

V-12PLD（同等品）

低騒音型

150φ×80m3/h×10Pa

深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

24H換気対応機器

V-12PLD（同等品）

低騒音型

150φ×80m3/h×10Pa

深形ﾌｰﾄﾞ（指定色塗装）

24H換気対応機器

V-12PLD（同等品）

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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階 室　名 床面積(Af) 天井高(b) 室容積(c=Af*b)
換気回数

(d)

回数風量

(ｴ=c*d)

N値 人員 人員風量 N値風量 決定風量 機器番号 機器風量 機器番号 換気種別 24時間換気

N g g*30 20Af/N 排気 排気 排気 給気 1種 2種 3種 区画 判定

ｍ2 ｍ ｍ3 ｍ3/ｈ m2/人 ｍ3/ｈ ｍ3/ｈ ｍ3/ｈ ｍ3/ｈ

＜通常換気の検討＞

1 職員休憩室 11.084 2.225 24.661 3 73.98 2.77095 4.00 120.00 80.00 150 V-1 150 OA-1 〇 A 〇

1 職員WC 1.338 2.225 2.976 10 29.76 50 V-2 50 〇

1 誰でもトイレ 4.969 2.225 11.055 10 110.55 150 V-3 150 〇

1 調理室 9.937 2.225 22.110 30 663.31 9.9372 1.00 30.00 20.00 1300 V-4 1300 VHS 〇 B 〇

1 検収室 6.832 2.225 15.201 3 45.60 100 V-5 100 〇

1 調理更衣室 3.312 2.225 7.370 2 14.74 3.3124 1.00 30.00 20.00 50 V-6 50 OA-3 〇 C 〇

1 調理WC 1.656 2.225 3.685 10 36.85 50 V-7 50 〇

1 保育室1 7.453 3.783 28.191 1 28.19

1 保育室1WC 1.338 2.225 2.976 10 29.76

8.79 31.17 57.96 4.3953 2.00 60.00 40.00 80 V-11 80 OA-3 〇 D 〇

1 保育室2 9.937 2.644 26.275 1 26.28

1 　〃 0.828 3.392 2.809 1 2.81

1 保育室2WC 1.338 2.225 2.976 10 29.76

1 12.10 32.061 58.848 6.0514 2.00 60.00 40.00 80 V-12 80 OA-3 〇 E 〇

1 保育室3 9.937 2.846 28.283 1 28.28

1 保育室3WC 1.656 2.225 3.685 10 36.85

11.59 31.97 65.13 5.7967 2.00 60.00 40.00 80 V-13 80 OA-3 〇 F 〇

1 受入室 6.625 2.225 14.740 3 44.22 3.3124 2.00 60.00 40.00 80 V-14 80 OA-1 〇 G 〇

1 事務室 6.625 2.225 14.740 2 29.48 3.3124 2.00 60.00 40.00 80 V-15 80 OA-1 〇 H 〇

1 隔離室 6.625 2.225 14.740 2 29.48 3.3124 2.00 60.00 40.00 80 V-16 80 OA-3 〇 I 〇

＜24H換気の検討＞

A 職員休憩室 11.084 2.225 24.661 0.5 12.33 2.77095 4.00 120.00 80.00 150 V-1 150 OA-1 〇 A 〇

B 調理室 9.937 2.225 22.110 0.5 11.06 9.9372 1.00 30.00 20.00 V-4 VHS 〇 B 〇

C 調理更衣室 3.312 2.225 7.370 0.5 3.69 3.3124 1.00 30.00 20.00 50 V-6 50 OA-3 〇 C 〇

D 保育室1 7.453 3.783 28.191 

D 保育室1WC 1.338 2.225 2.976 

D 8.79 31.17 0.5 15.58 4.3953 2.00 60.00 40.00 80 V-11 80 OA-3 〇 D 〇

E 保育室2 9.937 2.644 26.275 

E 　〃 0.828 3.392 2.809 

E 保育室2WC 1.338 2.225 2.976 

E 12.10 32.061 0.5 16.03 6.0514 2.00 60.00 40.00 80 V-12 80 OA-3 〇 E 〇

F 保育室3 9.937 2.846 28.283 

F 保育室3WC 1.656 2.225 3.685 

F 11.59 31.97 0.5 15.98 5.7967 2.00 60.00 40.00 80 V-13 80 OA-3 〇 F 〇

G 受入室 6.625 2.225 14.740 0.5 7.37 3.3124 2.00 60.00 40.00 80 V-14 80 OA-1 〇 G 〇

H 事務室 6.625 2.225 14.740 0.5 7.37 3.3124 2.00 60.00 40.00 80 V-15 80 OA-1 〇 H 〇

I 隔離室 6.625 2.225 14.740 0.5 7.37 3.3124 2.00 60.00 40.00 80 V-16 80 OA-3 〇 I 〇

合計

合計

合計

合計

合計

合計

13001300

風量÷気積

実換気回数

回/ｈ

6.08

16.80

13.56

58.80

6.58

6.78

13.56

2.57

2.50

2.50

5.42

5.42

5.42

6.08

58.80

6.78

2.57

2.50

2.50

5.42

5.42

5.42

サイズ 対象機器名称 台数

厨房器具の換気
燃料消費量に

よる
フード面風速による 決定 機器番号 機器風量火気使用室換気

使用器具 ｶﾞｽ機器　V=30KQ　　※2 電気厨房　V=30Q

L W H 面積 K:排ｶﾞｽ量 Q:消費量 V:換気量 Q:消費量 V:換気量 換気量合計 換気量合計 V:換気量

(mm) (mm) (mm) (m2) (ｍ3/ｈ) KW/h (ｍ3/ｈ) （KW） (ｍ3/ｈ) (ｍ3/ｈ) (ｍ3/ｈ) (ｍ3/ｈ) (ｍ3/ｈ)

① 1700 700 700 1.19 IHクッキングヒーター 2 1.4×2 84.0

189.6 1.19m2×0.3m/s×3600 1285.2 1300 V-4 1300

IH炊飯ジャー 1

製氷機 1

スチームコンベクションオーブン 1

＜火気使用室換気計算書＞

フ
ー
ド

1.41 42.3

0.21 6.3

1.9 57.0

＜換気計算書＞

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事
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：24時間換気対応機器

：24時間換気時空気の流れ
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記号 名称 仕様
消費電力

台数 設置場所
備考

（参考型番）φ Ｖ ｋｗ

RAC-1 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 壁掛型 1 100
C:0.65

H:0.60
1 職員休憩室 RA㻿-V25M（同等品）

能　力 ： C：2.5KW　H：2.8KW 最大 1.30 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.65

RAC-2 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 寒冷地仕様、壁掛型 1 100
C:0.57

H:0.55
1 調理室 RA㻿-RK25M（同等品）

能　力 ： C：2.5KW　H：2.8KW 最大 1.98 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.65

RAC-3 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 1 100
C:0.56

H:0.54
1 調理更衣室 RA㻿-V22M（同等品）

能　力 ： C：2.2KW　H：2.5KW 最大 1.245 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.6

RAC-4 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 1 100 1 保育室1 RA㻿-V22M（同等品）

能　力 ： C：2.2KW　H：2.5KW 最大 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.6

RAC-5 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 1 100 1 保育室2 RA㻿-V25M（同等品）

能　力 ： C：2.5KW　H：2.8KW 最大 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.65

RAC-6 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 1 100 1 保育室3 RA㻿-V25M（同等品）

能　力 ： C：2.5KW　H：2.8KW 最大 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.65

RAC-7 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 寒冷地仕様、壁掛型 1 100
C:0.475

H:0.485
1 事務室 RA㻿-RK22M（同等品）

能　力 ： C：2.2KW　H：2.5KW 最大 1.98 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.6

RAC-8 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 寒冷地仕様、壁掛型 1 100
C:0.475

H:0.485
1 隔離室 RA㻿-RK22M（同等品）

能　力 ： C：2.2KW　H：2.5KW 最大 1.98 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.6

RAC-9 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 型　式 ： 寒冷地仕様、壁掛型 1 100
C:0.475

H:0.485
1 受入室 RA㻿-RK22M（同等品）

能　力 ： C：2.2KW　H：2.5KW 最大 1.98 運転電流最大20A

付属品 ： 防雪ﾌｰﾄﾞ、ﾘﾓｺﾝ 圧縮機 0.6

ドレンアップポンプ 5 各室内機 RAC-4、5、6、7、9用

室外機架台 型　式 ： 1段用 1 外部

仕　様 ： 溶融亜鉛メッキ製、500H、転倒防止金具

室外機架台 型　式 ： 2段用 4 外部

仕　様 ： 溶融亜鉛メッキ製、500H、転倒防止金具

空 調 機 器 表

壁掛型

壁掛型

壁掛型

壁掛型

C:0.56

H:0.54

1.245

C:0.65

H:0.60

1.30

C:0.65

H:0.60

1.30

（仮称）やまみ病児保育所　増築工事

NS
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